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【電子書籍版をお読みになる前にご確認ください】





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。

　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載する事、有償無償に関わらずデータを第三者に譲渡する事を禁じます。なお、個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。

　あらかじめご了承ください。
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　――氷ひ室むろ冬ふゆ華かは氷のように冷たい。




　そんな噂が広まってから半年が経った秋頃。

　高校一年生、火か神がみ朝あさ陽ひが通う学校は、とある話題で小さな盛り上がりを見せていた。

「なあ、朝陽。あの話、覚えてるか？」

「覚えてない」

「先週の金曜日、氷室さんが熱出して早退したっていう」

「聞こえない」

「土日挟んで無事回復したらしいよ。今日、普通に学校来てたっぽい」

「無理やり話を続けるな……」

　一週間後に迫った定期試験の勉強をする。その目的で放課後の教室に残っていたはずだが、朝陽の友人――吉きつ川かわ千ち昭あきの雑談は止まらない。

「氷の令嬢って風邪とか引かなそうなのになー」

　身体をぐっと伸ばしながら千昭はのんびりと呟く。

「無駄口叩く暇があるなら俺は帰るぞ」

「ちょっ、それは困る」

　成績優秀な朝陽と赤点ギリギリの千昭。

　朝陽に勉強を教えてもらう立場の千昭は、正論を前に真面目に勉強を始めた。

　一方で幾分か余裕がある朝陽はペンを動かす手を止めて、先程の話を振り返る。

（氷の令嬢ねえ……）

　心の中で呟き、思わず小さなため息がこぼれた。

　氷の令嬢とは同級生の少女、氷室冬華のあだ名だ。

　随分と大仰なあだ名だが、映画に登場するようなお姫様などではなく、あくまでどこかの誰かが勝手に言い出したにすぎない。それでも氷室冬華が氷の令嬢と呼ばれ、学校全体に定着しているのは誰もが納得する理由があるからだ。

　容姿端麗、文武両道、品行方正の三拍子が揃った完璧超人。そうもてはやされる彼女の噂は同級生である朝陽の耳にも連日届く。

　定期試験は常に一位、バスケがとても上手い、最近は学食でお昼ご飯を食べている、恋愛小説を好んで読む、名家の生まれのお嬢様、などなど。

　学校生活における些さ細さいなことから根も葉もない噂話まで、何かと話題になる彼女の人気は計り知れず、性別、クラス、学年の壁を越えてお近づきになりたいと試みる生徒が大勢いた。

　そして、入学式を終えてから半年。その間、誰一人として彼女と仲良くなることは叶わなかった。

　――私に構わないでください。

　彼女は入学してから間もない頃、クラスメイトに対してはっきりと冷たい口調でそう言い放ったらしい。

　クラスが違う朝陽にとってはらしい止まりの単なる噂話。それでも一度その姿を見れば、いくつかの噂にも合点がいった。

　彼女は常に一人で行動し、他人を一切寄せ付けない。

　誰に対しても距離を取り、必要以上の会話はせず、真顔のまま表情が変わらない、氷のように冷たいお嬢様――そうして、いつしか氷室冬華についたあだ名が氷の令嬢だった。

　ぴったりだなと思うと同時に、朝陽は小さな違和感を覚えていた。

「そういや、朝陽の家に遊びに行った時、ふと見たら隣の部屋の表札が氷室でさ……」

「勉強」

「サー、イエッサー！」

　またしても雑談を始めそうになった千昭を制し、朝陽も勉強を再開させた。

　お気に入りのシャープペンシルを持って、問題集とノートを開く。先に問題を書いてしまおうと、白紙の紙にいくつもの方程式を並べた。

　後は計算をして、答えを導くだけ。それなのに、どうにも集中することができない。書いては消し、書いては消しをくり返す。

　結局は、下校時間を迎えるまで勉強が全く捗はかどらなかった。




　駅で千昭と別れた後、朝陽は軽い自虐を挟みながら夕陽に照らされた帰り道を歩く。

（ったく、恋する乙女かよ……）

　無論、朝陽は乙女ではないし、恋をしているわけでもない。それでもここ数日、ふとした瞬間に氷の令嬢――氷室冬華を思い浮かべてしまう自分がいた。

　こうなった原因は今から三日前の金曜日に遡る。

　それは、他人を拒絶し、心を閉ざした少女がじんわりと温かい熱を帯びた日のことだった。
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　金曜日の放課後、週末を前に浮き立つ教室はいつもより騒がしい。

　テストがだるいとか、土日に遊びたいとか、誰それが熱を出したとか。そういった学生っぽい話があちこちに飛び交う。

　朝陽も朝陽で友人たちと軽く話をして、それから早めの帰路に就いた。

　各駅停車を待ち、ガタンゴトンと電車に揺られること二十分。

（今日の夕飯は何を作ろうか）

　冷蔵庫の中身と相談しているうちに、電車は最寄り駅に到着した。

　ご贔屓ひいきのスーパーを通り過ぎ、マンションのエントランスを抜け、風が吹き込む長い廊下を歩く。その途中、朝陽は向かい側から歩いてくる同じ学校の生徒を見つけた。

（あれは確か……）

　遠目に見える生徒は知り合いではなかったが、名前と評判は聞いていた。

　氷の令嬢と呼ばれる、氷室冬華という女の子だ。

　高校進学を機に引っ越したマンションの一室、そのお隣の表札に刻まれた氷室の文字。

　何度か顔を合わせているので、お互いの存在は認識している。

　その上で、朝陽は挨拶も会釈も一切せずに無言で通り過ぎる……はずだったのだが。

「大丈夫か」

　返答などあるはずがないと頭ではわかっていても、朝陽の口は勝手に動いていた。

　声をかけてからすぐに思い出したのは、引っ越しの挨拶をした時のこと。

　氷室家のインターホンを押して、それから無機質な声だけが聞こえてきたのだ。

　――申し訳ありませんが、ご近所付き合いをする気はないのでお引き取りください。

　その冷たく素っ気ない態度に、朝陽は思わず苦笑いが浮かんだ。どうやらお隣さんは随分と気難しい性格をしているらしい。

　その時はそう考えたものだが、後に彼女に関する噂を聞いて納得がいった。

　内に秘めた理由を知る由もないが、氷室冬華は他人との関係を拒み、心を閉ざしている。それならば、深入りする必要はどこにもない。

　お隣同士とはいえ、無理に会話したり、関わりを持とうとすることは一切せず、赤の他人として生活するべきだと朝陽は考えていた。

　しかし、今日は事情が違った。

　横を通り抜けた彼女の足取りはふらふらと頼りなく、雪のように白い肌は淡く紅潮している。傍から見ても体調が悪いのは明らかだった。

「おい、大丈夫か」

　お節介だとは理解しつつも、朝陽は無視されてもなお声をかけた。すると、ようやく彼女はおぼつかない足を止め、ゆっくりと朝陽の方へと振り向く。

「大丈夫なのでお構いなく」

　無表情かつ無感情で淡々と告げられた拒絶の言葉。その瞳には警戒の色が強く滲み、視線は凍てつくほどに冷たい。

　朝陽は改めて、彼女が氷の令嬢と呼ばれる所以ゆえんを理解した。

　誰に対しても距離を取り、必要以上の会話はせず、真顔のまま表情が変わらない、氷のように冷たいお嬢様。

　こちらが一歩近づけば、二歩、三歩と後ろに下がり、その途中に固く厚い壁を築く。

（何が原因なんだろうな）

　昔からこうも他人を拒絶していたわけでないはずだ。過去に何かしらのきっかけがあり、その出来事が彼女を氷の令嬢たる存在にした。

　しかし、それは赤の他人が土足で踏み込める話ではないだろう。彼女が望む通り、必要以上の会話をせず、関わりを持たないほうがいいはずだ。

　朝陽はそう再認識をして、冬華に構うことを止めた。

　明らかに大丈夫な様子ではないが、ここでしつこく世話を焼くことを相手は微塵も望んでいない。

（そういえば熱出したとか、早退したとかで話題になってたな）

　制服姿のまま、財布一つで外に出ているのは着替える気力もなかったのか。家で大人しくしていればいいのにとは思うが、風邪薬など何か買い求める物があるのかもしれない。

　そんなことを考えながら、朝陽はドアの鍵を回す。

　心配は尽きないが、気にしたって仕方がない。

　左右に揺れる長い黒髪を横目で眺めながら、扉を閉めようとした――その時だった。

　壁を伝うようにして崩れ落ちた少女を朝陽はその目ではっきりと見た。

「どうした！　しっかりしろ！」

　咄嗟に駆け寄って声をかけるも反応はない。

　それ自体は普段と変わりないが、今回は意図的に反応をしないのではなく、反応できないと言ったほうが正しいだろう。

　瞼は固く閉ざされていて、身体に全く力が入っていない。

　やむを得ず触れた肌は熱を帯び、呼吸は酷く乱れていた。

　――私に構わないでください。

　ふと脳裏に冷たい視線と言葉が浮かぶ。

　一度は氷の令嬢が纏まとう冷気に気圧され、差し伸べた手をポケットに入れた――その熱のこもった大きな手のひらを、朝陽はもう一度差し伸べる。

「聞こえるか！　意識があるなら返事をしろ！」

「…………聞こえています」

　朝陽の声に数秒置いて反応が返ってくる。ひとまず意識があることは確認できたが、息遣いは荒く、喋る姿は辛そうだ。

　それでもこの期に及んで、氷室冬華は冷たい氷をその身に纏っていた。

「……一人で、大丈夫です」

　先程とはうってかわって今にも消えてしまいそうな、儚はかなく弱々しい声。それでいて、彼女の言葉には確かな拒絶の意思が込められていた。

　冬華は朝陽の手を振り払って立ち上がり、ふらふらと歩き出す。先を見据える瞳は虚ろで、その足取りは頼りない。

　何が彼女をそうさせるのだろうか。

　誰とも関わりたくない。

　そんなメッセージが、言葉と行動から伝わってくる。

　しかし、再び体勢を崩して倒れかけた冬華を見て、朝陽は考えるより先に身体を動かし、床に投げ出された華きや奢しやな身体を必死になって受け止める。

　余計なお節介かもしれない。

　大きなお世話かもしれない。

　そう考えた上で、目の前で倒れた少女を放っておけるはずがなかった。

「大丈夫じゃないだろ」

　諭すような朝陽の言葉に反応はない。もう体力と気力の限界なのだろう。

　朝陽の腕の中で、冬華は抵抗する様子もなくぼんやりと虚空を見つめ――やがて、ゆっくりと瞳を閉じてしまった。

「氷室？」

　朝陽が呼びかけると、返事の代わりに辛そうな息遣いが聞こえる。どうやら心身共に疲れ果て、眠ってしまったらしい。

　そこに凛として気高い氷の令嬢の姿はない。目に映るのは熱に浮かされているか弱い女の子だ。

「この状況で寝落ちかよ……」

　朝陽は途方に暮れながら、ひとまず冬華を廊下に横たわらせた。小さな頭の下に通学カバンを差し込み、枕の代わりにする。

（氷室の親はまだ帰ってないんだよな）

　父親か母親、あるいは祖父母など、家族の誰かが家にいれば、病人の冬華を一人で外出させるわけがない。

　念のため、氷室家のインターホンを鳴らすも、やはり反応はなかった。

　大人を頼れないとなるとどうするべきか。このまま冬華をマンションの床で寝かせるわけにもいかず、朝陽は冷静に思考を巡らせた。

　例えば、冬華を叩き起こし、家で安静にしてもらう。

（……却下だな）

　まず、病人を叩き起こす時点で論外だろう。

　仮に起こしたとて、冬華が大人しく従ってくれるとは思えなかった。

　例えば、氷室家の鍵を拝借し、眠っている冬華を彼女の自宅に運ぶ。

（……これも却下）

　どこにあるかもわからない鍵を、カバンや制服を探って見つけ出すのは気が引ける。

　緊急事態とはいえ、無断で他人の家に入るのも流石に躊躇ためらいがあった。

（そうなると、これしかないか……）

　いくつかの案を考えた後、朝陽は自宅の鍵を開けた。

　手前に引いた扉をストッパーで止め、次に眠る冬華の背中と膝下に両手を差し込む。

「……悪く思うなよ」

　返事は期待していないが、声をかけてから朝陽は冬華の身体を抱き上げた。

　形としては少々不格好で不安定なお姫様だっこ。

　必然的に密着する身体から伝わる体温と、仄ほのかに香る甘い香りが朝陽の思考を惑わせた。

　ただ、今は異性としての魅力を意識する余裕は全くない。

　目の前で倒れた病人を看病する必要がある――その一心で、朝陽は腕の中で眠る氷の令嬢に負担をかけないよう、自宅の扉を静かに閉めた。




＊




　近くのコンビニで冷却シートやスポーツドリンクを始めとする対病人グッズを一通り揃え、朝陽が急ぎ足で自宅に戻ると、家を出た時と変わらず、それでいて非日常な光景が目に入った。

「……もう食べれにゃい……むにゃむにゃ」

　本来なら自分が寝ているはずのベッドで愛らしい寝顔を晒す美少女は、いったいどんな夢を見ているのだろうか。相手が寝ているのをいいことに、朝陽はその美貌を無遠慮に見つめた。

（やっぱり美人だよな……）

　艶のある黒い髪は絹のように美しく、きめ細やかな肌は透明感に溢れている。長い睫まつ毛げにすっと通った鼻筋、桜色の薄い唇と、これ以上ないほどに整っている顔立ちは芸能人にも引けを取らない。氷の令嬢などと呼ばれながらも、彼女が未だ学校中の人気と注目を集めている理由はここにあるのだろう。

　高嶺の花という言葉がよく似合う、と朝陽は思った。

　決して届かない、だからこそ美しい。

　そんな美少女が、今まさに目の前で幸せそうに眠っている。

「すいーつ……べつばら……んにゃ」

　朝陽にとって、夢の中で食い意地を張っている女の子があの氷の令嬢だとは、にわかに信じ難い話だった。

　人を寄せ付けない冷気はどこにもなく、代わりにやんわりと優しく甘い香りが部屋に漂う。

　学校では真一文字に結ばれている口はよく動き、普段の様子からは想像がつかない言葉を発していた。

「氷の令嬢、か……」

　いつの間にか定着していた冬華のあだ名を呟きながら、朝陽は千昭の言葉を思い出す。

　――もし氷の令嬢の性格が真反対だったら、学校中の男子が恋するだろうよ。

　俺は例外だけどな、と笑った千昭の話を朝陽は適当に相槌を打って流したが、今となっては少しだけ理解ができた。

　クールな佇まいに、幼さが残る美貌。

　華奢な身体に魅惑的な女性らしさが見られるスタイル。

　そういった事柄に疎い朝陽にとっても、目の前で眠る美少女には思わずドキッとしてしまう。

　もし、が現実になった世界で冬華が大勢の人に囲まれている場面は想像に難くない。

「……夕飯の準備するか」

　無防備な姿で熟睡している冬華につい見入ってしまったが、これ以上は失礼に当たる気がする。そう線引きをして、朝陽は足早に洋室を後にした。




「……………おかあ……さん」

　縋るような少女の声は誰の耳にも届かなかった。




＊




　時計の長針が三周し、太陽がすっかり沈んだ頃。

　隣の洋室から物音が聞こえ、朝陽はテスト勉強を切り上げて席を立った。

　洋室はすぐ隣に位置していて、その向こうで何が起きているかは扉の隙間から漏れる音だけで十分に把握できた。

「入っていいか？」

　コンコン、とノックしながら確認をとったが返事は聞こえない。代わりに再び物音がして、朝陽はゆっくりと洋室の扉を開けた。

　やはり起床していた冬華はベッドの端に座っていて、その瞳は強い警戒の色を示している。

　それもそのはず、異性の部屋で目覚めれば誰でも警戒するだろう。冬華の反応は、朝陽にとって予想通りだった。

　しかし、彼女の纏う雰囲気は朝陽の予想に反して落ち着いていた。他人を寄せ付けない冷寒とした空気は控えめで、今のところ拒絶されている感じはしない。

「構わないでくださいと言いましたよね」

　ポツリ、と紡つむがれた言葉は相も変わらず厳しいものだったが、相手を突き放すようなきっぱりとした声音ではない。この状況を正確に把握しているのか、答えがわかっている上で問いかけているようにも思える。

　だから、朝陽は怯むことなく堂々と言葉を返した。

「目の前で倒れられて放っておけるわけないだろ」

「…………」

　少し語気を強めた朝陽の言葉に、冬華は目を伏せて黙り込んでしまう。

　やはり何がどうなってこうなったのかは理解しているのだろう。起きた途端に叫ぶも暴れるもせず、動揺していなかったのが良い証拠だ。小さな額に貼られた冷却シートも、頭を冷やして現状を整理できた要因かもしれない。

　冬華はしばらくの間、小さく俯いて逡しゆん巡じゆんし、それからようやく口を開いた。

「助かりました、ありがとうございます」

　まさか素直にお礼を言われるとは思わず、朝陽は目を見開いて硬直する。

「……どういたしまして」

　遅れてぶっきらぼうに返答するも、内心はむず痒い気持ちが渦巻いていた。

　寝起きの状態がそうさせるのか、それとも体調の悪さが影響しているのか。いつもの塩対応ならぬ氷対応は姿を見せず調子が狂う。

　剥き出しになっていた警戒の色もいつの間にか薄れ、カラメル色の瞳はぼんやりとしている。

　決して気を許されたわけではなく、上昇した体温と身体を蝕む苦痛がそうさせるのだろう。

　そう理解はしていても、普段の様子と違う冬華を相手にするのは居心地が悪かった。

「もう少しそこで寝てろ。飲み物とか適当に持ってくるから」

　有無を言わさず一方的に言い残し、朝陽は逃げるようにしてキッチンへと向かった。

　コンビニで買ったスポーツドリンクやゼリー飲料を冷蔵庫から取り出す。

　ガチャリ、とドアノブを捻る音がしたのは、ちょうど朝陽が両手いっぱいに飲食物を抱え、再び洋室に向かおうとしたところだった。

　木製の扉が開き、中から冬華が顔を出す。その足取りはまだ随分と頼りなく、ふらふらと今にも倒れそうだ。

「まだ万全じゃないだろ、無理すんなって」

「……大丈夫です」

「嘘つけ、ふらふらじゃねえか。大人しく安静にしてくれ」

「いえ、これ以上お世話になるわけには――きゃっ」

　部屋全体に短い悲鳴が響き渡り、そのすぐ後に鈍い音が続いた。それから静寂が訪れたと思いきや、突然ドクンドクンと激しい鼓動が耳に聞こえてくる。その鼓動が自分の心臓が脈打つ音だと気づいた朝陽は、同時に触れた肌から伝わる柔らかな感触と、ほんのりとした熱の正体を理解した。

「怪我はないか」

　淡々と言葉を発して平静を装うが、跳ね上がる胸の鼓動は正直だった。

　冬華の言葉を待つ間、朝陽は心を落ち着けるついでに起こった出来事を振り返る。

　冬華がバランスを崩して転びかけ、朝陽は咄とつ嗟さの判断でその華奢な身体を抱き寄せた。両手に抱えていた飲食物が床に散らばり音を立てたが、そんなことは些細な問題だ。

　しかし、勢い余って思いっきり抱き締めてしまったのは色々と不味かった。

　熱を帯びた甘い吐息や柔肌の感触が直に朝陽を刺激する。

　数時間前も廊下で同じようなことがあったが、あの時とは状況も印象も違っていた。

「……離してください」

「あ、悪い……」

　不本意とはいえデリケートなことなので一応謝ると、朝陽から数歩離れた冬華は無言でコクリと頷く。その頬は淡く赤色に染まっていて、身体はぷるぷると小刻みに震えていた。

（氷の令嬢もこんな表情するのか）

　いつもは真顔のままでいる冬華が、今はわかりやすく頬を染めて恥じらいに耐えている。

　口元をキュッと結んで俯く冬華と、思わず目が釘付けになる朝陽。

　――ぐうううううう。

　僅かに訪れた気まずい沈黙を破ったのは、大きな大きな虫が鳴いた音だった。

「……腹、減ってるのか？」

　単刀直入に聞いた朝陽に非があったのかは定かではないが、何らかのプライドを傷つけてしまったらしい。

　冬華はさらに顔を真っ赤にして、今にも泣きそうな目で朝陽を睨みつける。その姿は氷の令嬢とは似ても似つかず、随分と可愛らしいものだった。
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　頑かたくなに帰りますと主張していた冬華だったが、玄関でまたもや倒れそうになり、さらにはお腹の音がもう一度鳴ったことで最終的には朝陽の部屋に戻ることになった。

　素直にベッドで横になったあたり、自らの限界を察しているのだろう。そうでなければ、あの氷の令嬢がこちらの言葉に耳を貸すわけがない。

　傍から見てもその体調の悪さは一目瞭然で、この状態で登校していたことが信じられないほどだ。

「もう振り向いていいか？」

「……どうぞ」

　ピピピピ、と小刻みな電子音が鳴ってから数秒待ち、確認をしてから振り返る。

　冬華に貸した体温計を回収してその小さな液晶画面を見れば、三十八度四分と表示されていた。

　今から病院に駆け込むほどの緊急性はないが、かなり高い数値であることは間違いない。相当な根性と精神の持ち主でなければ、一人であれこれと動けないはずだ。

「よくこの熱で大丈夫とか言ってたな」

　ちくりと皮肉をこぼすと、冬華は何も言わずに視線を逸らした。その姿は実に弱々しく、どうにも調子が狂う。

　こうなるとこれ以上は何も言えず、文句の代わりにため息を吐くしかない。

「食欲はあるんだよな。雑炊でいいか？　十分ちょっとで作れるけど」

　朝陽は色々と言いたいことをぐっと堪えて話題を変えた。対する冬華は僅かに目を見開いて不思議そうに尋ねてくる。

「あなたが作るのですか？」

「他に誰がいるんだよ。それとも、男が作る料理は信用できないとか？」

「そういう偏見はないですけど……」

　冬華はまだ何か言いたそうな様子だが、お腹が空いているのは間違いない。

　それは、先程聞いた虫の音が証明している。

「なら大人しく横になってろ。すぐに作ってくるから」

　またしても少しばかり強い言葉と口調になってしまったが、これがデフォルトなので仕方がないと割り切る。

　幸いと言って良いのか、冬華も同じタイプなのでちょうどいい具合だろう。

　お互いに気を使わず、言いたいことを言う。その上で、双方の利益を優先すればいい。

　看病の必要がある病人と、お節介で世話焼きな男。

　一見、不釣り合いな関係だが、意外にもバランスは取れていた。

「…………よろしくお願いします」

　洋室を出る間際、後ろから小さな声が聞こえた気がした。

　空耳か、それとも聞き間違いか。

　朝陽は確認することなくキッチンへと向かった。
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「入るぞ」

　扉をノックしてから洋室に入ると、冬華はゆっくりと起き上がった。身体を動かし苦痛に耐える姿は目に見えて辛そうで、淡く紅潮した肌が体調の悪さを窺うかがわせる。

　やはり相当な無理をしていたのだろう。あの時、声をかけなければもっと悪化していたかもしれない。そう考えると、もう一度手を伸ばして良かったと思えた。

「雑炊できたけど食べられそうか？」

　アレルギーや好き嫌いはないとのことだったので、少しアレンジを加えてたまご雑炊にしてみたのだが、問いかけてみても言葉は返ってこない。

　一応食事を取る意思はあるらしく、冬華は小さく頷いてから手を伸ばしてきた。

「熱いから気を付けろよ」

　食べやすいように少し冷ましたとはいえ、白と黄色が入り乱れる小鉢からはまだ湯気が立ち上っている。

　念のため、注意してから器を渡すと、受け取った冬華はまじまじとその中身を見つめ始めた。

「どうした、変な物は入れてないぞ」

「わかっています」

「なら早く食べて身体に栄養を回せ。体力を回復させるにはそれが一番だ」

　そう俺の爺ちゃんが言ってた、と最後に言葉を付け足して話を終える。

　相変わらず反応は鈍いものの、どうやら聞き入れてくれたようで、数秒ほど固まった後に冬華は丁寧に両手を合わせた。

「……いただきます」

　か細い声と共に冬華は雑炊を小さな口元に運び入れる。

　朝陽はその様子を真顔で見つめながら、冬華が食べ終えるのをじっと待った。

　調理過程で失敗した覚えはないし、料理自体にも相当な自信がある。友人からも好評を得ているし、料理人の両親からも腕を見込まれるほどだ。

　それでも誰かに料理を振る舞う時はいつだって、それなりの緊張感を伴った。それが初めましての相手だとしたら、なおさらのこと。

「どうだ？」

　ごくん、と冬華が一口目を喉に通したところで、朝陽はすかさず感想を求めた。なるべく平静を保とうとしているが、どうしても不安が拭えず表情に出てしまう。

　おいしいと言われれば当然嬉しいし、まずいと言われればかなりショックだ。そんな二つの気持ちが胸の内で混ざり合い、複雑な心持ちでその時を待つ。

「……あれっ……どうして……」

　待っていたのは思いもよらぬ反応だった。

　困惑した声で静かに呟いた冬華の目には大粒の涙が浮かぶ。両手で何度も涙を拭うが、こぼれ落ちる雫は一向に止まる気配がない。
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「そんなにまずかったか？」

　朝陽が問いかけると、冬華は小さくかぶりを振った。

「いえ……違うんです……」

「じゃあどうして」

「……なんだか……その……」

　ほとんど声にならなかった冬華の言葉を朝陽は確かに聞いた。

「……懐かしくて」

　どういう意味かわからなかったものの、とてもじゃないが聞き返せる雰囲気ではない。

　優しく頭を撫で、頬を流れる涙を拭う……そんな芸当ができるわけもなく、朝陽は静かに洋室を出た。

　一人にさせておく、それが朝陽の考え得る最適解だった。
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　朝陽が再び洋室を訪れたのは十分と少しが経ってからだった。

　冬華の目は僅かに赤く腫れていて、頬には薄っすらと跡ができていた。

「見苦しい姿をお見せしました」

「何も見てないから気にするな」

「……そういうことにしてもらえると助かります」

　朝陽が気を使って冬華から目を逸らすと、空になっているお椀が目に入った。どうやら朝陽が離れている間に食事を済ませたらしい。

「おいしかったです。ごちそうさまでした」

　涙を枯らし、食事を済ませて心身ともに落ち着いたようで、冬華はいつもの毅然とした表情で感想を述べた。

　朝陽はおいしかったの一言に安心しつつ、食器を下げるついでに話を振る。

「そういえば、親はいつ帰る？」

　朝陽としては、冬華の身を案じての質問だった。

　今こうして冬華を看病しているのは一時的なことで、本来はあり得ないはずなのだ。

　冬華が自宅に帰り、両親が看病をしてくれる。そんな普通の家庭を朝陽は思い浮かべていた。

　しかし、この質問はあまりよくなかったらしい。

「帰ってきませんよ」

　明らかに冬華の表情が曇る。酷く冷たい声音で言葉が続いた。

「家にはいつも、私一人です」

「一人暮らしってことか？」

「……まあ、そうなりますね」

　歯切れの悪い回答の真意は掴めないが、納得のいく部分もあった。

　一等地に建つマンションで一人暮らし。氷の令嬢と呼ばれる訳ありのお嬢様にぴったりなシチュエーションだ。

「じゃあ俺と同じだな」

「……同じ？」

「俺も一人暮らしだからさ」

　お嬢様ではなくお坊ちゃんでもないが、訳あり一人暮らしという点では変わらない。

「この広さで一人暮らしですか」

「それはお前にも言えるだろ」

「……私は色々あるので」

「俺も色々あるんだよ。まあ、かなり特殊な事情だけども」

　そう前置きして、朝陽は一人暮らしをしているわけを話した。

　高校入学を機に家族三人でこのマンションに引っ越す予定だったこと。

　新居を購入した後、両親が経営する飲食店が大繁盛になったこと。

　三人の都合を考えた結果、両親は元の家に残り、朝陽の一人暮らしが決まったこと。

「というわけで、親の店が落ち着くまで一人暮らし兼部屋の清掃を任された……っても、この洋室以外は基本的に使ってないんだけどな」

　朝陽が話している間、冬華は静かに耳を傾けていた。そして朝陽が喋り終わったタイミングで、一言だけ口を開いた。

「ご両親から信頼されているのですね」

「まあそうなるのかな」

　改めて考えてみれば、高校生で親元を離れて一人暮らしをするのはそれなりのハードルが伴う。生活能力と家事スキルが備わっている朝陽はすんなりと受け入れたが、それでも時々何かしらの支障をきたすことがあった。

　例えばそれは今の冬華のように病魔におかされてしまった時。体調が悪い中、身体に鞭むちを打って動くのは辛いを超えて痛みを伴う。

　だからこそ、冬華がどういう理由で一人暮らしをしているのかが気になった。女性の一人暮らしはそれこそ様々な心配が付きまとうはずだ。

　ただ、どことなく暗い冬華の表情が朝陽の口を固く縛った。

　会話が続いているのも必要に応じたからだろう。これ以上踏み込んだ質問はきっと拒絶の対象になる。そう判断した朝陽は話を切り上げて再び洋室を後にした。
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　泣き疲れたのか、それとも満腹感によるものか。食事を終えた後、冬華は再びぐっすりと眠ってしまった。

　何度か様子を見るため洋室を訪れ、その度に規則正しい寝息を奏でる姿が目に入る。

　知らない男の部屋で無防備すぎる、というのは野暮だろう。抗えない睡魔の前では皆等しく夢の中へと誘われるのだ。その原因は睡眠不足だったり、気疲れだったり、体力の疲ひ弊へいだったり。冬華の場合は、その全てに当てはまっているように思える。

「んっ……」

　眠れる美女が目を覚ましたのは日付が変わる少し前とかなり遅い時間だった。

　夕方頃と同じく物音で起床を判断し、朝陽は洋室の扉を開ける。

　すると冬華はすでにベッドから立ち上がっていて、何やら焦しよう燥そうの色を浮かべていた。

「……あの、私の髪飾りを知りませんか？」

「ああ、そこにあるぞ。ほどけてたから置いといた」

　朝陽がサイドテーブルに置いてある髪飾りを指差す。間接照明に照らされ光る青色のリボンは冬華が常に身に着けているアクセサリーだ。

「よかった……」

　探し物を見つけた冬華は、ほっと胸をなでおろし、優しく髪飾りを抱きかかえる。

「大切なものなのか？」

「……私にとって、一番の宝物です」

　そう言って、冬華はやんわりと穏やかな表情を見せた。しかし、それも一瞬のことで普段の真顔に戻ってしまう。

　それから髪飾りを付け直した冬華は、いよいよいつもと変わらぬ様子だった。




「それじゃ、お大事に」

　まだ少し辛そうな冬華だが、朝陽は引き止めることなく玄関まで見送ることにした。

　さすがにこのまま異性を泊めるわけにはいかず、もちろん冬華も帰宅を望んだ。

「何から何までありがとうございました」

「気にすんな、たいしたことじゃない」

　深々と頭を下げた冬華に対して、朝陽は淡泊に言葉を返した。

「今日は風呂入ったら早く寝ろ。水分補給と風邪薬を飲むことは絶対忘れるな。後は……」

　どこか上から目線で説教たらしいが、全ては心配からなるアドバイス。

　それを冬華もわかっているのだろう。途切れた言葉の先を無言で待っていた。

「食事はちゃんととれよ。栄養が不足すると今日みたいなことになる」

「……分かりました」

　最後は若干皮肉めいた小言になったが、思い当たる節があるのか冬華は素直に聞き入れて頷いた。

　看病の甲斐あって三十七度台まで体温が下がった今、食べて寝て薬を飲めば問題なく完治するはずだ。

　もう一度深くお辞儀をした冬華が玄関の扉を開けると、廊下から冷たい風が吹き込む。

　その際、小さな声で呟かれた言葉を朝陽は聞き逃さなかった。

「借りは返します」

　なんだそれ、と反応する暇もなく、音を立てて扉が閉まり、冬華の姿は見えなくなった。
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　数時間ぶりに訪れた一人の空間で黙々と片付けをして、手短に入浴を済ませた朝陽が部屋の電気を消したのは深夜一時過ぎだった。

　疲労が蓄積し、強烈な眠気が襲ってくる。横になれば今すぐ眠れそうで、朝陽は洋室のベッドに潜り込み――強制的に目が覚めた。

　全身を包む微かな温もりと、鼻孔をくすぐる甘い香り。それらの正体がつい先程まで眠っていた異性のものだと気づいてしまえば意識せずにはいられない。

「勘弁してくれよ……」

　結局、朝陽はリビングのソファーの上で重い瞼を閉じた。

　訪れた静寂と暗闇の中で、今日あったことを思い返す。

　可愛らしい寝顔、素直な一面、唐突の涙。

　どれを取っても氷の令嬢と呼ばれている氷室冬華のイメージとかけ離れている。

　全ては高熱に浮かされた故のことだとはわかっているし、面白がって誰かに言いふらすつもりもない。

　熱が引けば、彼女は再び氷の令嬢として人を寄せ付けない冷たい空気を纏うだろう。その対象には当然、ただの隣人である朝陽も含まれているはずだ。

　明日からはまた、赤の他人として冬華とは会話をせず、関わりを持たないほうがいい。

　そう心に決めて、朝陽は睡魔に誘われるがまま意識を沈めた。
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　熱に倒れた冬華の看病をしてから三日が経った月曜日。

　放課後、教室に残って千昭とテスト勉強をしていたこともあり、朝陽は家に帰るのが少し遅くなった。

　外はすっかり暗くなっているが、これでも洗濯物や夕食の準備を考えて早めに切り上げた。

　お陰でまだ今日中に解きたい問題が終わっておらず、そもそもろくに集中できなかったため、いくつかの問題が野放しになっている。

　その根本的な原因は氷の令嬢――氷室冬華にあった。

（まあ、熱が下がって何よりか）

　千昭も言っていたように、冬華は何事もなかったかのように登校していた。普段通り、誰一人寄せ付けない氷の令嬢の姿も確認している。

　それはきっと、心身ともに完全復活した何よりの証拠だろう。これで一件落着、変に気を回すべきではない。

　そう自分に言い聞かせ、朝陽はベランダに干してある衣服の回収を始めた。取り込んだ洗濯物を丁寧にたたみながら、気持ちはやり残した数学の問題へ。

　親から相当額の仕送りを受けている以上、どうしても定期テストに対する努力は怠れない。

　勉強が嫌いではないので苦ではないが、最近は数学や英語の新しい範囲に苦戦していた。

（夜飯作る前に一問だけ解くか……）

　洗濯物を収納し終わった後、朝陽はキッチンには向かわずノートを広げた。そこには中途半端な方程式が刻まれ、乱雑な消しゴムの跡が白い紙を汚している。

　新しいページから始めよう、そう決めた時だった。

　ピンポン、とインターホンが短く鳴る。

「こんな時間に誰だ？」

　真っ先に千昭の顔が思い浮かんだが、いくらなんでもそれはないだろう。何度も遊びにくるとはいえ、連絡せずに突然押しかけてきたことは一度もない。他に訪ねてくる友人など限られているし、宅配便や出前を頼んだ覚えもない。

　いよいよ来訪者が誰かわからなくなり、朝陽はインターホンに備え付けられた小型カメラを見ることにした。

　万が一、見知らぬ不審者だった場合は居留守を使えばことが済む。

　そうして確認したモニターに映っていたのは、美しい黒髪を夜風に靡なびかせる少女の姿だった。

「どうした急に」

　玄関の扉を開けると、私服姿の冬華が少し落ち着かなそうに立っている。ボーダー柄のシャツにデニムパンツと、シンプルでラフな格好は見慣れた制服とは違い、朝陽は何となく目のやり場に困った。

　そもそも冬華が訪ねてくるのがあまりにも予想外のことで、驚きと戸惑いを隠せない。

　そんな朝陽が右に左に忙しく視線を泳がせていると、目の前に勢いよく白い封筒が差し出された。

「どうぞ、受け取ってください」

「……何これ」

「先日のお礼です」

　ぐいぐいと押し付けられる封筒を、朝陽は困惑しながらも受け取る。

　先日が何を指すのかはわかり切ったことだが、お礼と言われても今一つピンとこない。首を傾げながらとりあえず中身を確認すると、一枚の福沢諭吉がひょっこりと姿を現した。

「受け取れねーよ。こんなに働いた覚えはない」

「そうはいきません。あなたが使った時間と労力に対価を払わなければ不公平です。それに、冷却シートや氷枕、スポーツドリンクだって……」

　一つ一つ経費計上のように単語を挙げていく冬華に朝陽は思わずため息を漏らす。

（借りは返すってそういうことかよ……）

　ここにきて、氷の令嬢の令嬢らしい一面が顔を出したらしい。

　律義と言えば聞こえはいいが、冬華の金銭感覚は朝陽のそれとかなり異なっているように思えた。

「とにかくこれは受け取れない。俺は善意でやったんだ。対価なんてこれっぽっちも求めてない」

「でも……」

　封筒を無理やり押し返すと、冬華はわかりやすく狼狽うろたえた。

　突然の訪問も、普通に会話していることもそうだが、熱は引いているはずなのに氷の令嬢の氷部分は控えめだ。感情が読めない普段の真顔も、今では困惑と焦燥の表情が浮かんでいる。

　借りを作ることが相当嫌なのか、気にしなくていいと伝えても冬華が帰る様子はない。

　封筒を受け取る選択肢はあり得ないとして、このままでは借りを帳消しにする代案を提示しないと冬華の気が収まらないだろう。

　そう判断した朝陽は、一つの妙案を導き出した。

「確か氷室って勉強できるよな」

「まあ、それなりには……」

「俺に勉強を教えるってのはどうだ？　それで看病した件は帳消しだ」

「そんなことでいいのですか？」

「もちろん」

　それなりにはと本人は言っていたが、冬華は一学期の中間、期末と一位の成績を収めているはずだ。その冬華に勉強を教えてもらえれば、一石二鳥で今直面している問題が片付く。

「……わかりました」

　朝陽が力強く肯定の意を示せば、少し納得がいかない様子ながらも冬華はコクリと頷いた。そして、何を思ったのか一歩二歩と朝陽に近づいていく。

「それではお邪魔します」

「……は？」

　目を丸くして、間抜けな声を発した朝陽の横を通り過ぎ、冬華は迷いない足取りで玄関へ進む。

「何を呆けているのですか。あなたが勉強を教えてほしいと言ったのでしょう？」

「まあ……そうだな」

　確かにそうだが、朝陽の想定とは大分違った。

　朝陽としては日と場所を改めて勉強を教えてもらうつもりだった。それがまさか、今から自分の家で勉強会が行われるなどとは考えてもいなかった。

（氷の令嬢はどこいったんだよ……）

　思わぬ形で訪れた、氷の令嬢との二度目の交流。

　その華奢で小さな背中を朝陽は不思議な気持ちで見つめた。
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　定期テスト二連覇の実力は伊達ではなく、冬華の頭の良さは朝陽の想像を遙かに超えていた。

　朝陽が手詰まりだった問題にスラスラと解答を示し、肝心の教え方も的確かつ丁寧でわかりやすい。

「ここは二番の式を代入して、二次方程式を解けば答えが導き出せます」

「なるほど」

「次の問題も同じ解法です。途中で解の公式を使うことを忘れないでください」

　一人で延々と頭を悩ませ続けるよりもずっと効率が良く、今日までの苦悩が馬鹿らしくなるほど勉強は捗った。

　朝陽に教えを乞うていた千昭も同じような気持ちだったのだろうか。

　途中で裏技なる解法を教えてもらった際などは学校の先生よりも先生らしく、冬華の学力の高さが終始際立っていた。

「凄いな、今からでも先生として教壇に立てるぞ」

「大袈裟ですよ。冗談を言う暇があったら早く問題を解いてください」

　はいはい、と肩を竦すくめてノートに向き直れば、すぐ隣から小さなため息が聞こえてくる。その呆れ具合に朝陽は思わず苦笑するしかなかった。

（本当、調子狂うな……）

　態度や言葉は相変わらず素っ気ないが、他人を寄せ付けない冷たさは鳴りを潜めている。

　朝陽が質問すれば理解できるまで根気よく付き合ってくれるし、正解に辿り着けば時々小声で誉め言葉も口にした。

　借りを帳消しにするためとは言え、氷の令嬢を感じさせない今の冬華は良い意味で人間らしい。全体的にかなりクールなのは常として、表情や言動からもある程度の感情を読み取ることができる。

　千昭の影響もあってか、普段もこのくらいの対応なら、と柄にもないことを考えてしまうほどには今の冬華は好ましい雰囲気を纏っていた。

「ここ、計算間違っていますよ」

「本当だ。しかも足し算のミスかよ」

「しっかりしてください。これがテスト本番だったら泣くに泣けません」

　余計なことが頭によぎったせいで凡ミスをすれば、小言ついでに再びそっとため息をつかれる。

　そのちょっとしたやり取りが今までには到底考えられない光景であり、朝陽の目には奇妙に映った。
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　勉強会が始まってから一時間と少しが経った頃には、朝陽が頭を悩ませていた難問のほとんどに赤丸がついていた。教師の教え方が良く、生徒の理解も速い。加えて集中力も申し分ないとなれば当然の結果だろう。

「本当にこんなことで良いのですか？　看病の件とは釣り合わない気がするのですが……」

「何言ってんだ。看病は誰でもできるけど、勉強を教えるのは誰でもできることじゃないだろ。むしろ俺のほうが得をしているくらいだ」

　あまりにあっけなく、そしてやりがいのない仕事だったのか、冬華は相変わらず納得のいかない様子を示したが、朝陽としてはこれ以上を求めるつもりはない。

　強いて言うなら、中間テストまでの残り一週間も冬華に教えてほしいところだが、それではかなりの迷惑がかかる。何より、氷の令嬢相手に勉強の世話をしてほしいなど頼めなかった。

　朝陽が上手く話をまとめて妥協を促せば、冬華は何度か食い下がった後にようやくしぶしぶと頷いた。

「それでは残りの問題を早めに片付けてしまいましょう。この調子なら三十分以内には終わるはずです」

「そうだな。次の問題は……すまん、ちょっと待っててくれ」

　気合を入れ直し、いざラストスパートというところでタイミング悪く規則的な電子音が鳴り響く。

　きょとん、としている冬華に一言断りを入れてから朝陽は急ぎ足でキッチンに向かった。

「何の音でしたか？」

「炊飯器。米が炊けたってさ」

「そういえばキッチンで何かしていましたね」

　ピピピピ、とうるさい電子音を止め、炊飯器をあけるとすぐに白米特有の匂いと密度の濃い湯気が顔全体を覆ってくる。

　十分休憩と称した時間の中で手早く洗米をすませ、かなり短い時間しか浸水させていない割にはふっくらと美味しそうに炊けていた。

　今日はそもそも家に帰るのが遅かった上に、突然勉強会が始まったことで夕食を作る時間が全く取れなかった。

　そういった忙しい状況の中で、作り置きをした昨夜のカレーを食べる予定だったのだが。




　――ぐうううううう。




　聞き覚えのある音が広々とした部屋全体に響く。

　可愛らしい音と連動して、顔を真っ赤に染める女の子が一人。

「作り置きのカレーで良ければ食べるか？」

　一晩寝かせたカレーはコクが生まれ、旨味が増す。しかし、保存方法に気を付けなければウェルシュ菌が人体に害を及ぼす危険が――と、朝陽がそんなことを考えているうちに冬華が鋭く睨んでくる。その瞳には透明な涙が浮かび、乳白色の頬はリンゴのように紅潮していた。

「……遠慮しておきます」

　首を横に振った冬華は恥じらいからか、そのままそっぽを向いてしまう。少し間が空いたのは迷うところがあったのだろうか、その胸の内はわからない。

　しかし、お腹に潜む虫は正直なようで一度では飽き足らず、二度三度と鳴き続けた。こうなると、勉強どころではなくなってくる。

　冬華の華奢な身体は羞恥心から震えているし、お腹を満たさない限りは虫の音は静まらない。

「こんなの借りの内に入らないからな。気にせず食べていけよ」

「ですが……」

「それにさっきも言ったけど、俺としては得してるくらいの気持ちだ。カレーの一つくらい振る舞わせてくれ」

　このままでは勉強会が再開できない。

　そういった非常事態と、ふと思い浮かんだ僅かな心配の気持ちに突き動かされ、朝陽は夕食を食べることを強く勧めた。

　一度、家に帰って食事を取るという選択肢が浮かばなかったのは、冬華も同じだったらしい。

「……………」

　たっぷり時間を置いた後、やがて冬華は一度だけ小さく頷く。その顔は耳まで真っ赤に染まっていた。
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　翌日のお弁当を考慮して米を多めに炊いていたお陰で、二人分のカレーライスは問題なく完成した。一晩寝かせた甲斐があり、香ばしい匂いと色付いた具材が食欲をそそる。

「「いただきます」」

　どちらからともなく両手を合わせて二人はスプーンでカレーをすくう。そのまま口にすればマイルドな甘みが広がり、熟成された旨味とコクはカレー本来の味を存分に引き出していた。

「……おいしいです」

「そりゃどうも」

　自家製のカレーは冬華の口にも合ったようで、一口食べた後に素直な賛辞を呈してくれた。

　また泣かれないかと内心構えていたのは杞き憂ゆうに終わり、三日前と比べて円滑に食事は進む。

　とはいえ成り行きで食事を共にしているだけで、和気あいあいと世間話をするような仲ではない。必然的に食器の音だけが響く無言の時間が続き、先に食べ終えた朝陽はかなり時間を持て余した。

（残った問題に手を付けておくか）

　少し離れたソファーに移動した朝陽は低めのテーブルにノートを広げる。

　数時間前までは手がつけられない難問だったが、冬華の指導を受けた今なら問題なく一人で解けるはずだ。

　この問題はどの公式を使うべきか、と朝陽は早速頭を捻らせる。しかし、食後すぐとあってなかなか思考が纏まらない。そんな状況の中で、朝陽は思わぬ形で意識を遮られた。

「火神さんは料理が上手ですね」

　思わぬ声に耳を疑ったのは仕方がないことだろう。まさか、冬華から会話を振ってくるなど朝陽は思ってもいなかった。

　冬華は無言や沈黙に耐えられないタイプではないはずだし、そもそも話しかけるという行為自体が氷の令嬢のイメージとは程遠い。

　そして、驚いたことといえばもう一つ。

（何気に名字で呼ばれるのは初めてだな）

　今まであなたとしか言われていなかったため、少しばかりの違和感を覚える。名字呼びなど当たり前なのだが、氷の令嬢相手だと小さな特別感が否めなかった。

「雑炊とカレーで胸を張るのもなんだけど、これに関しては親の影響だな」

「……ご両親、ですか」

「父さんがシェフで、母さんがパティシエやってるんだ」

　隠していることでもないので正直に話せば、カレーを食べる手を止めた冬華が小さく感嘆の声をもらした。

「では、火神さんは将来料理の道へ？」

「それは決めてないな」

　一拍置いて、朝陽は話を続ける。

「昔は親に憧れて応援もされてたけど、今は違う道もいいかなって」

「ご両親からは何も言われませんでしたか？」

「まあ、寂しそうにはしてた」

　よほど興味がある話なのか、冬華はまっすぐ視線を投げかけてくる。その瞳には淡く憂ゆう慮りよの色が浮かんでいた。

「でも、お前の好きなようにしろって言ってもらったよ」

「……温かいご家族ですね」

「まあ、色々と感謝してる。こうして誰かに飯を振る舞える腕も身に付いたしさ」

　どちらかと言えば無口な性分である朝陽は、饒じよう舌ぜつになっている自分に驚きつつも話を続けた。

　冬華が珍しく、というよりは初めて会話を持ちかけてきたからだろうか。それとも、憂いを帯びた表情を浮かべる姿に思うところがあったのだろうか。

　相槌と言葉が返ってくる会話は当たり前のはずなのに、それが氷の令嬢相手となるとやはり特別な気持ちがした。




　カレーの話、勉強の話、ウェルシュ菌の話。

　意外なことに、冬華がスプーンを置いて両手を合わせるまで何気ない会話はぼちぼちと続いた。

「腹の虫は収まったか？」

「ごちそうさまでした」

　調子に乗って少しからかうと、クールに大人の対応をされて面白くない。それどころか、横目で冷たい視線が飛んできたのでこれ以上は控えたほうがいいだろう。

「食器は水張りしてシンクに置いといてくれ」

　わかりました、と頷いた冬華が両手に皿とコップを持ってキッチンへ向かっていく。

　これで冬華のお腹は満たされたはずなので、気兼ねなく勉強会を再開できるはずだ。

「なあ、氷室――」

　ひとまず十分ほどの食休みを提案しようとした朝陽は途中で言葉を止めた。その原因となったのは、カチャカチャと響く食器の音とジャージャーと騒がしい水の音。

「何やってんだ？」

「何って……洗い物です」

　当然でしょう、とでも言いたげな瞳で見つめられても困ってしまう。

　ゴム手袋を身に付け、スポンジを手に持つ冬華を見れば何をしようとしているかなど一目でわかる。

　聞きたかったのは、どうして洗い物しているのかということだ。

「俺が後でやっとくから置いといていいよ」

「そうはいきません。このくらいはさせてください」

「……じゃあ頼むわ」

　たった二日間の交流だが、こうなると冬華が頑として譲らないことは容易に想像できる。

　特に止める理由もないので素直に任せるのが得策と考え、朝陽はその様子を見守ることにした。

「……何やってるんですか？」

「何って……洗い物を見てるんだよ」

　当然だろ、と言うように朝陽は言葉を返す。

　冬華は訝るような視線を向けたが、それ以上は何も言わずシンクに向き直った。

　リビングに戻って勉強を続けていても良かったが、あえて冬華の洗い物を見ることにしたきっかけは少しの違和感だった。その違和感はやがて確信へと変わっていく。

「なあ、氷室。俺も一つ聞いていいか？」

「答えられる範囲のことであれば」

「お前、普段から自炊してる？」

　ガシャン、と大きめの音がして、シンクにコップが転がり回る。

　幸い大した高さではなく、コップもプラスチック製だったのでさしたる問題はなかったが、落とした当の本人には大きな問題があったようだ。

「なぜそんなことを？」

　落としたコップを拾い上げ、何事もなかったように洗い物を再開した冬華の声は微かに震え、耳元はほんのりと赤く染まっている。

「いや、少し気になって」

「黙秘権を行使します」

「ああ、そう……」

　どうやら聞いてはいけないことだったらしい。

　ゴム手袋の表裏やスポンジの使い方、他にも細かいツッコミ所はあったが口には出さずに後ろから見守る。

　しばらくすれば、料理をよくする人なら一目でわかるレベルで冬華の洗い物に素人感が溢れていた。

　完璧超人などと謳われている手前で考えづらいが、氷の令嬢はもしかすると料理ができないのではないだろうか。

「別に隠さなくていいだろ。今時、料理ができない女子なんて珍しくない」

「……できないわけじゃないです」

　冬華が男の料理に対して偏見がないと言ったのと同じく、朝陽も性別によるくだらない偏見はない。実は氷の令嬢が料理を苦手としていると言われても、だからなんだといった心境だ。

　しかし、冬華としては気にしていることだったらしく、はっきりとした返事はせずに黙り込んでしまった。

　洗い物を止める様子はなく、一人黙々と汚れを落とすのに躍起になっている。

　その様子が実に力任せで危なっかしく、ふとした瞬間に怪我をしないか気が気でない。

「やっぱ俺が――」

「私がやります。火神さんは向こうで先に勉強を」

　もはや提案することすら許されず、食い気味に主張した冬華がビシッ、とリビングを指差す。

　断固としてシンクを譲らない姿勢に、これ以上何を言っても聞いてくれる気がしなかった。

（律義すぎるのも考え物だな……）

　四苦八苦してカレーの頑固な汚れと格闘している冬華を前に、朝陽は苦笑いを浮かべた。

　一度借りを作れば人間関係は嫌でも続く。

　おそらく、冬華はそのことを危き惧ぐしているのだろう。

　そうでなければ、この状況に説明がつかない。

　他人を拒絶し、心を閉ざした氷の令嬢に再び戻るため。

　不本意な形で関わりを持ってしまった隣人との関係を断ち切るため。

　こうして異性の家にあがってまで勉強を教え、ぎこちない手付きで洗い物を行っている。

「自炊云々はどうでもいいけどさ。しっかり食事はとったほうがいいぞ。食べることを疎おろそかにすれば、いずれ身体にガタがくる」

「……なんですかそれ」

「最後のお節介だ」

　この際、どう思われたって関係ない。

　文字通り、最後のお節介。

　上から目線で、説教臭く、一方的に。それでいて、短い関わりの中で生まれた心配の気持ちから言葉をかける。

「また倒れられても困る。飯を食え、それだけだ……まあ、これも爺ちゃんの受け売りなんだけどな」

　少しカッコつけすぎたかと頬が少し熱くなったが、どうせ明日になれば途切れる縁。特に気にする必要はないだろう。

　後はいくつか残っている問題を教えてもらい、最後にまた玄関まで見送るだけ。

　少しの間が空いて、朝陽はチラリと横目でキッチンのほうを覗き見た。そこにちょうど洗い物を終えて、こちらに向かってくる冬華の姿が目に入る。

「……そうですね。肝に銘じておきます」

　誰に対しても距離を取り、必要以上の会話はせず、表情はいつも真顔のまま変わらない、氷のように冷たいお嬢様。

　そんな氷の令嬢にほんのりと淡い微笑が浮かんでいた。

（なんだよその顔……）

　初めて目にした冬華の微笑みに胸の鼓動がスピードを速め、視線は釘付けになってしまう。

「私の顔に何かついていますか？」

「いや、氷室も普通に笑えるんだなって」

　素直な感想を口にすれば、一瞬はっとした表情を浮かべた冬華がすぐにいつもの真顔に戻る。その切り替えの速さについていけない頬の色だけが、まだ仄かに赤く染まっていた。

「私だって笑うことくらいありますよ」

「へー、知らなかった。年中無休で真顔なのかと」

「私をなんだと思っているんですか……」

　心外だ、と言いたそうに深めのため息をついた冬華に、朝陽は「氷の令嬢」と答えようとしてやめた。

　不思議な縁で少しだけ関わりを持てば、普通に会話が続き、様々な表情を浮かべ、時には笑顔だって見せる。

　これと言った感情を持たず、あっさり割り切っていた冬華との関わりの終わりを今になって残念に思う。それほどまでに、脳裏に焼き付いた微笑みに特別な価値があった。
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　朝陽が冬華の看病をして、冬華が朝陽に勉強を教えて、それから二人の関係は元に戻った。

　すれ違っても挨拶を交わすことすらせず、もちろん会話をすることもない。

　学校で冬華を見かけた際は相変わらず冷たい空気を纏っていて、氷の令嬢の健在ぶりを何度も噂で耳にした。その度にお腹の音を恥じらう姿や穏やかに微笑む姿が思い出されたが、あれはきっと夢か幻だったのだろう。

　朝陽と冬華はそれぞれいつも通りの日常を過ごし、二人は赤の他人のまま一週間が経った。

「朝陽ってこんなに頭良かったっけ」

「少なくともお前よりは」

「それは自明だろ。赤点ギリギリの俺と比べるな」

　定期テストを乗り越えた後、しばしの解放感に活気づいた朝陽たちは答案返却日を迎えた。

　手元の成績表を見て、クラスメイトは様々な表情を浮かべる。その中で千昭はというと、凄惨な成績表を隠すことなく呑気に笑っていた。

「でも本当、三百人中の三十位は凄いと思うぜ。何か特別な勉強とかしたのか？」

「まあ、そんなところかな」

「俺にも教えてくれよ、その高得点の秘訣」

「……誰かに教えてもらう、とか」

「なるほど。それじゃあ、俺は朝陽に――」

「教えた上でそれだろ」

　ブーブーと文句を言ってくる千昭は放っておいて、手元の成績表に視線を落とせば過去最高の順位と点数の羅列が目に入る。

　日頃から予習復習を続けている朝陽にとって、出題範囲が固定されている定期テストはそう難しいものでもない。直前になっても一夜漬けなどはせず、いつも通りの勉強と十分な睡眠をとって挑み、それなりの成績を取る。

　ただ、今回はそれなりどころの話ではない。前回から大幅に成績を上げ、学年の上位一割に食い込むことになったのだ。

　その理由は間違いなく、冬華との勉強会にあった。具体的には苦手な数学を学年一位の才女に教えてもらい、ちょうど教えてもらった範囲が試験に出るという幸運によるもの。

　しかし、高得点の秘訣をそのまま千昭に教えるわけにはいかず、朝陽は適当に言葉を濁して話題を変えた。

「そもそも千昭は彼女に構ってばっかで勉強してないだろ」

「だって彼女可愛いんだもん」

「理由になってねえよ」

　受験を経て入学している以上、朝陽と千昭の頭の出来にそれほど差があるわけではない。それでも両者が対照的な成績を取るのは単に勉学に対する優先度の違いだ。

　千昭は頭の回転が速く、機転が利く上に要領も良い。勉強に力を入れれば朝陽と同じか、それ以上の順位を叩き出せる可能性だってある。

　しかし、千昭にとっての最優先は彼女と過ごす時間であって、勉強は後回しになっていた。結果として、成績的にも関係的にもバカップルの出来上がりというわけである。

「朝陽も彼女作ればわかるって。きっと補習コースまっしぐらだぜ？」

「その場合、親に怒られて俺は一人暮らしができなくなるかもな」

「つまりは気軽にお泊りが？」

「できなくなるな」

「よし、朝陽。お前は彼女を作るな」

　華麗なまでの手のひら返しに苦笑が混じるが、誰かに言われなくとも朝陽は今のところ彼女を作る気はなかった。

　そもそも恋愛感情を抱く相手がいないし、千昭のように誰かとイチャイチャしたいという欲求もない。

　学生の本文は勉強とまでは言わないが、学業より優先しようと思えるものがないのが現状だ。

「でも実際もったいないよな。氷の令嬢と同じっていうかさ」

「はあ？　なんでそこで氷室がでてくるんだよ」

「いや、どっちも愛想が足りないなと思って。朝陽の場合は身なりを整える必要もあるけど」

「うるせえ、余計なお世話だ」

「ほら、そういうとこ！　もっとニッコリ笑顔で対応しなきゃ。長ったらしい髪もばっさり切ってセットしたほうがいい。せっかくカッコいい顔してるのに宝の持ち腐れだぜ」

　千昭もことわざを使えるのか、とズレた感想が浮かぶも声にすると拗ねてしまいそうなので黙っておく。

　突然例に上がった冬華と同じは大袈裟にしても、愛想がないことは朝陽も自覚はしていた。長々とした会話を好むタイプではないし、何かとぶっきらぼうな態度になるので不機嫌に思われてしまうこともある。

　と、そこまでは改善案として理解はできるが、カッコいい顔というのはよくわからなかった。自分では全くそう思わないし、千昭以外から容姿を褒められた例もない。

　何はともあれ、異性に好かれたいがために元々の性格を変えようとしたり、時間とお金をかけてまで自分磨きをしようとは、朝陽にとって考えられないことだった。

「やめだやめだ。この話はこれで終わり」

「なんだよ、つれねえなー。朝陽イケメン化計画はこれからだってのに」

「勝手に恐ろしい計画を立てるんじゃねえ。俺はこのままで十分だ」

「そうは言ってもな。この計画の成就を待ち望んでいる人は沢山いるんだぜ」

「嘘言え、そんな物好きはお前しかいねえよ」

「いやいや、少なくとももう一人はいるって……ほら、ちょうどいいところに」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべた千昭に嫌な予感を覚えつつ、視線を同じ方向に向ける。その先に、天敵とも呼べる人物が立っていたのだから笑えない。

「ちーくん、朝陽！　期末テストどうだった？　私は最悪だったよ！」

「良いところに来たなヒナ。テストなんかよりも朝陽イケメン化計画について話そうぜ」

「何それ、ちょー面白そう！　えっ、もしかして朝陽にもついに好きな女の子が!?」

「ひとまず落ち着けお前ら……」

　廊下から眩しい笑顔で駆け寄ってくる元気いっぱいの女子生徒――相あい葉ば日ひ菜な美みの登場に朝陽は思わず頭を抱えた。

　茶髪のボブカットに、小動物のような愛嬌のある顔立ち。底抜けに明るい性格で、天真爛漫という言葉が良く似合う賑やかな少女だ。

　自分と対照的な性格をしている日菜美に、朝陽はよく振り回されて心身ともに疲労する。もし日菜美が千昭の彼女でなければ、間違いなく関わらなかったであろう人種だ。

　そんなこんなで日菜美は朝陽にとって天敵であり、同時に仲のいい友人となっている。

「テストが終わったことだし、二人ともこの後時間あるよな。ファミレスで楽しくお喋りしようぜ」

「断る選択肢は？」

「もちろんないよ！」

「じゃあ聞くなよ……」

　学校内でも有名なバカップルが揃ってしまえば、お一人様の朝陽に抵抗の術はない。

　問答無用でファミレスに行く流れになり、朝陽は大きなため息を隠すことなく吐き出した。
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　数時間ほどファミレスで過ごした朝陽はくたくたになりながら帰路に就いた。

　大半は千昭と日菜美のイチャイチャを見せつけられ、残りのほとんどは興味のない恋愛話に巻き込まれたため、テスト後の疲れは癒されるどころか増すばかりである。

　そんな賑やかで騒がしい時間を朝陽は決して嫌なものだとは思わなかった。

　二人は数少ない気心知れた友人であり、なんだかんだ言っても一緒にいるのは居心地がいい。勝手に進められたイケメン化計画とやらも、多少強引とはいえ女気ゼロの友人を思っての行動だと理解ができる。

（まあ、計画とやらには絶対賛成しないけど）

　それとこれとは話が別だと、朝陽は脳内でブーブーと文句を言うバカップルを払いのける。

　そうして帰り道を歩く途中、ふと冷蔵庫の中身が寂しくなってきたのを思い出した。ちょうどセールの時間と重なったこともあり、朝陽は近所のスーパーに吸い込まれるように入店する。

　店内はすでに大勢の買い物客が集まっていて、当然ながら主婦の姿が多い。その中で見覚えのある姿を見つけ、朝陽の足はピタリと止まった。

（何してんだあいつ）

　腰までかかる黒髪、雪のように白い肌、華奢な身体に女性らしさを備えたシルエット。

　見間違いようもなく、買い物かご片手に店内を歩いているのは氷の令嬢その人だった。

　それ自体は何の問題もないし、気にかけることもない。誰だってスーパーで買い物くらいするだろう。

　朝陽がわざわざ足を止めたのは、彼女が酒類コーナーの前でウロウロしていたからだ。

「何を探してるんだ？」

　気づけば、その小さな背中に言葉を投げかけていた。

　朝陽としては素通りする予定だったので、無視されてもそれはそれでかまわない。ただ、冬華が明らかに困っている様子なので、一応助け船を出しただけだ。

「なぜあなたがここに？」

「質問を質問で返すのかよ」

　期待した返事ではないものの、会話をする意思はどうやらあるようだ。

　自分で話しかけておいてなんだが、九割くらいは無視を覚悟していた朝陽は反応が返ってきたことに驚きを覚えた。

「お前と同じだ、買い物に決まってるだろ」

「……それもそうですね」

　同じマンションに住む以上、最寄りのスーパーで顔を合わせることくらいは不思議なことではない。冬華もそう納得したのだろう。朝陽の返答に、一度だけ頷いた。

（そういや、前もこのスーパーで氷室を見たな……）

　思えば氷の令嬢が自炊をしないのではないかという疑念は、その時から薄々と感じていた。

　今以上に関わりがなく、遠目から眺めるだけだったが、買い物かごいっぱいに積み上げられたレトルト食品やお惣菜の類は記憶に残っている。

　しかし、今日は毛色が違った。

　冬華が手に持っている買い物かごに目を向ければ赤に緑に黄色とカラフルな彩りに溢れ、野菜や豚肉なども確認することができる。

「自炊するようになったんだな」

「今まで自炊をしていなかったかのような発言はやめてください」

「悪い悪い。そういえばできないわけじゃないとか言ってたな」

　料理ができないと思われることが嫌らしく、少しでも発言を間違えればジロリ、と冬華に鋭い目つきで睨まれる。すぐに謝罪を入れて何とかその場を切り抜けたものの、一瞬だけ容赦ない冷気を感じたので洒落にならない。

　裏を返せば、今の冬華に氷の令嬢の面影はそこまで感じなかった。

　言葉は素っ気ないし、表情は相変わらずの真顔。それでも、学校で見せる冷たい雰囲気は控えめになっている。

「で、結局何を探してるんだ。未成年は酒を買えないぞ」

　冬華に会話を切り上げようとする様子がないと見て、朝陽はここぞとばかりに話を戻した。

　学年一の学力を誇る冬華が日本の法律を知らないとは考えにくい。学校では品行方正と名が通っている裏で、実は隠れてお酒を嗜む不良少女という線もあり得ないと信じたいところだ。

　そうして考えていけば、冬華がアルコール以外の何かを探していることくらいは見当がつく。

「……料理酒が見当たらなくて。売り切れてしまったのかもしれません」

　少し躊躇う素振りを見せた後、冬華は今度こそ質問に対する答えを発した。

　正直に話してくれたのは、それだけ困っていたからだろう。

　無視でもギャグでも冗談でもなく、至って真面目な回答だった。

　だからこそ、朝陽は思わず天を仰いだ。

（やっぱりこいつ、普段は自炊してないだろ……）

　場所によっては料理用清酒が酒類コーナーに置かれている場合があるが、ここのスーパーは調味料コーナーに置かれている。

　もし、日常的に自炊をしているのであれば知っているであろう情報だ。

「料理酒なら調味料コーナーだな」

　色々と考えた結果、朝陽は野暮なツッコミは控えて親切心だけを前面に出すことにした。

　小言ついでに皮肉を挟めば、冬華がどんな反応をするかは目に見えている。

「……助かります」

　小さな声でお礼の言葉を呟いた冬華は足早に調味料コーナーへと歩を進めた。

　すれ違う際に頬が少し赤らんでいたのは自分の壮絶な勘違いに気づいた故だろうか。

　何にせよ、朝陽としてはこれ以上冬華に構う理由がないのでさっさと買い物を始めた。

　今日の夜ご飯に使う予定の材料を中心に、日常的に飲む牛乳や残り少ない調味料のストックに手を伸ばす。お一人様一本限りと銘打たれた特価品や消費期限が近いために割引されたお惣菜を買うことも忘れない。

　慣れた手付きで必要なものを買い物かごに入れ、二十分そこらでレジに並ぶ。そこに目を僅かに見開いた冬華の姿があった。

「ここが一番空いてたからだ」

「まだ何も言ってません」

　まだ、ということは、これから何かしらを言うつもりだったのだろうか。

　先んじて断りを入れれば、冬華は不服そうに眼を細めた。

　両手で持っている買い物かごの中身は先程よりもバリエーションに富んでいて、その中にはきちんと料理酒の姿もあった。

「カレーを作るのか」

「……よくわかりましたね」

「かごを見れば大体わかる」

「なるほど……」

　短く感嘆の声を漏らした冬華だが、一番上にちょこんと乗せられているルーを見れば誰でもカレーだと判断できるだろう。

　カレー風味を出す目的で別の料理に使うことも考えられるが、他にもにんじんやじゃがいも、玉ねぎなどを見ればほぼ確定だ。

　そもそもの話、冬華に高度な料理が作れるとは思えないというのも判断材料になったのだが、口が裂けても本人に言えるはずがない。

「次の方どうぞー」

　レジ打ちの声をきっかけに、二人の会話は強制的に打ち切られた。

「ほら、氷室の番だぞ」

「言われなくてもわかっています」

　どうやら最後の最後で機嫌を損ねてしまったらしい。

　ジロリ、と目を細めた冬華は不機嫌そうにレジに向かった。

（まあ、こうやって普通に会話してるほうが異常だな）

　氷の令嬢と世間話など、誰に話しても真に受けてくれないだろう。朝陽としても、誰かに言うつもりはない。

　ただ偶然同じ場所に居合わせて、ただ何となく話が続いただけ。

　会計を済ませる冬華を後ろから眺めつつ、朝陽は自分の番を静かに待った。
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「持とうか、それ」

　スーパーからの帰り道の途中、朝陽は再び冬華に声をかけた。

　もちろん肩を並べて一緒に歩いているわけもなく、後ろを振り返れば数メートル先にようやく姿が見える。その両手には大きなビニール袋が二つ、地面スレスレのところで揺れていた。

「……遠慮します」

　僅かな間が空いた後、返ってきたのは予想通りの言葉だった。

　大丈夫です、遠慮します、構わないでください。こういった言葉は氷の令嬢の口癖、というよりは常套句なのだろう。他人を拒絶し、心を閉ざす彼女の処世術とでも言えばいいのか。

　丁寧な言葉の裏には冷たいメッセージが込められている。

「そうは言っても、絶対に無理してるだろ」

「私は大丈夫ですから、気にせず先に行ってください」

　今度は大丈夫の一言。

　しかし、後方に見える冬華の姿は全く大丈夫なようには見えなかった。

　両手に持ったビニール袋の中身は相当な重さがある。複数の食材とボトル販売の調味料を一気に買ったようで、少なく見積もっても五キロは軽く超えるだろう。

　朝陽のような男手ならともかく、冬華のような華奢な女の子には一苦労のはずだ。

「すぐ近くだし、半分くらいは持つ。貸し借りの話なら一切考えなくていい」

　少し早口になりつつも言葉を続け、冬華に近寄って手を差し出す。

　決してカッコつけようとしていたり、下心を持っているわけではなく、嘘偽りのない善意による行為。ただ、赤の他人としては出すぎた行動だった。

　そう理解した上で声をかけたのは、朝陽自身もよくわかっていなかった。

「前に構わないでくださいと言いましたよね」

　酷く冷淡な声がした。

　言葉に一切の熱がない。

　あるのは凍てつくような冷たい氷のみ。

　初めて会話をした時と同じように、無表情かつ無感情で朝陽は容赦なく突き放された。

　元々はこれが当たり前だったはずだ。

　こちらが歩み寄れば、後ろに下がり、途中に固く厚い壁を築く。

「看病の件は終わったはずです。……これ以上、私に構わないでください」

「……わかった」

　相手が望まないお節介は、ありがた迷惑というものだ。起こした行動の裏にどんなに素晴らしい思想があったとしても、全ては受け取り手の印象に委ねられる。朝陽にとっては善意でも、冬華にとっては悪意に近しいかもしれない。

　ただ一瞬、朝陽が手を差し伸べた先の冬華の表情は、明らかに何かを迷っていた。それでも最後に向けられたのは拒絶の言葉だ。

「気を付けて帰れよ」

　それだけ言ってから、朝陽は冬華に背を向けた。それっきり後ろを振り返らず、ひたすらまっすぐ帰り道を歩く。

　辺りはすっかり暗くなり、冷たい風が激しく吹き荒れていた。
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　近所のスーパーで冬華と出会った翌日、朝陽は下校途中に再び同じ場所で冬華を見つけた。

　今日は店内ではなく店外だったが、何かを探している様子は昨日と似ている。しかし、その姿はより切羽詰まったものに思えた。

　そして、朝陽は冬華の探し物に心当たりがあった。

　放課後の教室で、千昭と日菜美から聞いた話だ。冬華の長く美しい黒髪に映える髪飾りが今日は見当たらなかったらしい。一つのトレードマークとして印象的なそれは冬華が常に身に着けていたもので、忘れた失くした気分転換などなど様々な憶測が教室で飛び交っていた。

　実際に少し先に見える冬華の髪に青色のリボンは結ばれていない。

　学校では珍しい程度に捉えられていたが、朝陽はその髪飾りが冬華にとって一番の宝物だと聞いていた。

　一緒に探す。

　そんな選択肢が浮かび上がり、しばらくして消える。

（構うなって言われたしな……）

　冷たく刺さる拒絶の言葉を思い出し、朝陽は無言で冬華の横を通り過ぎようとした。そうして二人がすれ違う際、ようやく冬華が朝陽の存在に気づく。

「あっ……」

　短く漏らした嘆息が風に吹かれて消える。冬華は何かを言いかけたが、言葉が続くことなく口を閉ざして目を逸らしてしまった。

　その一瞬の間に重なった視線が朝陽の足をぴたりと止める。

「探すの手伝おうか？　髪飾り、失くしたんだろ」

　朝陽の問いかけに返事はなかった。

　はっ、と顔を上げた後、冬華はすぐに俯いてしまう。

　おそらく、冬華の中で二つの感情が複雑に入り混じっているのだろう。失くしてしまった宝物を一刻も早く見つけ出したい気持ちと、誰にも頼りたくない、関わりたくないという気持ち。

　その胸中を指し示すかのように、黙り込んだ冬華の左手は長い黒髪を撫でていた。その場所は本来、綺麗な髪飾りがあったはずだ。

「……はあ」

　長い沈黙の中、朝陽は思わずため息を漏らす。

　それは素直に頼ることができない冬華に対してというよりは、今から回りくどいお節介を焼こうとしている自分に対してのため息だった。

「髪飾り、どこで失くしたんだ。それだけ答えてくれ」

「えっ……？」

　突然の質問に戸惑う冬華をよそに、朝陽は淡々と答えを求める。

「この辺なら帰り道で偶々見つかるかもしれないだろ。一応聞いておこうと思っただけだ」

「……昨日の夜、スーパーからの帰り道です」

「ああ、あの後か」

　冬華の返答に、朝陽はなるほどなと相槌を打つ。

　昨日、スーパーで買い物をした後、冬華は重い荷物で両手が塞がっていた。その重荷を運ぶのに意識を取られている状況で髪飾りを落としたのだろう。それだけならまだ何とかなったかもしれないが、不運なことに昨夜は天気予報で取り上げられるほど強い風が吹いていた。髪飾りの紛失にいつ気づいたのかは定かではないが、軽い素材で作られたリボンが風に乗ってどこかへ運ばれてしまったというのは容易に想像がつく。

「見つかるといいな」

　このまましつこく手を差し伸べたとしても、冬華が頼ってくれる可能性は低い。

　俯き黙ったままの冬華を残して、朝陽は昨日と同じように背を向けた。それからしばらく歩いた後、今日は肩越しに振り返ってみる。

　視線の先には変わらず、大切な髪飾りを探す冬華の姿があった。不安と焦燥が入り混じった表情は今にも泣き出しそうで、辺り一帯を手当たり次第に探す姿は必死そのものだ。

　正直、見つかるかどうかは運次第だろう。風で遠くに飛ばされてしまえば見つけようがないし、海や川などどうしようもない場所に落ちていれば回収は不可能に近い。例え誰かが拾ったとしても、わざわざ髪飾りを交番などに届ける人は少ない。もしかすると、ゴミと認識されて今頃は捨てられているかもしれない。

　それでも一いち縷るの望みをかけて探す価値はある。

　今はもう遠くに見える冬華の姿が、朝陽のお節介心を掻き立てた。
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　翌日の放課後、朝陽は近所の交番に出向いていた。

「ないか……」

　対応してくれた中年の警官に髪飾りの特徴を伝え、落とし物の保管場所を探してもらったが、残念ながら届いていないと言われてしまった。

「そういえば昨日、君と同じくらいの女の子も髪飾りを探していたよ」

　お礼を言って交番を後にしようとした際、別の警官が思い出したように口を開く。

　年が近く、髪飾りを探している女の子など朝陽は一人しか思い当たらなかった。

　どうやら冬華も交番に届いている可能性をまずは考えたらしい。昨日、スーパーの前で見かけたのはその後のことだと想像がつく。頼みの綱が切れ、自力で探すしかなかったというわけだ。

　そして、交番からの帰り道、今日も冬華は大切な宝物を探していた。

　昨日と違うのは、スーパーとマンションの中間地点で見かけたということ。そうやって、ひたすら地道に距離を縮めて見つけ出そうとしているのだろう。

　あまりに非効率で成功の可能性は低いが、冬華は縋るように歩道の草むらを覗き込む。その瞳には涙が浮かび、時々立ち止まっては唇を噛みしめていた。

（そんなに大切な物を失くしても、誰かを頼ろうとはしないんだよな……）

　頑なに誰とも関わろうとせず、冷たい態度で距離を取り、氷の令嬢は一人ぼっちを選ぼうとする。その反面、氷の内側に潜む弱々しい一面を朝陽は図らずしも見てしまっている。

　頼られずとも力になりたい。

　そう思ってしまうのはきっと悪いことではないはずだ。
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　中間試験が終わり、テスト勉強から解放された生徒たちは普段よりも幾分か活発になる。

　休み時間になれば雑談で騒がしくなり、廊下を走る音が聞こえ、校庭ではスポーツに興じる生徒もちらほらと見られた。

　朝陽はというと、窓際の席で太陽の光を浴びながら大きなあくびを一つ。自然と浮かんだ涙を人差し指で拭った。

「……眠い」

「寝不足か？　ゲームのやりすぎはよくないぞ」

「お前と一緒にするな……」

　昼休み、朝陽は千昭と一緒に教室でお弁当を食べていた。そこにドタドタと騒がしい足音が近づいてくる。

「ヒナちゃん登場ーっ！」

「よっ、待ってました！」

　元気よく現れた日菜美を千昭が調子よく笑顔で迎える。一方、朝陽はまたしてもあくびをしながら、心底眠そうに口を開いた。

「……よう」

「あれ、反応薄くない!?　朝陽が用あるって言うから来たのに！」

　ぶーっ、と頬を膨らませた日菜美が空いている席を借りて座る。

　日菜美の言う通り、今日は朝陽が二人を誘った形だった。

　同じクラスの千昭とは普段から昼食を共にしているが、別クラスの日菜美は女友達と一緒に過ごすことが多い。時々はこうして三人で集まるが、朝陽から誘うことは少なく、その珍しい行動に日菜美はもちろん、千昭も意外そうに驚いていた。

「反応薄いって言われてもな……なんて返せばよかったんだ」

「あさっぴ登場、みたいな？」

「絶対やだ。てか俺は最初からここにいたから」

　素っ気ない朝陽に日菜美は再び頬を膨らませる。そこに口を挟んだのがさっきまでパンを口いっぱいに頬張っていた千昭だ。

「まあまあ、朝陽はいつもこんな感じでしょ」
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　千昭がなだめると、日菜美はそれもそうかと勝手に納得する。朝陽も否定の余地がないので静かに頷いておいた。

　そんなこんなで他愛もない話をいくつかした後、朝陽はようやく本題を切り出す。

「今から一つ質問をするから適当に考えて答えてくれ」

　内容が見えず、首を傾げる千昭と日菜美。それに構わず、朝陽は言葉を続けた。

「ある日、落とし物を見つけたとする。それを拾ったとして二人はどうする？」

「なになにどしたの、不思議な質問だね」

　質問の真意が見えず、首をますます横に傾ける日菜美に対し、千昭は何か思いついたかのように手を叩いてニヤリと笑った。

「わかった。これ、心理テストだろ」

「なるほど！　流石ちーくん、鋭いね！」

「朝陽が俺らの深層心理を丸裸にしようとしているわけだ」

「きゃーっ、朝陽のえっち！」

「いや、普通に聞いただけだぞ」

　何やら変に盛り上がっているので真実を伝えると、二人は大袈裟に肩を落とす。

「なーんだ、ワクワクしてたのに……」

「朝陽にしては珍しいと思ってたら……」

「これは俺が悪いのか？」

　うんうんと頷く二人を軽く無視して、朝陽は遠慮なく話も戻す。

「今説明した状況、二人ならどうするよ」

「そう言われてもなー、落とし物が何かによらね？」

「そうそう。お金なら交番に届けるし、軍手とかなら素通りしちゃう」

「時々服とか落ちてるよな」

「わかるー！　あれ、落とした人どうしてるんだろうね」

「そのまま裸で家に帰るんじゃね？」

「うっそ、変態さんじゃん！」

　楽しそうな笑い声と共に、千昭と日菜美の間でどんどんと話が飛躍していく。その間、朝陽は二人の要望通り、質問の状況設定を細かくしようと考えた。ただ、あまりに核心をついた単語を出してしまうと千昭あたりに気づかれてしまう恐れがある。

「……落とし主にとって大切な物、かな」

「今度は人によらね？」

「宝石とかそんな感じ？」

「まあ、ズレてはない」

　朝陽の質問の意図は、冬華が失くしてしまった髪飾りを探す手がかりを見つけること。誰かが拾った前提だが、選択肢が見えればその分探しやすくなる。

「大切な物なら……やっぱり交番？」

「そうだな。その場に目立つように置きなおすってのもある」

「落とし主が戻ってくるかもしれないもんね」

「実際、その二択くらいじゃないか？　スルーも入れれば三択だな」

　さっきまでふざけ倒していた二人の回答は真面目でもっともなものだった。

　しかし、すでに交番には出向いており、その場に残すという線も捜索の助けにはならない。

　やはり、がむしゃらに探すしかないのか。

　そう朝陽が覚悟を決めた時、日菜美が「あっ」と突然声を上げた。

「どうしたヒナ、何かあったか？」

「いやー、ちょっとねえ……恥ずかしい話なんだけどさ」

　照れくさそうに頭を掻いて、日菜美はその恥ずかしい話とやらを始める。

「小さい頃ってなんでもかんでも拾わなかった？」

「あー、拾った拾った。ＢＢ弾とか白い線が引ける石とかな。木の棒を伝説の剣として持ち帰った時もあった」

「やっぱりあるあるだよね！」

　同意を得られて安心したのか、日菜美の表情がパッと明るくなる。

「公園にビーズとか落ちてることあってさ。小さい頃はよく拾ってたなーって」

　懐かしいなあ、と千昭と日菜美が昔話に花を咲かせる中、朝陽は静かに思考を巡らせた。

　思い出したのは小学生低学年の頃、子供らしく公園で遊んでいた時の何気ない記憶だ。十年も前の話なので詳細には覚えていないが、同じ学校の女の子が宝石を模した綺麗なアクセサリーを自慢げに披露していた。その子は公園のベンチで拾ったといい、気に入ったので持ち帰ったのだと言う。

（確かあの後、親に怒られたんだっけか）

　今になっては落とし物を勝手に自分の物にするのはいけないとわかるが、幼少期は曖あい昧まいな善悪の判断が難しい。

　綺麗な落とし物を拾えばそれを宝物として持ち帰る。

　そんな無邪気な子供らしさを、朝陽は一つの可能性として胸に秘めた。
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　冬華が髪飾りを失くしてから早くも四日が経っていた。

　その間、学校からの帰り道で毎日冬華を見かけたが、朝陽は必ず素通りをして、時にはわざと遠回りを選んだ。

「よう」

　今日もまた、六時間授業が終わってしばらく経った夕暮れ時に朝陽は冬華と顔を合わせた。しかし、ここ数日とは違ってその小さな背中に声をかける。

「……何か用ですか」

　振り向いた冬華が目を細めて訝るような仕草をする。ただ、その低く冷たい声音に覇気はない。

　熱に浮かされていた時のように、心身ともに疲れ切っているのだろう。その原因が何か、風になびく冬華の黒髪を見れば明らかだ。

「まだ見つかってないんだな」

　淡々と事実を述べた朝陽の言葉に冬華はきゅっと唇を結ぶ。

　可能性が低いことは最初から冬華もわかっていたはずだ。それでも僅かな望みに期待して、もしかするとその期待にほんの少しだけ救われていたのかもしれない。

　だからこそ、見つからなかったという事実は微かな光を一瞬で絶望の闇へと変える。

「……っ」

　深く俯いた冬華の目にはうっすらと透明な膜が張っていた。潤んだ瞳から透明な雫が流れ、色白い頬を伝ってこぼれ落ちる。

　その冷え切った一粒の涙は、朝陽の手の上で静かに跳ねた。

「ほら」

　差し出された朝陽の右手を冬華はまじまじと見つめる。その視線の先には青色のリボンがキラキラと輝いて映っていた。

「どうしてこれを……」

　信じられない、そんな顔を冬華はしていた。

　それもそのはず、ここ数日探し回って見つからなかった代物が目の前にあるのだ。呆けたまま固まって、魚のように口をパクパクとさせても仕方がないだろう。

「近所の子供が持ってたんだよ。道端で拾って気に入ったから自分の物にしたらしい」

　日菜美の話を参考に、朝陽は自宅付近の公園に足を運んだ。一昨日は収穫がなかったが、昨日になって見事に目的の物を見つけたのだ。

　その女の子はビーズや缶バッチが沢山ついた可愛らしいポーチに青色のリボンを飾っていて、それは記憶の中の冬華の髪飾りととてもよく似ていた。もしかしたらと朝陽が声をかけ、一から経緯を説明すれば、やはり髪飾りは拾い物だという。

「女の子、ごめんなさいって言ってたぞ」

　未だに現実を受け止めきれない様子の冬華に、朝陽は無理やり髪飾りを握らせる。

「……本当に、お母さんのだ」

　髪飾りを受け取った冬華は、小さな声で確認するように呟いた。それからようやく戻ってきた宝物を大事そうに抱き留めて、心の底から安堵したような表情を浮かべる。

「…………よかった、本当によかった……」

　張りつめていた思いが一気に弛緩したのか、冬華の頬に再び涙が流れた。その涙を拭った冬華はあるべき場所に髪飾りをつけ、ゆっくりと朝陽に向き直る。

「本当に、ありがとうございました」

　お礼を述べ、丁寧にお辞儀をする冬華に朝陽はなるべく優しく声をかける。

「大切な物なんだろ。もう失くすなよ」

　それだけ言って、朝陽は家に帰ろうとした。

　しかし、背を向けたタイミングで冬華が口を開く。

「……どうしてあなたはここまでしてくれるのですか」

「別に、俺は言うほど何もしてない。帰り道に偶々見つけただけだ」

「嘘」

　冬華がはっきりとした言葉で否定する。ただそこに攻撃的な意味合いは含まれていない。

「ここ数日、私は夜遅くまで髪飾りを探していました。……あなたも一緒に探してくれたのでしょう？」

「なんだ、バレてたのか」

「バレバレです。真っ暗な夜道に決まってあなたがいましたから」

　なるべく見つからないよう離れた場所で捜索していたのだが、暗闇に紛れた冬華を認識できていなかったらしい。

「まあ、特に深い理由はないけど……」

　見返りを求めるわけでも、恩を売りたいわけでもない。

　善人ぶりたいわけでもないし、カッコつけたいわけでもない。

　ただ純粋に、思うところは一つだけだった。

「強いて言うなら、困っている人がいたら手を差し伸べろって教えられたから」

　そう伝えながら、朝陽の脳裏に厳格な祖父の姿が浮かぶ。

「それもお爺様の受け売りですか？」

「ご名答。よくわかったな」

「前も同じようなこと言っていたので」

　そう言って、冬華は僅かに口角を上げた。

「……最後じゃなかったですね」

「何のことだ」

「お節介ですよ、お節介」

　そういえばそんなことも言ったな、と一週間と少し前のことを回想する。

　我ながら矛盾が多いと再認識すれば、朝陽は苦笑をこぼすしかなかった。

「本当に、あなたはお節介すぎます」

「そう育てられたからな。自覚はしてる」

　自虐気味に朝陽が呟くと、冬華はふいに下を向いた。

　それから少しの沈黙が訪れ、悠々と流れる風に髪飾りが揺れる。

　その頬が薄っすらと赤いのはきっと、オレンジ色の夕焼け空に照らされているからだ。

「……でも、とても素敵なことだと思います」

　ポツリ、と呟かれた誉め言葉は朝陽の耳に届く前に消える。

「今なんか言ったか？」

「いいえ、なんにも」

　小さく首を振った冬華はいつもと変わらず口元を真一文字に結んでいた。

　それでも、どことなく表情が柔らかいような。

　そう思ってしまうのは気のせいだろうか。

　朝陽が先に進み、冬華が後に続く。

　いつもと同じ帰り道はなぜだか随分と違って見えた。
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　朝陽の通う学校は二学期に大きな行事が集中している。

　その一つが夏休み明けの文化祭であり、二日にわたって開催される催しはクラスごとの出し物によって作り上げられ、一般参加の来校者も交えた一大イベントになっていた。しかし、一年生の出し物は展示系と決められており、上級生が展開する縁日や飲食店の前に、いまいちノリきれないのが例年のことらしい。

　そしてもう一つは、中間テスト後に待っている球技大会だ。

　男子はサッカーとソフトボール。女子はバスケとバレーで他クラスと競い合い、優勝するとちょっとしたご褒美が用意されているとか。さらには種目別のＭＶＰに贈られる特別な賞品にとある伝説が存在しているなど、生徒間で盛り上がりに欠けることはない。

　男子としては異性への格好のアピールチャンスでもあり、運動部を中心に学校全体が異常な熱気に包まれる。

　朝陽のクラスもその例に漏れず、練習から相当な気合が入っていた。もしかすると、文化祭の鬱うつ憤ぷんを晴らす意味もあるのかもしれない。

「それにしても、練習から顔面ブロックとか気合入りすぎじゃね？」

「……うるぜえ」

「おい、無理に喋ろうとすな。口に血が入るだろ」

　お前が喋らせたんだろ、と文句を言いたくなるのを抑えて朝陽は大人しく口を噤つぐんだ。隣を歩く千昭のお喋りは止まらず、付き添いの人選を間違えたと今更ながら後悔する。

　その間にも、鼻から流れる血は止まる気配がない。親指と人差し指で何とか塞き止め、保健室へと急ぎ足で向かう。

「いやー、あのシュートの威力はえぐかったな」

　千昭が引き攣った苦笑いを浮かべるが、当事者である朝陽としては笑顔の欠片すら浮かばない。

　球技大会を一週間後に控え、体育の授業は各自参加予定の競技を練習することになった。他クラスとの合同授業とあって、前哨戦として練習試合を行う流れに。

　朝陽はサッカーのディフェンスとして素人ながらに奮闘していたのだが、前半のロスタイムに強烈なシュートが顔面にクリーンヒット。その相手がサッカー部だったこともあり、鼻から派手に出血した朝陽は問答無用で保健室送りとなったのだった。

「この辺でいい。お前はもうすぐ出番だろ」

「そろそろ後半か。絶対に生きて戻ってこいよ、俺は待ってるからな」

　別れ際に壮絶なフラグを立てていった千昭だが、たかが鼻血で人生の幕を閉じるとなると死んでも死にきれない。

　貧血によるものか、若干ふらふらする足に力を入れ、鼻を押える手を真っ赤に染めながらも何とか保健室に辿り着く。

「失礼しま……す？」

　ガラガラガラ、とスライド式の扉を開けた先の光景に朝陽は目を丸くした。

　保健室の先生は白衣を着た白髪のおばあさんのはずが、視界に飛び込んできたのは長い黒髪に青色のリボンが印象的な体操着姿の少女だ。

「なんで氷室がここにいるんだ」

「あなたと同じですよ、怪我をしたに決まっています」

　どこか覚えのあるやり取りを挟みつつ、まず朝陽は手についた血を水道で洗った。

　そして、ソファーに座っている冬華に視線を向ける。怪我をしたというのはどうやら右手首のことらしく、わかりやすく腫れているのが見て取れた。

「それ、どうしたんだ」

「バスケの練習中に少し捻りました」

　特に意識していなかったが、合同授業の相手は冬華のクラスだったらしい。

　男子がグラウンドで練習試合をしている間、同じように女子も体育館で前哨戦が行われていたのだろう。そこで何かしらのアクシデントがあったというわけだ。

　氷ひよう嚢のうを当てている細い手首は青紫色に滲んでいて、時々冬華は苦痛に顔をゆがめていた。

「何かお前、ここ最近災難な目にあってばかりだな」

「それは否めませんね……」

　発熱で倒れたり、大切な髪飾りを失くしたり、手首を怪我したり。何かとツイていない冬華は小さくため息をつき、それから目を細めて朝陽の顔を見た。

「鼻血、どうしたんですか」

「サッカー部の全力シュートが顔面に飛んできた」

「あなたも随分な災難ですね……」

　実際の場面を想像したのか、冬華が顔をしかめる。

　どちらかというと冬華のほうが痛々しい気がするが、自分の怪我とはまた違った感覚なのだろう。

「あっ、血が床に……」

「やば、垂れてきた」

　成り行きで話しているうちに、止まりかけていた血が再び流れ始める。

「保健室の先生は？」

「先生宛の電話がきたらしく、職員室に呼び出されてそれっきりですね」

「マジか……まあいいや、それなら自分でやる」

　勝手に引き出しや棚を漁って自ら適当に処置を施していく。あとはこれ以上の流血を防ぐために詰め物をすればいいのだが、目的の物が見当たらない。

「ガーゼがねえ……」

「右下の棚です」

「本当だ、助かる」

　思わぬ援護射撃に礼を言いつつ、朝陽は慣れた手付きで止血を完遂した。

「よく位置わかったな」

「保健委員なので」

「へえ、立候補？」

「まさか。じゃんけんに負けました」

「なるほどね」

　委員会の所属は強制ではなく、クラスから数名の抜擢となっている。やる気のある生徒がいれば円滑に話が進むが、ほとんどは週一かそれ以上の活動に部活や遊びの時間を奪われることを嫌い、最終的にはじゃんけん大会に発展するのだ。

「あの時、グーを出すべきでした」

　恨めしそうに呟く冬華に思わず笑ってしまうと、すぐさま鋭い視線が飛んでくる。

「間抜けな顔ですね」

「うっせ、鼻血だしたら誰でもこうなるわ」

　鼻の穴にガーゼを詰めた朝陽を見て、今度は冬華が遠慮なしに鼻で笑った。

　それは渾身のグーを笑われたことへの反撃だったのだろう。そして同時に、朝陽に対する態度の変化をよく表していた。

　きっかけは間違いなく、髪飾りの一件だ。

　あの日以来、冬華は朝陽への態度を軟化させていた。

　マンションですれ違う際は短く挨拶を交わすようになったし、今のように何気ない会話もそこそこ続く。

（他の奴にも同じようにすればいいのに）

　言葉や態度が冷たく素っ気ないのは変わりないので、気を許されたと考えるのは思い上がりだろう。しかし、そうとわかっていても距離感の違いに不思議な気がしてならない。

「また私の顔に何かついていますか？」

「いや……ちょっと気になることがあって」

　無意識に冬華を見つめていると、またしても冷たい視線が飛んできた。やはり、ここら辺の厳しさは変わらないらしい。

「その怪我、球技大会に間に合いそうなのか？」

　冬華から目を逸らし、朝陽は誤魔化すために話を変えた。

「間に合うかはわかりません」

　質問をすれば答えが返ってくる。少なくとも、そのくらいの関係は築けたようだ。

「とりあえず、一週間は必ず安静にしろと」

「本番ギリギリか」

「そう、なりますね」

　ふと冬華の端整な顔が曇る。

「当日は参加できるといいのですが……」

「意外だな。あまりこういうイベントに興味ないのかと」

「……バスケは好きなので」

　カラメル色の瞳が痛々しい患部を映す。

　冬華がバスケを得意とすることは聞いていた。今回の球技大会も気合が入っているらしく、帰宅部ながらも冬華への周囲の期待は高いらしい。

「早く治るといいな」

　もう少し気の利いた言葉は言えなかったのか。

　表情を暗くする冬華を見て、そう後悔しても遅い。

「ありがとうございます」

　冬華は端的にお礼の言葉を述べ、それから口を閉ざした。

　会話が終わり、沈黙が訪れる。

　治療を終えた朝陽としては保健室に残る必要はない。冬華に背を向けて、再び保健室の扉を開ける。

「お大事に」

　背中越しに届いた気遣いの言葉に朝陽はこそばゆい思いがした。
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『明日、球技大会に向けてサッカーの練習をしようぜ』

　そんな内容の千昭からのメッセージを見て、朝陽はどうしようかと悩んでいた。

　どちらかというと運動は好きなほうだが、休日にわざわざボールを蹴ろうとは思わない。ただ、優勝するぞと意気込むクラスメイトの姿を思い出せば、一日くらいは素人なりに練習しようかとも考えてしまう。

　最終的に、どうせ家に居ても暇だからと適当な理由で自分を納得させ、朝陽はわかったと短く返事を送った。

　二人で黙々とボールを蹴る姿を想像すればかなりシュールだが、元サッカー部の千昭から得られるものは確実にあるだろう。素人の付け焼刃なのは否めないものの、何もしないよりはきっとマシなはずだ。

　そうして迎えた翌日の土曜日、朝陽は隣でコントローラーを操作する千昭を見て大きなため息を吐いた。

「今日はサッカーの練習をしようって話だったよな」

「そうだな。今まさにやってる最中だ」

　見とけよ、と呟いた千昭がドリブルでディフェンスを一人、二人と鮮やかにかわす。そのままペナルティエリアまで突っ込み、ゴールキーパーと一対一に。

「おらよっ！」

　白黒のボールがキーパーの頭上で弧を描き、華麗なループシュートがゴールネットを揺らした。

「こうやってシュートを決めるわけよ」

「ドヤ顔するな。ゲームの話だろ」

「でもイメージは湧かね？」

「素人にはハードル高すぎ。それに俺はディフェンスだ」

　集合場所が最寄り駅や公園ではなく、朝陽の家だった時点で嫌な予感はしていた。

　その予感は見事に的中し、休日の昼間から朝陽はサッカーの練習、もといサッカーゲームの練習に興じていた。

「まあ、これでもいいけどさ……」

　ため息交じりに呟きながら朝陽はテレビ画面に目を向けた。

　有名選手揃いの試合は大分一方的な展開になってしまっている。ゲーム機本体は朝陽の物だが、ゲームソフトは千昭が持ち込んだ物のために実力差がそのまま点差に直結していた。

「前半で三点差ねえ。これじゃあ、球技大会が心配だ」

「だからこそ今日は練習しようと思ってたんだけどな」

「今まさに練習してるじゃん」

「そうだな。お陰でコントローラー操作は上達した」

　嫌みに対して皮肉で返せば、その先は似たようなやり取りが待っている。

　そうしてくだらない会話をしているうちに、また千昭が操作する選手がゴールを決め、決定的だった勝負の行方が確実なものとなった。

　段々と千昭のプレーが適当になっているのが癪しやくに障るが、それでも到底敵わない実力差なので何も言えない。

「そういや、昨日朝陽が鼻血ブーしたじゃん？」

「したけど、そのギャグ世代じゃないだろ……」

「あの時、体育館で練習してた女子のほうでもアクシデントがあったらしいぞ」

　点差が開きすぎて飽きたのか、試合中にかかわらず千昭が話を振ってきた。

　あの時、体育館、女子、アクシデント。一つ一つの単語から連想できる出来事に思い当たる節があり、朝陽は思わずコントローラーを握る手を緩めた。

　その隙を逃さなかった千昭にまたゴールを決められ、五点差になるがこの際点差はどうでもいい。互いに喜びも悔しがりもせず、二人は淡々と会話を続ける。

「バスケの試合中に交錯したんだってさ。それでな、その怪我人ってのが――」

「氷室だろ」

「知ってたのか」

「まあ、噂になってたから」

　本当は、保健室で怪我の処置中の冬華に会っていたのだが、わざわざ話すことでもないので黙っておく。

　実際、冬華が怪我をしたという噂は昨日のうちに学校中を駆け巡っていた。元から噂になりやすい氷の令嬢の話に加え、球技大会の注目選手の一人としても冬華の負傷は話題性抜群だ。

　その中で、一つ気になる話も飛び交っていた。

「利き手を使えないってのは本当なのか？」

「本当らしいね。包帯ぐるぐる巻きで固定されてるんだって。まあまあの怪我だったみたいよ」

「それじゃ球技大会は……」

「厳しいんじゃね。利き手ってどうしても使うし、一週間で治るとは思えないわ」

　千昭の言う通り、利き手である以上は安静にすることが難しい。

　特に、冬華の場合は一人暮らしをしていることが大きな負荷になってしまう。家事の全てを一人でこなさなければならない状況で、利き手を全く使わないというのはあまりにも現実的ではない。どこかで何かしらの支障が出ることは明白だ。

（あいつ、大丈夫なのか……？）

　朝陽の心配は冬華の怪我はもちろん、球技大会に対しても及んだ。

　たとえバスケに参加できなかったとしても、冬華はいつも通り氷の令嬢として振る舞い、無表情かつ無感情で試合を淡々と眺めるだろう。

　それでも朝陽は一度、保健室で冬華の暗い表情を見てしまっている。球技大会に参加したい、という思いはそこから確かに感じられた。

「はい、俺の圧勝。約束通り、今日の夕飯は朝陽の手料理を振る舞ってもらおうか」

「そんな約束した覚えねーよ。てかお前、今日来た目的はどうせ飯だろ」

「バレた？　久々にご馳走になろうかと」

「ったく、こいつは……」

　まあまあいいじゃん、と調子付く千昭に意識を引き戻されてテレビ画面を見ると、試合はいつの間にか七点差まで広がっていた。

　ゲーム全般を得意としている朝陽だが、千昭のサッカーセンスはどうやらゲームにも適用されるらしい。

「朝陽シェフ。私はビーフシチューが食べとうございます」

「まためんどくさいものを……ビーフがいくらするのか知ってんのか」

「そこはもちろん折半、いや全部払ってもいいから！」

　手間はかかるし必要な物を買い足す必要があるが、作れないことはない。

　そもそもの話、朝陽にとって千昭に手料理を振る舞うことは密かな楽しみとなっている。なんでも美味しそうに食べる千昭は作り手としてとても印象が良いのだ。

　一人暮らしを始めた影響で誰かに料理を振る舞う機会がないこともあり、貴重なお客様としてもありがたい存在だ。

「朝陽シェフ、お願い！」

「どうしようかねえ……」

「そこを何とか！」

　元より断る気はなかったが、少し間を置いたのはサッカーゲームで大敗した腹いせも含んだ朝陽なりの意地悪だった。

「……わかったよ」

「よっしゃ！」

　たっぷりと溜めた後に返事をすれば、千昭は大袈裟にガッツポーズをして喜びの舞いを踊り始めた。

　その無駄にキレが良いダンスを眺めつつ、朝陽はお隣さんへと思いを馳せる。

　何かしてやれることはないのか。

　そう考えてしまうのは、やはりお節介がすぎるのだろうか。

　冬華に対して必要以上に世話を焼いてしまう自分に、朝陽は段々と気づき始めていた。
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　親の都合で一人暮らしをしているとはいえ、朝陽は金銭的に養ってもらっている。

　学費や生活費に月一の仕送りと、何一つ不自由がない快適な生活を送れているのは当たり前のことではない。その自覚と両親への感謝の気持ちから、朝陽はなるべく無駄遣いを避けて生活していた。

　千昭のご所望通りビーフシチューを振る舞った翌日、生憎の雨の中、肉も野菜も尽きた冷蔵庫の中身を潤そうと近所のスーパーへ向かったのも意識的な節約の一環だった。

　視界が悪くなるほどの土砂降りで外出は躊躇われたが、タイムセールを前に背に腹は代えられない。

　大きな傘をさして、水溜まりを避けながら歩く。地面から跳ね上がる水で靴とズボンがびしょ濡れになったが、気にすることなく目的地へ。そこに、見覚えのある少女の姿があった。

「……何してるんだ」

「雨宿りです」

　目が合ってしまったので声をかけると、素っ気ない言葉が返ってくる。

　おそらく、買い物中に雨が降り出したのだろう。ビニール袋片手に雨を眺めて佇んでいる冬華は傘を持っていない。そして、右手に巻かれた包帯を見れば、仮に傘を持っていたとしても似たような状況になることが予想できた。

「怪我、間に合いそうか？」

「……難しそうです」

　やはり利き手を全く使わず安静にというわけにはいかないのだろう。若干の間と先行きが不透明な答えから冬華の怪我の度合いが窺えた。

　包帯とテーピングで固定された右手は可動域が狭いながらも動かせるようで、些細な動作が却って怪我の回復を遅らせているようにも思える。

「傘入ってくか？　しばらく待てば止むだろうけど、その間に冷えてまた風邪を引いたら最悪だろ」

　例によって、朝陽はお節介を焼く。しかし、今回は遠慮しますと断られたらそれっきりにしようと考えていた。

　土砂降りが続くとなると話がまた違ったかもしれないが、外に出る直前にテレビで見た天気予報はにわか雨だと言っていた。

　身体が冷える心配は消えないが、その場合は店内に入るよう一言促せばいい。

　そう考えて、朝陽は断られる前提で朝陽は手を差し伸べた。

「では、お言葉に甘えさせていただきます」

　返ってきたのはとても意外な一言だった。

「やけに素直なんだな」

「ここで断ると勝手にタクシーを呼ばれそうですから」

「俺に対するお前のイメージはどうなってるんだ」

「……お節介がすぎる隣人、ですかね」

　口元に包帯を巻いた手を当てて、少し考える素振りを見せた冬華から告げられた言葉は的確に朝陽の立ち位置を表していた。

　お節介がすぎるというのはこれまでの行動から否定のしようがないし、隣人はただの事実でしかない。

「褒められていないのは確かだな」

「褒めていないので当然です」

　素直に善意を受け取られたといっても、言葉の切れ味は変わらず鋭い。ばっさりと斬られてしまえば苦笑いを浮かべるしかなかった。
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　会計を済ませてスーパーを出ると、先程と変わらず冬華が雨を見つめながら佇んでいた。

　雨脚は強まるばかりで、当分は止みそうにない。どんよりとした雲は一切の光を遮断し、地上は一足早い夜を迎えていた。

「行こうか」

「はい」

　傘をさして頭上に掲げると、冬華の身体がすっぽりと覆われる。

　傍から見れば、相合傘をする仲睦まじいカップルに見えるのだろうか。実際は、狭い空間の中にほんの少しの甘い空気すら漂っていない。

「あなたが左側で、私が右側なのは意図的ですか？」

「ん？　まあ、お前の買った物が濡れないようにとは思ったけど」

　冬華が訝るような視線を向けてくるので、朝陽は探り探りに言葉を発する。

「何か問題でも？」

「男性が左側、女性が右側で同じ傘の下にいることは恋の成就を願うまじないの一種だそうです」

「……あのなあ、俺がわざわざ縁結び目的で誘ったと思ってるのか」

「いえ、全く。あなたはただ、お節介なだけでしょう？　私に恋愛感情を抱いているとは思えません」

「よくわかってるじゃねーか。だったら変な探りを入れるな」

　無言の時間が続くかと思われた帰り道で、突然あらぬ疑いをかけられたが、朝陽としてはさして驚くことではなかった。

　家に運び込んで看病したことから始まり、夜ご飯を振る舞ったり、夜通し髪飾りを探したり、果ては相合傘を持ちかけたり。全て善意によるもので、やましい気持ちなど一切ないと断言できるが、受け手からすれば裏の意図を探ってしまう気持ちもわかる。特に冬華はその美貌故に異性から言い寄られることが多いので、氷と形容される性格と相まって警戒の気持ちが強いのだろう。

　ただ、ここにきてお節介すぎる隣人というイメージが功を奏したらしい。冬華は朝陽の心情を正確に理解してくれていた。

　勝手に世話を焼いているだけで、恋愛感情は全くない。

　まさにその通りだった。

「第一、そんな疑いがあったら俺の家にあがって勉強を教えようとは思わないだろ」

「そうですね。あなたが無害でお節介な人で本当に良かったです」

「それも絶対褒めてないよな」

「……ほんの少しは褒めていますよ？」

「ああ、そう。嬉しいな」

「随分と棒読みですね」

「そりゃ、褒められてる気が全くしないからな」

　褒められている気はしないが、無害でお節介な性格が幸いし、こうして冬華と会話をしながら歩いているのだから不思議でならない。

　裏を返せば、冬華が氷の令嬢として振る舞っているのは、無害でお節介かどうかはともかく、少なからず他人を有害だと考えているからだろうか。そんな過激な発想をしているとは流石に思えないが、やはり過去に何かきっかけとなる出来事があったように思える。

　朝陽もそこまでは推測できたが、そこまで止まりで先に進むことはできない。冷たい氷の内側へ踏み込めるはずもなく、会話は限りなく表面的な話題に限られた。

「……」

「……」

　無言の時間が続く間、朝陽は冬華の怪我に気を使い、荷物を代わりに運ぼうかと考えた。しかし、それは前にも断られたことで、そもそも朝陽自身の両手が埋まっているため状況的に厳しい。

　その時、チラリと横目で捉えたビニール袋の中身がやけに少なく軽そうなのが見て取れた。

「レトルトにお惣菜……」

「……それが何か？」

「別に何も」

　勝手に見られたのが気に障ったのか、冬華が不機嫌そうな声を発したので朝陽はすぐに目を逸らす。

「私だって自炊をして、なるべく健康的で栄養のある美味しいご飯を食べたいと思っていますよ。普段はそう心がけていますし、今日だって自炊をしたかったのですが、利き手が使えないとなると難しいので仕方ないじゃないですか」

　聞いてもいないのに珍しく饒舌に語り始めたのは、よほど自炊をしないイメージを気にしているのだろうか。

　それはそうとして、冬華本人がやけに早口に話している通り、利き手が使えないとなると自炊はもちろん、一人で家事全般をこなすのは難しいはずだ。

「だったら俺が作ろうか？」

「……はい？」

　自分で言いながら流石にお節介がすぎると考えたが、気づけば口が勝手に動いていたのだから仕方がない。

　遠慮します、大丈夫です、構わないでくださいの前に、何を提案されたのかまだ思考が追い付いていないのだろう。

　きょとん、と目を丸くしている冬華に構わず朝陽は話を続ける。

「氷室の晩飯もついでに作ろうかって。健康的で栄養のある美味しいご飯を食べたいんだろ？」

「確かに言いましたけど……」

「レトルトとお惣菜とはいえ準備や洗い物に利き手を使うだろ。球技大会までに怪我を治したいなら悪くない提案だと思うぞ」

「……それもまたいつものお節介ですか？」

「そうだな」

　冬華の問いかけに頷きつつ、朝陽は小さな嘘をついた。

　朝陽は確かに世話焼きだが、いつもはここまで積極的ではない。困っている人を見つけたら助け船を出すが、断られたらそれまで、自分から進んで手を貸すこともしない。

　しかし、冬華に対しては違った。

　熱を出して倒れたことや髪飾りを失くした時のことなど、冬華はどこか危うげで儚い。普段は冷たい氷を纏っているために近づけないが、いざ触れてみるとその氷は非常に薄く、今にも壊れてしまいそうに思えた。

　そんな一面が朝陽を過剰なお節介へと掻き立てる。

　こういった気持ちは初めてで、朝陽は戸惑いながらも手を差し伸べていた。

「何と言うか、もう……あなたはお節介の塊ですね」

「俺もそう思う」

　呆れた様子を隠そうともせず、冬華は大きなため息をついた。それっきり、どういうわけか目を伏せて黙りこくってしまう。

　沈黙が表す意味が何なのかわかるはずもなく、朝陽はひたすらに冬華の返事を待った。

　閑静な住宅街に雨粒が跳ねる音が響く。

　静かで気まずい時間はマンションに着くまで続いた。

　雨粒で重くなった傘をたたみ、エントランスを通って、長い廊下を歩く。

　そうして部屋の前に着き、このまま何も言わずに解散かと思われた時だった。

「……材料費は全て私に払わせてください。それでいいのなら、しばらくあなたのお世話になろうかと思います」

　その意外すぎる申し出は、激しい雨音の中でもはっきりと聞こえた。
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　夜ご飯を共にすることになった後、冬華は一度自分の部屋に戻っていった。

　買い物の整理や洗濯物の片付けなど色々とやることがあったのだろう。朝陽の家のインターホンが鳴った時にはほとんど料理が完成していた。

　炊き立てほかほかの白米、色鮮やかな肉野菜炒め、甘めに味付けをしたひじきの煮物に親譲りの薄味で調整したワカメと豆腐の味噌汁。シンプルでありきたりながらボリューミーで栄養のある料理が食卓に並ぶ。

　いつもは広いダイニングテーブルを使い余していたのだが、今日は出来立ての料理が二人分とちょうどよかった。

「わあ……」

　朝陽の向かい側の席に座った冬華は夜ご飯を前にして、カラメル色の瞳をキラキラと輝かせる。何の変哲もない一般的な料理のはずだが、冬華はそれを興味深そうに見つめていた。

「いただいてもいいですか？」

「もちろん。冷めないうちに食べてくれ」

　朝陽が促すと、「いただきます」と透き通った声が静かな部屋に響く。

　自分で提案したものの、このやり取りがしばらく続くと思うと不思議な気持ちがした。冬華と食卓を囲むのはこれが初めてではないが、だからといって慣れるようなものでもない。

　目の前の美少女は味噌汁に口をつける姿ですら絵になるほどの美貌を持つ。恋愛感情はないといえども、そんな異性が不意に頬を緩ませるのだから気が気でなかった。元々は全く感情が読めないクールな表情をしているのだからなおさらだ。

「……おいしいです」

「それはよかった」

　味噌汁を一啜りした後、肉野菜炒めに手を伸ばした冬華の頬が僅かに緩む。自覚があるのかないのか、朝陽が作った夜ご飯を口にする冬華には笑みが浮かんでいた。

（やっぱ綺麗な顔してるよな……）

　わかってはいたが、箸を動かす手を止めて思わず見入ってしまうほどに冬華は端整な顔立ちをしている。普段は大人っぽい美しさが前面に押し出されている一方、出来立てほかほかの料理に舌鼓を打っている様子からは年相応の可愛らしさも窺えた。

「あなたは何かと私の顔を見つめる節がありますね」

「気に障ったなら謝る。やけに美味しそうに食べるもんだから気になった」

「それは……美味しいのですから当たり前です」

「そう言ってもらえると作った甲斐があるな」

　気が緩んでいたことに気づいたのか、冬華はいつもの真顔に戻ってしまう。そのクールな表情からも美味しいという思いは十分に伝わってきた。
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「ごちそうさまでした」

　両手を合わせた後、朝陽は洗い物をするためすぐにキッチンへと向かった。

　クールで素っ気ない美少女との勉強会が控えているといったような特別な事情がない限り、食事後の食器はなるべく早く洗浄したほうがいい。

　汚れが浮いているうちに洗えば手間が省けるし、シンクも清潔に保つことができる。理想としては、調理しながら使用した調理器具を洗うことだが、今日は炒め物を作ったために手を離す時間がなく、そこそこの数の洗い物が控えていた。

「……で、なんで氷室はまだうちにいるんだよ」

「夕食をいただいてすぐに帰るほど、図太い神経は持ち合わせていません」

「そのくらい気にすんなよ。こっちは材料費払ってもらってるし」

「それは当たり前のことです。手の怪我さえなければ私が洗い物したいのですが……」

「手の怪我がなければ、そもそもこの状況があり得ないだろ」

「……確かにそうですね」

　どうやら洗い物が終わるまで家にいるらしい冬華は、ソファーに座って持ち込んだ小説のページをめくっていた。

　表紙とタイトルからして恋愛小説なのは間違いないが、どうも冬華のイメージと合わない。氷と形容される少女が恋愛小説を読む意外な姿に、クラスメイトも騒ぎ立てていた記憶がある。

「相合傘の知識も小説からか？」

「そうですけど、何か？」

「氷の令嬢も恋愛小説を読むんだなと思っ……て」

　朝陽の言葉が途中で途切れ、それから後悔が襲ってくる。氷の令嬢、と言葉を発した瞬間、冬華の表情が僅かながらに強張ったのだ。

　手を動かして洗い物をしながら、暇をしている口で会話をする。冬華との距離が少しだけ近づいている間にどうせなら色々と聞いてみようとした矢先だった。

「すまん、悪気はなかった」

「気にしないでください。私が何と呼ばれているかくらいは知っていますから」

　素直に謝罪の言葉を口にすれば、冬華は小さく首を横に振ってすぐに元の表情に戻る。

　ただ、一瞬だけ感じた身の凍り付くような冷たい悪寒はしばらく消えることがなかった。

　誰に対しても距離を取り、必要以上の会話はせず、表情はいつも真顔のまま変わらない、氷のように冷たいお嬢様。

　今では学校中に広まっているあだ名だが、本人にとっては気のいいものではないだろう。

「そんなに気に病まなくても。私だってあなたをお節介すぎる隣人だなんて言いましたし」

「それとこれとは違うっていうか……」

「私は気にしていませんよ。自分の意思でそうしていますから」

　特に何も考えずに口にしてしまったことを朝陽が反省していると、なぜか冬華自身が気を使って助け船を出してくれた。その話を聞いて、改めて冬華が自らの意思で氷の令嬢として振る舞っていることが気にかかる。

　しかし、その氷の内側に踏み込むことはまだできなかった。

　代わりに、朝陽は一つの疑問を投げかける。

「俺はいいのか？」

「いいのか、とは？」

「今まで誰とも関わろうとしなかっただろ。俺はどうなのかと思って」

「……当然、私はあなたとも関わるつもりはなかったです。それなのに、あなたが……」

「ああ、そうか。俺が勝手に世話を焼いたのか」

　思い返せば、冬華は高熱で倒れた時ですら他人と関わることを拒んでいた。私に構わないでください、とはっきり言っていた。

　その主張を無視して朝陽は冬華を看病する道を選んだのだ。他にも何かとお節介を焼いたからこそ今がある。

「お節介すぎて悪かったな」

「そこに関しても謝る必要はありませんよ」

「そうか？　実際、いい迷惑だろ」

「自分で言うことですかそれ……」

　何度か善意を押し付けた自覚はあるので、迷惑に思われても当然だと朝陽は思っていた。今日は素直に申し出を受け取られたが、そもそも氷の令嬢は話しかけられることすら好まないはずだ。そこまで理解した上でついお節介を焼いてしまったのだから、朝陽としては感謝されるなど微塵も考えていなかった。

　しかし、全ては受け取り手の印象に委ねられる。この法則が適用されるのは何も悪い印象だけではない。

「……迷惑、とは思っていません。むしろ……あなたには感謝しています。色々と、その……助けられているので」

　冬華は顔を背け、たどたどしく言葉を紡ぐ。その声音に確かな温もりが感じられた。

「……今日は帰ります。夜ご飯、ごちそうさまでした」

「お、おう……」

　洗い物が終わった途端、冬華は急ぐようにして玄関に向かってしまう。一瞬見えた表情は、僅かに赤らんでいたような。

　バタン、と扉が閉まり、静寂が訪れる。

　隠すことなくストレートに伝えられた冬華の本心に、朝陽はただただ呆然とその場に立ち尽くしていた。
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「ねえ、朝陽！　ちーくんに手料理振る舞ったって本当!?」

　四時間目の授業が終わり、お弁当を食べようとしたところで元気溌剌な待ったの声がかかった。

　他クラスの日菜美が昼休みにやってくること自体は珍しくないが、そのほとんどが彼氏の千昭目当てだ。開口一番自分の名前を呼ばれた時点で朝陽は嫌な予感しかしなかった。

「本当だけど、それがどうした？」

「どうもこうもないよ！　もー、何考えてるのよ朝陽のバカー！」

　見事に予感は的中し、理由もわからずバカ呼ばわりされるのだからたまったものじゃない。

　こういう時は専門家に任せるのが賢明と、朝陽は呑気に弁当箱を開けている千昭に無言の圧力を送った。

「球技大会の日、俺のために弁当を作ってくれるつもりだったらしいよ」

「それだけ聞くとただの惚のろ気けだな。俺が非難される理由が全く見当たらないぞ」

「ったく、朝陽は相変わらず女心がわかってないなー。彼女っていうのは手料理を他の人と比べられるのを嫌うんだよ」

「それ、元カノとか母親とって話だろ」

「日菜美にとっては朝陽がその対象ってわけだ。いやー、ビーフシチュー最高だったな。思い返すだけでよだれが出る」

　大袈裟に褒めてくれるのは嬉しいが、どうして火に油を注ぐようなことをするのか。

　すぐ隣を見れば、日菜美が風船のように頬を膨らませて不満気な視線を飛ばしてくる。言いたいことは沢山あったが、かなりのとばっちりなのは間違いない。

「シェフとパティシエの息子とかチートだチート……。どうせ私の手料理なんて消し炭レベルだって思ってるんでしょ……」

「おい、勝手に人を毒舌キャラにするな。そんなこと微塵も思ってねーよ」

「そのクオリティの手作り弁当を見せつけておいて？」

「いや、普通に昨日の残り物だから。それに、弁当でそこまでの差はつかないだろ。ほら、食べてみろ。どこにでもある一般的な味だから」

　バカ呼ばわりされた相手をなぜ必死にフォローしているのかわからなかったが、日菜美が涙目になってしまったので仕方がない。

　ハードルをできる限り下げつつ、作り置きしておいた肉野菜炒めを弁当の蓋に取り分けて日菜美に差し出す。

　流石に箸まで差し出すのは躊躇われたので、そこは彼氏である千昭に任せると、どちらからともなくあーんに発展した。

　朝陽としては見慣れた光景なので何とも思わないが、クラスメイトはそういうわけにもいかない。贔屓目に見ずとも端整な顔立ちをしている千昭と日菜美の組み合わせは、必然的にかなりの人目を引くのだ。その隠そうとしない愛の深さと二人の交際が周知の事実であることも相まって、男子からは嫉妬による怨えん嗟さの声が漏れているし、女子からは羨望の眼差しと共に黄色い声まで上がっていた。

「食べてみてどうだ、感想は？」

「……美味しい、けど……」

「普通だろ」

「うん、普通に美味しいって感じ」

「そういうこった。日菜美は俺の料理の腕を過信しすぎ」

　日菜美が朝陽に抱く料理上手なイメージは過大評価もいいところだった。その原因は主に千昭が大袈裟に朝陽の料理を褒めるところにあるのだが、それに加えて日菜美の純真さも大きく影響していると言えるだろう。

　今まで手料理を振る舞ったことがなく、両親が料理人という情報だけが先行した結果、いつの間にか日菜美の中で朝陽は料理においてプロ並みの腕を持つことにされていた。この勘違いで何度面倒くさい絡みをされたか思い出したくもない。

　そんな悩みも一度お弁当を食べさせれば、あっさりと解決するところとなった。

「ねえ、ちーくん。やっぱり球技大会の時、お弁当作ってもいい？」

「もちろん。むしろ俺からお願いしたいくらいだ」

「ほ、本当にいいの？　私、朝陽みたいに上手に作れないよ？」

「それでもいいよ。確かに朝陽の料理を上手いって言ったけど、俺にとってはヒナが作ったものが一番美味しいに決まってる」

　そこまで言った後、千昭は少しためてから口を開いた。

「料理において一番大切なのは味じゃなくて愛だからな」

　ドヤ顔でクサい台詞を並べた千昭を日菜美が人目をはばからずギュッと抱きしめる。

　思わず「お前は料理の何を知ってるんだ」とツッコミたくなったが、二人の愛の深さを前にして介入できる気がしない。あながち間違ったことを言っているわけでもないので、朝陽は黙って自分のお弁当を口に運んだ。

　結局はイチャイチャに落ち着くあたりが非常にバカップルらしく、朝陽の口から自然と呆れまじりのため息がこぼれる。悪者扱いに加えてバカとまで言われた挙句、完全にイチャイチャの踏み台になったというのに不満が募らないのは、すっかりこの二人に慣れてしまった証拠だろう。

　しかし、慣れたからといって全てを仏の心でスルーするわけにはいかない。

「朝陽、好き勝手言ってごめんね」

「いいよ、そんな気にしてないから。それより千昭。お前、どうせ最後の台詞を言いたいがために俺の料理を引き合いに出したろ」

「……な、何のことかなー？」

「しらばっくれても無駄だぞ。お前にはもう何も作ってやらん」

「ちょ、それは困る、かなり困る。ごめんって朝陽シェフ、どうか寛大なご配慮をー！」

　しれっと俺は関係ありません的な空気を出していた千昭を追及すれば、すぐに顔色が百八十度変わる。その切り替えの早さに朝陽と日菜美は声を出して笑った。
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「お邪魔します」

　夜ご飯を共にすることになってから二日目。

　約束した時間ぴったりにインターホンが鳴り、扉を開けると私服姿の冬華が立っていた。

　まだ慣れない、というよりはいつまで経っても慣れそうにない光景だ。

「これ、昨日のお代と今日の分です」

「ん、確かに」

　玄関に入るや否や冬華が差し出してきた白い封筒を今度は押し返すことなく素直に受け取る。

　四日後の金曜日に控えた球技大会までの短い関係だが、後腐れないようにと冬華は二つの取り決めを朝陽に提示した。

　一つ、材料費は折半、その上で冬華が手間賃として少し多めにお金を払う。

　二つ、調理を始める前に集合し、洗い物を終えた後に解散する。

　前者は頑なに材料費の全額負担を主張した冬華を朝陽が根気よく説得した結果だ。作ったものは朝陽も食べるので、材料費を折半するのは当然のことだろう。朝陽としては手間賃も、一人分も二人分も労力はさほど変わらないということで断るつもりだったが、どうしても冬華が譲らないので仕方なく妥協する形となった。

　後者は冬華のポリシーが関係しているもので、朝陽には決定権も拒否権も与えられずに決まってしまった。冬華曰く、洗い物が終わるまで帰らないのと同じ理由で、調理中も朝陽の家に居ないと気が済まないらしい。

「もう作り始めますよね。何か私にできることはありますか？」

「あったとしても任せるわけないだろ。何のために二人分の飯を作ると思ってんだ」

「……左手は使えます」

「本当に頑固だな……。いいから大人しく読書して待ってろ。万が一、左手も怪我したら困るだろ」

　冬華は基本的に、筋が通っている理由を言えば素直に納得してくれる。短い付き合いの中でそう気づけたのは僥倖と言えるだろう。

　今回も説得が上手くいき、「わかりました」と小さく頷いた冬華は昨日と同じタイトルの小説を片手にリビングへと向かった。しかし、何やら立ち止まって考える素振りを見せた後、あろうことかキッチンへと再び戻ってきてしまう。

「どうして戻ってきた？」

「見る分には安全ですし、邪魔になりませんよね」

「まあ、それはそうだけど……」

「では、私はここにいます。火神さんは気にせず調理を始めてください」

　こうなると、反論する余地がないので冬華を説得する術がない。

　人が料理をしているところなど見て楽しいものかはわからないが、冬華の言う通り、安全で邪魔にならないのは確かだ。

　それなら勝手にすればいいと、朝陽は早速夕飯の準備に取りかかった。

　今日は鮭と肉じゃが、漬物に味噌汁といった和食で統一されたメニューを考えてある。それぞれの調理時間を考慮して、まずは野菜の皮を剥いて一口サイズに切っていく。基本中の基本である猫の手を駆使しながら危なげなく調理は進んだ。しかし、思わぬところから危機感をあおる話が飛んでくる。

「なるほど、そうやって包丁を使うのですね」

「逆にどうやって切るつもりだよ」

「……両手とか」

「おい、聞き捨てならねえぞそれ。斬新かつ危険すぎるだろ」

「でも、一番力が入る方法です」

「深く追求はしないから、猫の手くらいは覚えてくれ……」

　話せば話すほど冬華のことが色々と心配になってくる。普段から自炊をしていないことは確定として、それを指摘したところで不機嫌になるだけなので朝陽は口をつぐんだ。

　ただせめて、基本的な調理方法くらいは是非とも覚えて帰ってほしい。これではいつまで経っても心配の気持ちが消えず、何かとお節介を焼きたくなってしまう。

「いいか、まずはフライパンにサラダ油をひくんだ」

「油を？　どうして？」

「食材が底にくっつくのを防ぐためだな」

「食材がくっつく？」

「くっつくんだよ。でもって焦げる」

　興味本位か、ここで冬華が料理の見学を始めたのは良い傾向だ。疑問点が完全に初心者なのがどうしても気になるが、この際朝陽はツッコむことをやめた。

「油を引くのは旨味と水分を囲う意味もある」

「なるほど……」

「最近はテフロン加工のフライパンってのがあって、それなら油いらずだったりする」

　いつの間にか、初心者コースのお料理教室と化したキッチンで着々と調理が進んでいく。

　何を言わずとも冬華は料理を学ぶ気があるようで、朝陽の言葉に真剣に耳を傾けていた。それが朝陽お得意のお節介だとは気づいておらず、自炊経験を完全に疑われていることにも気づいていない様子だ。

（まあ、学ぶ姿勢が見られるだけマシか……）

　もし冬華が自炊をする気が全くないのなら、朝陽は口うるさく料理をするようにと冬華を咎とがめたかもしれない。

　一人暮らしをするにあたって、レトルトとお惣菜オンリーでは腹は満たせども健康的とは言い難い。毎日とは言わずとも、一週間のうちせめて数日は自炊をするのが望ましい。

　そんな思いを密かに抱き、朝陽は誰に頼まれたわけでなく、調理過程を一つ一つ説明しながら夜ご飯を作っていく。

「この白い靄みたいなのがアク、放置しておくと仕上がりの味が悪くなる。だからこまめに取り除いて味を調えたほうがいい」

「これは手間と時間がかかりそうですね……後どれくらいで完成するのですか？」

「十分、十五分ってとこかな。まあ、後は加熱して煮るくらい……って言っても火加減の調節は慣れないうちは難しいんだけどな」

　この流れで火の扱いも話しておくか、と朝陽が考えていると、冬華が何やら真剣な表情をしていた。

「完成まで四十分程度……。お弁当を作りたいのですが、手間暇的に肉じゃがは不向きのようですね」

「……ごめん、なんて？」

「ですから、お弁当を作りたいのです。そこに肉じゃがを入れようと思いまして」

　思わず聞き返してしまったが、冬華から返ってきた言葉は先程と全く変わらない。

　お弁当を作りたい、冬華は確かにそう言った。

　だからなんだといった話だが、朝陽にとってはかなりの驚きを伴うことだった。

「氷室が……お弁当を作る？」

「何か失礼なことを考えていませんか？」

「いや、そんなことはない」

　慌てて取り繕つくろうと、冬華は鋭い視線を向けた後にぷいっとそっぽを向いてしまう。

「私としても不本意なことです。ただ、球技大会の日は食堂が開いていないようなので、お弁当を作らざるを得ないというか……」

「怪我をしているその右手で？」

「……左手があります」

「ダメに決まってるだろ。何のために俺が二人分の……ってこのやり取り、今日二回目だぞ」

　肉じゃがと並行して、切り身の鮭をグリルに入れながら朝陽は大きなため息をつく。

　本当に、冬華の頑固さには呆れてしまうことばかりだった。

「その日は俺が氷室の分も弁当を作る。どうせなら最後まで世話を焼かせろ」

「……お任せしてもいいですか」

「最初から大人しくお任せしておけ」

　やはり、ちゃんとした理由を述べれば素直に冬華は聞き入れてくれる。ただ、必ず一度は手を借りようとせず、一人でやろうとするのは何かしらの癖なのだろうか。

　当然と言えば当然だが、素直に頼り、頼られるといった信頼関係がまだ冬華と築けていないことを感じさせられる。しかし、今までと比べれば相当距離が縮まっていると言えるだろう。

（まさか、千昭と日菜美みたいなことになるとはな……）

　お弁当を作る、に含まれる意味合いと立場はかけ離れているが、奇しくも今日の昼休みの話が朝陽の頭によぎる。

　早くも球技大会当日のお弁当の中身を考えながら、朝陽は手際よく味噌汁を作る作業に移った。
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「なあ、朝陽。ヒナがお前の家に行きたいって言ってるんだけどいいよな？」

「絶対に嫌だ」

　藪やぶから棒な提案を間髪入れずに断れば、千昭から不満気な声が漏れる。その隣には日菜美の姿もあり、こちらもわかりやすく頬を膨らませて抗議の意を示していた。

　最近の昼休みは千昭と日菜美の二人に囲まれることがやたらと多い。朝陽の交友関係の狭さを考えれば珍しい光景ではないものの、それにしてもほぼ毎日というのは初めてだ。

　千昭と日菜美が揃うと何かと嫌な予感がするのだが、今日もまた例に漏れず面倒くさいことが始まりそうだった。

「そんなに即答しなくてもいいじゃんか！　私、朝陽の家に行きたいだけだよ？」

「そうだそうだ。俺がいいんだから、ヒナが付いてきても構わないだろ」

「それが嫌なんだよ。お前らが揃うとイチャイチャし始めるに決まってる」

「え、ダメなの？」

「ダメだろ。家にイチャイチャの残ざん滓しが残る」

　なんだよそれ、と千昭からツッコミが入るが、説明してもどうせ理解されることではないだろう。

　恋は盲目とはよく言ったもので、無自覚な千昭と日菜美のイチャイチャにはもうすっかり慣れたとはいえ、自宅でやられるとなると話は違ってくる。本来は憩いの場でなくてはならない一人暮らしの家で、しばしば二人がハグやキスなどしている場面を思い出すことがあれば地獄に等しい。

「それじゃあ、私だけ行くのはアリなの？」

「ナシだな。そうだろ、彼氏？」

「いや、アリだろ。何がダメなんだ？」

「そこははっきりナシって言えよ……」

　絶対にいかがわしい気持ちはないと断言できるが、友達の彼女を家に招く行為は気乗りしない。とにかくダメだと強引に押し通せば、ブーブーと文句を言う日菜美の後ろから千昭もこれ見よがしに加勢を始めた。

　天然な一面がある日菜美が何も意識していないのとは対照的に、千昭は絶対に気づいた上ですっとぼけているから質が悪い。およそ朝陽が日菜美の対応に困っている様子を楽しんでいるといったところだろう。千昭の表情を見れば、憎たらしいニヤニヤ顔が浮かんでいた。

「大体、俺の家はゲームくらいしかないからな？　日菜美が来ても何も面白くないだろ。それともなんだ、千昭みたいに飯目的か」

「ピンポンピンポン大正解！　朝陽の手料理を食べてみたいなーって」

「だったらこの前、肉野菜炒め食べたろ」

「あれはお弁当だしちょっと違うじゃん！　私も作り立てがいい！　ビーフシチューとか豪華なやつがいい！」

「欲求に正直かよ……」

　お願い朝陽シェフ、と聞き覚えのある台詞を並べて頼み込まれてしまえば、無下に拒むのも悪いような気がしてくる。

　家に招くこと自体はそこまで嫌ではなく、手料理を振る舞うことはむしろ作り甲斐がある。それでも日菜美の頼みに首を横に振っているのは、ただ単に自宅でイチャイチャを見せつけられるのが億おつ劫くうなだけだ。裏を返せば、そこさえクリアしてもらえば拒む理由は見当たらない。

「過度なスキンシップを始めたらすぐに追い出すからな」

「それって家に行っていいってことだよね!?」

「そういうことだな」

「やった！　ちーくん、許可もらえたよ！」

「良かったじゃん。ずっと朝陽の手料理食べたいって言ってたもんな」

　渋々ながらも唐突な頼みを承諾すると、日菜美は大袈裟に両手を挙げて喜び、太陽のように眩しい満面の笑みを浮かべた。

　イチャイチャ禁止、という注意事項を理解しているかは怪しいが、そこまで喜んでもらえるなら悪い気はしない。

「そうだ！　お礼に明日、ＭＶＰ取れたら朝陽に賞品あげるよ！」

「いや、それは……お前なら噂で回ってる伝説くらい聞いてるだろ？」

「もちろん知ってるよ？　好きな人に渡すと恋が叶うってやつでしょ？」

　いよいよ明日に控えた球技大会で種目ごとのＭＶＰに贈られる特別な賞品。

　日菜美は随分とあっさり言ったが、主に女子を中心として最近は学校中この話題で持ちきりだ。それこそ、毎日一度は耳にしていた氷の令嬢の噂話がぱったりと途切れるほどの大盛況となっている。

「私はちーくんと付き合ってるから伝説とか関係ないもん。朝陽が誰かにあげて、初めて効果が出るんだよ」

「はあ、そういうものかね。まあ、そもそも伝説自体が嘘くさいしどうでもいいけど」

「うわっ、身も蓋もねえことを……。女子が聞いたら泣くか怒るぞ」

「そうだよ朝陽、そんなこと言ってたら女の子にモテないよ」

「うるさい、余計なお世話だ」

　容赦のない総スカンをくらったが、朝陽は伝説など興味がないし、信じてもいない。

　聞いた話によると、ＭＶＰに与えられる賞品は三本の薔薇があしらわれたブローチらしく、その花言葉が告白ということで恋愛成就の伝説として昇華されたという経緯がある。

　言われた通り身も蓋もない話だが、そこに因果関係など一切ない。

「てか、日菜美はＭＶＰ取れる自信あるのか？　バスケって結構な激戦区だろ」

「うーん、多分取れると思うよ。氷室さんが怖かったけど、怪我しちゃったみたいだし」

「氷室ってそんなに凄かったのか」

「私もよく知らないけど、バスケ部顔負けの上手さらしいよ？」

「へー。全国区の日菜美選手に張り合うレベルねえ」

「元、全国区ね！　ここ重要！」

　日菜美に訂正され、朝陽はへえへえとから返事で答える。

　中学時代、日菜美がバスケの有名選手だったと聞いた時は驚いたが、前に一度プレーを見せてもらったので今では納得の事実となっていた。同じく千昭もサッカーで名を馳せた選手であり、そんな二人が今は部活をしていないのだからもったいないと感じてしまう。しかし、千昭と日菜美が高校で帰宅部を選んだ理由を知っている朝陽から何も言うことはなかった。

「明日、楽しみにしててね！　朝陽のために頑張っちゃうから！」

「じゃあ、俺もＭＶＰ取っちゃおうかな。そんでもって朝陽にブローチあげる」

「気持ちは嬉しいけど、二つも要らねえよ……」

　二人とも本気を出せば本当にＭＶＰを取りそうで冗談に聞こえない。一つでも持て余す代物が二つとなれば、宝の持ち腐れとなること間違いなしだ。

　そしてそれとは別に、朝陽は一つ思うところがあった。

（氷室はやっぱり不参加だと思われてるのか）

　ブローチを渡す相手は決まったのかと気が早すぎる恋バナを振ってくるバカップルを始め、他の生徒も氷の令嬢は怪我で出場できないと考えているようだ。

「あいつがＭＶＰ取ったりしてな……」

「ん？　あいつって？」

「いーや、なんでもない」

　独り言に目聡く千昭が反応してきたのを誤魔化して、朝陽は食べ終わったお弁当箱をカバンにしまった。
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　ピンポン、とインターホンの電子音が鳴るのと同時に、外からチュンチュンと小鳥のさえずりが聞こえてきた。

　この時間に集合と伝えたのは他でもない朝陽なので驚きはないが、代わりに苦笑いがもれてしまう。

「……おはようございます」

「ん。おはよう」

　ドアを開ければ制服姿の冬華がポツリ、と挨拶の言葉を発した。

　知り合いと顔を合わせたら挨拶を交わすなど当たり前のことのはずが、相手が冬華だと新鮮な気持ちになる。

　そもそもインターホンを鳴らし、迷いない足取りで玄関に入ってくるのだからつくづくおかしな光景だ。

「本当に朝から来るとはな」

「……当たり前です」

　今日の集合は夕方ではなく朝方の時間だった。会話に若干の間があるのは、朝早い時間故にまだ脳が覚醒していないからだろうか。よくよく見れば、身み嗜だしなみは完璧に整っているものの、その瞳は虚ろになっている。

　眠いなら寝とけば良かったのに、と苦笑交じりに思ったが口には出さない。今こうして朝から家に来ている以上、言ったところで冬華が聞き入れるはずがないのだ。

　――あなたが早起きしてお弁当を作っている間、私だけ寝ているなんてあり得ません。

　昨夜の夕食中、当然でしょうといった顔をする冬華の言葉が思い出される。

　そうして今日、絶好のスポーツ日和で迎えた球技大会当日の朝っぱらから、朝陽と冬華は顔を合わせることとなった。

「今日はキッチン立ち入り禁止な」

「……どうしてですか？」

「弁当ってのは食べる時まで中身が分からないワクワク感がいいんだよ。作ってるところを見られたら、それがなくなっちまうだろ？」

「はあ……そういうものなのですか」

「そういうものなんだよ」

　また少しの間があったのは、やはりまだ眠いのか。それとも禁止事項が今一つ腑に落ちないのか。どちらにせよ、冬華は素直に頷いてキッチンを素通りし、定位置と化したソファーの端っこに移動してくれた。

　ここ最近は、朝陽が調理をしながら工程を説明し、冬華がその様子を見つめるお料理教室状態が続いていたが、今日ばかりはそういうわけにもいかない。

　冬華がソファーから動く気配がないのを確認してから、朝陽は早速お弁当箱を二つ並べた。

　普段は昨晩の残り物と冷凍食品を中心に、軽く作れるおかずで補うのだが、今日は気合を入れてキッチンに立つ。

　初っ端から朝陽は揚げ物に取りかかり、片栗粉をまぶした鶏肉を油の中に入れた。すぐにジュージューと激しい音が鳴り始め、それに反応して冬華が近づいてくる。

「今日は立ち入り禁止だからな」

「……けち」

　小さな声で罵ののしられた気がするが、油の音で掻き消されたので気にしない。

　唐揚げを完成させ、続いて朝陽はじゃがいもを取り出した。皮を剥き、芽を取った後はレンジで加熱し、それからフォークですり潰す。同じボウルに薄く切り揃えたきゅうりとにんじん、そして調味料を加えて混ぜて完成。

　二品目にポテトサラダを作り、ここまでですでに一時間近くが経過している。

「今日は随分と長いですね」

「もうちょい待っててくれ。あともう少しで作り終わる」

　そう伝えると、冬華は持参した小説を大人しく開いてくれた。

　昨夜予約しておいた炊飯器が炊き上がり、ほかほかの白米をお弁当箱に敷き詰める。おかずには唐揚げ、ポテトサラダだけではなく、彩りと栄養バランスを考えてトマトやブロッコリーなどの野菜も添えた。

　そして最後に、朝陽は八個入りの卵パックを手に取った。それを起用に片手で割り、菜箸で白身を切るようにかき混ぜていく。

「ふわぁ……」

　長い待ち時間に眠気が襲ってきたのか、冬華はソファの上で小さなあくびをした。その際に口元を隠した右手に包帯やテーピングの類は見られず、色白い綺麗な肌が姿を現している。

「怪我、間に合って良かったな」

「ええ、お陰様で動かせるようにはなりました」

「お陰様って言われても、飯作っただけだけど」

「だけ、ということはないでしょう。負担が減って、こうして早く治ったのですから」

「……そうか」

「謙遜する必要はありません。今日までとても助かりました」

　冬華にお礼を言われ、どう答えようか迷っていると、追撃とばかりに「ありがとうございます」と感謝の言葉が聞こえてくる。

　これが千昭や日菜美相手なら適当に返事をして笑い合えるが、冬華に対してはどうも気恥ずかしい気持ちがしてならない。

　普段はクールで素っ気ないのに、時々やけに素直になるので非常にむず痒い。

　しかし、一人だけ変に意識しているのもおかしな話なので、朝陽は無心で卵焼きを作りながら平静を装った。

「優勝期待してるわ。応援しとく」

「出場するからには一番を狙いますが……あなたは自分のクラスを応援するべきでは？」

「クラスの応援プラスアルファ、それならいいだろ」

「……名指しで応援したりはしないでくださいね」

「そこまでするつもりは毛頭ないから安心しろ」

　もし全校生徒が集まる中で一人の生徒を集中的に応援していたら、たとえ相手が氷の令嬢でなくとも目立ってしまうだろう。朝陽としてはもちろん、そこまで熱を上げて応援するつもりはない。怪我の経過を見守ってきた立場としての、あくまで気持ちだけの応援だ。

「ほら、弁当できたぞ」

「もうそちらに行っても？」

「ああ、そのまま持っていってくれ」

　話をしているうちに完成したお弁当を風呂敷に包んでからカウンターに置くと、それを冬華は割れ物を扱うように慎重に手に取った。

「温かいですね……」

「そりゃ作り立てだからな。それに、保温機能があるから昼まで冷めないと思うぞ」

「そんな高性能なものを借りていいのですか？」

「いやいや、そこまで大層な物じゃないから。普通に安価で売ってる弁当箱だぞ」

　至って普通のお弁当なのだが、冬華にはあまり馴染みがないらしい。何が気になるのか、上下左右から好奇の視線を送っているし、風呂敷の間から中を覗こうとしたりと目の動きが忙しくなっている。

「弁当箱を開けるのが楽しみになってくるだろ」

「……そうですね、あなたの言っていたことがわかりました」

「それは良かった。まあ、そこまで大した物は入ってないんだけど」

　実際は冬華が食べることを意識して、多少はいつもより豪勢な内容で作ったものの、ここらでハードルを下げておくのが得策だろう。

　ようやくお弁当箱をカバンに詰め込んだ冬華を、朝陽は玄関まで見送った。

「お弁当箱は今日中に洗って返しますね」

「そのまま返してくれてもいいぞ？」

「いえ、洗って返します。もう手は使えるようになったので、いつまでもあなたに甘えていられません」

　ほら、と言わんばかりに右手をぐるりと回して回復ぶりをアピールする冬華に苦痛の表情は見られない。これなら普通に日常生活を送れるだろうと素直に安心ができる。

　同時に、甘えていられないという冬華の言葉が朝陽の耳に強く残った。直接は言葉として伝えられていないものの、朝陽の世話をもう必要としていないと言っているように聞こえる。

　元は出すぎたお節介の上に成り立っていた関係だ。世話を焼く理由がなくなれば、こうして冬華が家に来ることも、夕食を共にすることも当然なくなる。

「それなら頼む。ピカピカにしておいてくれ」

「はい。任せてください」

　手が治ったところで冬華を心配する気持ちは消えない。この数日間で料理のいろはをそれとなく教えたが、健康的な自炊ができるかは怪しい。洗い物に至っても、前に一度だけ見た限りは任せておけるレベルではなかった。

　それでも、ここら辺が潮時だろう。勝手に心配して、お節介と称した善意を押し付ける真似はこれ以上するべきではない。

「それじゃ、バスケ頑張れよ」

　胸にチクリと刺さった謎の痛みを無視して、朝陽は会話を終えようとした。

　冬華もそれに応じるようにして玄関の扉を開ける。

「火神さんは確か、サッカーのディフェンスでしたっけ？」

「よく覚えてたな。一度言っただけなのに」

「記憶力は良いほうですから」

　この一週間で世間話をすることが増えたとはいえ、ほとんど冬華の表情に変化は見られなかった。そのため、適当に話を合わせてくれているだけかと思っていたのだが、どうやら朝陽の思い違いだったらしい。

「私も……応援していますよ」

　バタン、と扉が閉まった後、朝陽の耳に冬華の言葉が遅れて届く。

（何考えてんだよ俺……）

　この生活がもう少し続けばな、と一瞬でも考えてしまった自分が恥ずかしくなり、朝陽は玄関の壁に軽く頭を打ち付けた。

　別れ際、冬華が浮かべた穏やかで柔らかい微笑みが目に焼き付いて離れない。

　普段の感情が読めない真顔からは考えもつかない、幼さの残るあどけない笑顔はそれだけで朝陽の意思を惑わせた。
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「くっ……あの時、朝陽の必殺顔面ブロックが発動してさえいれば……」

「無茶言うな。あのシュートを顔に食らったら間違いなく鼻血じゃ済まないだろ」

　雲一つない青空に、秋とは思えないほど暖かな気候。まさに絶好のスポーツ日和で迎えた球技大会当日、朝陽と千昭の出番は早々に終わっていた。二人して天然芝のグラウンドの端で、勝ち上がったクラスの試合を見つめる。

　午前はサッカーとバレー、午後はソフトボールとバスケという日程で行われる球技大会はトーナメント制で、一度負けたクラスはそこで終わり。非常に残酷なルールだが、三学年全生徒が参加するイベントとなると、総当たりや負け同士の対戦などをやっている時間がない。

　そのため、一つでも多くの試合を楽しみたい場合は対戦相手の抽選が大切になってくるのだが。

「負けたな」

「ああ、負けた」

　千昭が呟き、朝陽も応じる。

　朝陽たちのクラスは一回戦で優勝候補を引き当ててしまい、奮闘虚しく一回戦負けを喫した。相手には一年生にしてサッカー部のエースと称される山やま田だ龍りよう馬まという生徒がいて、その華麗なプレーと甘いマスクで女子生徒を魅了していた。

「一回戦から山田と当たるとかツイてねえ。あんなの化け物だろ、強すぎかって」

「その山田と張り合えてたお前も凄いと思うぞ」

「あれ、朝陽が俺を褒めるとは珍しい」

「普段、褒めるとこがないだけだ」

「うわ、すぐ貶けなされたんですけど！」

　えんえんと嘘泣きをする千昭は無視して、朝陽は試合の振り返りに話を戻す。

「まあ結果はウノゼロだし、千昭以外は素人の集まりだった割には頑張ったほうだろ」

「確かにそうだな……って、よくそんな言葉知ってるな。もしかして朝陽もサッカーに目覚めた？」

「いや、お前が時々ゲーム中に言ってるから覚えただけ」

　イタリアにおいて１対０で試合を終えることをウノゼロというらしい。世界的に有名なボードゲームであるＵＮＯも１という意味のスペイン語とイタリア語が由来になっている。そんなどうでもいい知識に会話が引っ張られてしまうほど、球技大会はあっさりと味気のないまま終わった。

　不完全燃焼どころか燃え上がる機会すらなかったため、悔しいといった感情すら湧いてこない。思うところがあるとすれば、一回戦敗退で余すことになった暇な時間をどう潰そうかといったことだった。

　勝ち残っている同じクラスの女子のバレーを見に行く手もあるが、どうも身体に力が入らない。

　それは密かにＭＶＰの座を狙っていた千昭も同じのようで、二人はひたすらぼーっと時を過ごしていた。

「そういや朝陽、何かあった？」

「何かってなんだよ」

「そりゃー、何かだよ。俺は知らん。でも、何かあった気がする。ほら、さっきの試合中も集中力欠けてたし」

　暇がすぎるのか、人工芝をむしり始めた千昭から鋭い指摘が飛んできて、朝陽は思わず頬が引き攣りかけた。

　千昭の言う通り、今日は何事にも集中できていない。その原因は今朝の冬華とのやり取りにあるので、馬鹿正直に全てを話せるはずがなく、朝陽は真顔を貫いてかぶりを振る。

「気のせいだろ。俺はいつも通りだぞ」

「まあ、確かに朝陽は普段からこんな感じだけど……」

　さりげなく貶された気もするが、どうにか白を切るため甘んじて受け入れる。

　千昭はこういう些細な変化に気づく側面がある。今も何を探っているのか、じっと一挙一動を見つめてくるので気が抜けない。千昭は何も知らないはずなのに、このままだと勘付かれそうだ。

「いたーっ！　ちーくんと朝陽、ついに発見！」

　頼むから他のことに興味が移ってくれ、と願ったタイミングで、元気いっぱいな声と軽快な足音が耳に届く。

　思わぬ救世主の存在に視線を向ければ、そこには見慣れた天真爛漫な少女の姿があった。

「おー、ヒナじゃん。バレーの応援はどうした？」

「今終わったんだよー。残念ながら、私のクラスは準決勝で敗退。だから、早めのお昼ご飯にしようと思って」

「いいね、ちょうど俺らも暇してたところ。なあ、朝陽」

「そうだな、暇すぎて死にそうだった」

「一回戦負けだったら仕方ないねー」

　ありがたいことに、日菜美が来たことによって千昭の意識は完全に彼女へと逸れてくれた。

　話題は僅差で敗れた一回戦の話に変わり、試合を見ていた日菜美を中心として会話に花が咲く。そのほとんどが、龍馬に負けず劣らず活躍していた千昭への誉め言葉だったが、この際何も文句は言わない。

（まさか日菜美に感謝する日が来るとはな）

　いつもは振り回されてばかりで精神的に疲労が溜まる天敵も、この時ばかりは天使に思え、朝陽は心の中で感謝の気持ちを送った。
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「これ、本当にヒナが作ったのか？」

「もちろん！　早起きして頑張ったんだから！」

　まだ人が少ない教室で、えっへんと胸を張る少女が一人。そして、目の前に広がる豪勢なお弁当に唖然としている少年が二人。

　日菜美が千昭のためにお弁当を作ってくるという話は聞いていたが、朝陽が思った以上にそのクオリティは高かった。

　玉子焼きに唐揚げ、ミニハンバーグに切り干し大根などなど、千昭の好物だらけのお弁当は全て日菜美の手作りらしい。さらには白米の上の海苔がＬＯＶＥの文字をあしらっているというバカップル仕様。総じてまさしく愛のなせる業だった。

　もうすぐ終わるからと決勝戦を見届けた結果、優勝を勝ち取った龍馬の人気ぶりにふてくされていた千昭の表情も一変して晴れやかなものになっている。

「ほら、早く食べないと冷めちゃうよ？　はいっ、あーん」

「あーん……うおっ、めちゃくちゃ美味しいな！　これは絶対店に出せるレベルだわ」

「もーっ、ちーくんは褒め上手なんだからー！」

　毎度のことながら、いったい何を見せられているんだといった感じだが、二人がいつにも増して幸せそうなのでそっとしておく。

　こういう時、無性に無言でフェードアウトしたくなるのだが、千昭と日菜美がそれをさせてくれない。

「朝陽シェフも是非食べてみてよ」

「そうだな、きっと朝陽シェフも舌鼓を打つぜ」

「その呼び方を定着させるな」

　身内に本物のシェフがいるため荷が重いあだ名に辟へき易えきしつつ、朝陽は促されるままミニハンバーグに手を伸ばす。

「……うまい」

「やったー！　シェフのお墨付きだ！」

「凄いなヒナ。朝陽は滅多に美味いなんて言わないんだぜ。俺がチャーハン作った時なんて……」

「あれはお前が失敗しただけだろ。美味しかったら普通に美味しいって言うわ」

　美味しいものに美味しいと伝えるのは当たり前というより、作り手への感謝の気持ちだと朝陽は考えている。

　千昭のように絶望的な失敗作を前にした時は正直に不味いと伝えるが、基本的には無駄に厳しい評価をせず、素直な一言を口にするようにしていた。

　今のように大袈裟にガッツポーズをして喜んでいる日菜美の姿を見れば、たった数文字の言葉が作り手にとってどれほど嬉しいか目に見えてわかる。その気持ちは朝陽も十分に理解でき、日菜美にもう一度「美味しかった」と伝えた。

（あいつも今頃、昼飯の時間かな）

　周りを見渡せば、すでにほとんどのクラスメイトが教室に集まっている。他クラスも同じような状況のはずなので、朝陽が用意したもう一つのお弁当箱の蓋が開いていてもおかしくはない。

「あれ、朝陽の弁当も今日は豪華じゃね？」

「本当だ、ちょっと気合入ってる気がする。もしかして……私に対抗したの!?」

「ちげーよ。ただ、少し早く起きて興が乗っただけ」

「あー、なるほど。それで今日はぼんやりとしてたわけか。寝不足だな、こりゃ完全に」

「多分そうかも。言われてみればちょっと眠いわ」

　勝手に勘ぐって、勝手に勘違いしてくれた千昭に適当に相あい槌づちを返し、朝陽は自分のお弁当を改めて見つめた。

　日菜美のように愛の力は働いていないが、それでも相手のことを考えて作ったお弁当だ。自分でも満足のいく出来で、気合を入れた分、見た目も味も自信がある。

　きっと今頃、同じお弁当を食べている少女が美味しいと思ってくれることを期待して、朝陽は自信作の卵焼きを口に運んだ。




＊




　昼休みが終わった後は球技大会の午後の部が待っている。

　基本的に男子は男子の応援、女子は女子の応援をすることになっているが、千昭の活躍を見に来た日菜美を始めとして、異性の試合を観戦する生徒は少なくない。

　つい数時間前を思い出せば、サッカーで優勝した龍馬の周りにクラス、学年の垣根を越えて女子の群れができていたように、その多くは恋愛的な意味を持っているのだろう。一際目立っていたギャルっぽい金髪の女子生徒などは、しっかりと龍馬の隣をキープしていた。

　そして、朝陽もまた例に漏れず、女子のバスケットボールの試合を見るため体育館へと足を運ぶ。しかし、他の生徒のように恋心を胸に秘めて、意中の人を応援しに来たわけではない。

　朝陽はセオリー通り、クラスの男子が参加するソフトボールを応援しようと思っていたのだが、昼休みが終わる直前、一緒にお弁当を食べていたバカップルから待ったの声がかかったのだ。

　――二人とも、応援よろしくね！

　――任せとけ。朝陽と全力で応援する。

　そう言われてしまえば、とてもじゃないが、断ることはできなかった。

　おまけに日菜美は「朝陽にブローチをあげるんだから」と息巻いていた。その気合の源泉にあるのは昨日交わした、家に招待するという約束のお礼にあるはずだが、半分以上は恋愛的な興味に由来している気がしてならない。

　仮にブローチを貰っても、朝陽は誰かに渡す気は全くないのだが、それでもしばらくはバカップルからいじられそうなので、申し訳ないが素直に応援できないというのが正直なところだ。

「ヒナー！　頑張れ、そこだ！　いけー！　ほら、朝陽も応援しろって！」

「……頑張れ」

「声ちっさ！　あっ、いいぞヒナ！　そのままレイアップだ！」

　随分と温度差が違う白熱した応援も、決勝戦までいくと全く目立たなくなっていた。それほどまでに、体育館全体が熱気に包まれている。二階のギャラリーから顔を出してコートを見れば、この異常な盛り上がりの中心に誰がいるのか一目瞭然だった。

「ひなちゃん、マーク！」

「おっけ、任せて！」

　チームメイトの指示より早く、日菜美が相手選手の前に立つ。対峙したのは、ボールを持った冬華だった。

　前半の十分で、この二人の対決を何度見たかわからない。記憶に残るのは、二人がマッチアップする度に大きくなる声援と、見応えのある１ｏｎ１だ。

　今回も両者譲らぬ攻防が繰り広げられ、着々と残り時間が少なくなっていった。タイマーを見ると、前半終了まで残り五秒に迫っている。

「あと五秒！　日菜美、守り切れ！」

　千昭の熱い応援が、コートに響く。その声が聞こえたのか、日菜美はマークを一層厳しくした。

　しかし、冬華は冷静にドリブルで日菜美のプレッシャーをかわした。日菜美が一瞬で距離を詰めるが、その時にはすでに冬華がシュートモーションに入っている。前半終了のブザーが鳴る直前、日菜美の決死のブロックをすり抜けて放たれたボールは綺麗な放物線を描き、リングに当たることなくゴール吸い込まれた。

「うわっ、そこでスリーかよ……。今日、何本目だ？」

「多分、三か四」

「これでバスケ部じゃないってマジか。噂には聞いてたけど、氷室さんって運動神経半端ないな」

　シュートを決められた日菜美以上に悔しがっている千昭の意見に朝陽も同調する。

　決勝戦までのどの試合も、冬華の活躍は印象的だった。それこそ元全国区の選手である日菜美が霞んでしまうほどだ。正確無比なシュートはフリーの状態だとほぼ確実に決まり、キレのあるドリブルとフェイントはマークを無効化する。

　その圧倒的な実力に、対戦相手はもちろん、観客も驚きの色を隠せなかった。

「ちょっと下行ってヒナと話してくる」

「ん、俺もついてくわ」

「いいけど、朝陽もヒナに活を入れるつもりか？」

「いいや、俺は自販機に用があるだけ」

「そういうことね。じゃあまたここ集合な」

　ハーフタイムは十分あるので、彼女を直接応援する時間も、飲み物を買い求める時間も余裕があるだろう。

「ついでにコーラ買ってきて」と都合のいい声が聞こえたが、朝陽はあえて無視して体育館を後にした。
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　混み合っていた体育館裏の自動販売機を避け、朝陽は少し歩いて校舎裏まで来ていた。ここにも自動販売機があり、移動した甲斐があって人影はない。

「あっ」

　誰も並んでいないのをいいことに、何を買おうかじっくり迷っていると、背後から砂を踏む音が聞こえた。混んでいるなら空いている場所に行こうという思考が被ったらしく、振り返ればそこに体操着姿の冬華が立っている。

「今日は髪飾り、つけてないんだな」

「大切なものなので、運動中は外すようにしています」

「へえ……」

　冬華は水色のリボンの代わりに同じ色のハチマキをしていた。それは球技大会中、団結力を高めるといった名目で配られるが、実際は一目でクラスがわかるようにするためだろう。朝陽と千昭は赤、日菜美は緑、冬華は水色といったようにクラスごとに色が違っていて、生徒によって結ぶ場所、結び方はそれぞれだった。

「お弁当、ありがとうございました」

「おう」

「とても美味しかったです。特に卵焼きは私好みの味でした」

「そっか」

　冬華が丁寧にお礼を述べるのを、朝陽は素っ気なく返して自販機に向き直る。

「……どうかしました？」

「いや、別に……」

　その不自然な態度に勘付かれ、冬華は小さく首を傾げた。朝陽は誤魔化したが、様子がおかしいのはバレてしまっているはずだ。

（なんなんだよこれ……）

　普段と同じように冬華と接することができない。手作りの卵焼きを褒められた程度で、どうしてか胸が熱くなる。

　その原因は間違いなく今朝の出来事だった。玄関まで見送った際、冬華が浮かべた微笑みが頭によぎる。

　変に意識しているのは朝陽だけのようで、冬華は至って普通の様子だ。きっと、今までのように今回も無意識に浮かべた笑みだったのだろう。

　それでも思い出しては思考が乱され、本人を目の前にすると意識してしまうくらいに今朝の微笑みは印象的だった。

　この速まる鼓動の正体はいったい何なのか。交友関係が狭い故に参考が少ないが、朝陽は同じような経験に心当たりはない。

　この短い時間では答えを見つけることができず、朝陽は無難にお茶を選び、冬華に順番を譲った。それからペットボトルの蓋を開け、自分の中に芽生えた正体不明の感情と一緒に流し込む。

　そしてそのまま体育館に戻ることはせず、スポーツドリンクを買った冬華に話しかけることにした。平静な心で、気軽な感じで。このまま変に意識したまま会話を終えるのは、何となくもやもやして気持ちが悪かったのだ。

「バスケ、凄い活躍だな」

「見ていたのですか……」

「まあ、応援するって言ったからな」

　言葉のニュアンス的に、冬華を応援するために体育館へと足を運んだように思われそうだが、わざわざ否定することでもないだろう。

　冬華もそこに追及することはせず、水分補給をした後に会話に応じてくれた。

「昔よく、公園でバスケを教えてもらったお陰ですね」

　冬華の答えに、朝陽はなるほどと相槌を打つ。幼少期の経験は身体に染み付くとよく言われるので、噂の評判も今日の活躍も納得だ。

　しかし、冬華はそれ以上何を言うことなく黙ってしまった。その表情がどことなく暗いのは、太陽が雲に隠れてしまったせいだろうか。

「優勝、期待してるぞ」

　気を利かせて朝陽が話を変えると、冬華はまたいつもの表情に戻った。

「点差が点差なので難しいと思います」

「そうか？　今からでも余裕で追いつけるだろ。ほら、氷室がスリーを打ちまくれば……」

「そう簡単な話ではないですよ。相手はバスケ部の方が多いですし、何より私のマークマンが凄く上手です。前半は何とかなりましたが、きっと後半は仕事をさせてもらえません」

　冬華のマークマンは前半を通して同じだったので、日菜美のことを指しているのだろう。

　元全国区の実力は伊達ではないようで、冬華曰く相当な強敵らしい。

　残り十分で二十一対二十八。

　ハイペースな試合展開で行われた前半は素人目には僅差に思えたが、玄人目にははっきり実力差が映っているのだろう。

　伏し目がちに発される諦めに近い言葉は、負けを察しながらも悔しさが滲んでいるように思えた。

「氷室、何か好きな食べ物言ってみろ」

「……いきなりなぜ」

「いいから早く」

　理由も言わず、答えを急かす朝陽に冬華は困惑の表情を浮かべた。しかし、どうやら答える気はあるらしい。口元に手を当てて考える素振りを見せた後、やがて小さな声で料理名を口にした。

「……オムライス」

「わかった、オムライスだな」

「いったい、何の質問ですか……」

「今日の試合、勝ったらオムライスを御馳走する。それもできるだけ高い材料を使って、腕によりをかけた高級オムライスだ」

「……はい？」

「だから何とか頑張って優勝してくれ」

　自分でも何を言っているのかと馬鹿らしくなるが、一度言葉にしてしまったものは仕方ない。

　冬華が先程に増して頭上にハテナマークを浮かべているので、朝陽はさらに話を続けた。

「氷室に勝ってもらわないと個人的に困るんだ。……あー、正確に言うと、相手チームに勝たれるとかなり困る」

　これは断じてお節介などではなく、たった今思いついた話だった。

　ＭＶＰは優勝クラスから選ばれる可能性が高い。もし日菜美がＭＶＰの座に輝けば、意中の相手に渡すと恋が叶うと噂の賞品を譲り受けるのは朝陽だ。球技大会が終わった後、日菜美だけではなく千昭からも誰に渡すのか、もう渡したのかと面倒臭い追及をされるのは目に見えている。

　だから、冬華が試合に勝てば全てが平和に収まる。たった、それだけのことだった。

　他には全く意図がないと言えば嘘になるが、細かい事情と同じく伏せることにした。

　そもそも、言えるはずがなかった。

　もう一度、自分が作った料理を口にした冬華の笑顔を見たいなど。

「優勝したら、火神さんが私にオムライスを作ると？」

「ああ、そういうこと……って、オムライス程度じゃやる気に――」

「わかりました」

「マジで？　乗ってくんの？」

「言い出したのはあなたじゃないですか」

「それはそうだけど……」

　驚きを隠せない朝陽が呆然としていると、冬華はポケットからゴム状の髪留めを取り出した。

「後半、本気で頑張ります」

　そう宣言した冬華は髪留めを口に咥え、両手で髪を結い始める。長い黒髪を一点に纏めると、涼しげなポニーテールが完成した。

「さっきの話、忘れないでくださいね」

　再び姿を現した太陽に照らされながら、冬華は薄っすらと笑った。そのまま朝陽に背を向けて、体育館へと戻っていく。

　一方で、一人取り残された朝陽はドキドキと跳ねる心臓の音に戸惑いを隠せなかった。

　もう一度お茶を飲み、心を落ち着かせてから体育館へと向かう。

「俺も本気出して頑張るか……」

　自分で言い出した手前、中途半端な料理を作るわけにはいかない。

　気づけば冬華が優勝する前提で、朝陽は気合を入れていた。
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　球技大会を終えた後、朝陽は千昭と日菜美から夕食に誘われた。二人は敗者を慰める会なるものを開催するつもりだったらしい。しかし、夕食には先約が入っており、朝陽は丁重に断ることにした。

　あちらが敗者を慰める会なら、こちらは勝者を称える会とでも名付けるべきだろうか。

　パーティー会場である朝陽の部屋には、今日の主役がやって来ていた。

「良い匂い……」

　広めのダイニングテーブルに、金メダルさながら黄金色に輝くオムライスが並ぶ。

　朝陽の真向かいに座る少女は大好物を前にして、もうすでに満足そうな顔をしていた。

「本当にいただいていいのですか？」

「もちろん。優勝したら高級オムライスを振る舞うって提案したのは俺だ」

「では……いただきます」

「ん、召し上がってくれ。ＭＶＰ専用の特製高級オムライスだ」

「そ、その呼び方はやめてください……」

　表彰台に上がった時は氷の令嬢らしい凛とした表情を浮かべていたものの、面と向かって言われるのは恥ずかしいらしい。球技大会での活躍ぶりをもてはやせば、冬華はわかりやすく恥じらいを見せた。

「それにしても凄かったよな」

　いただきます、と朝陽も両手を合わせてから、決勝戦後半の試合を思い返す。

　白熱した試合は、冬華がスリーポイントを五本決めるなどして大活躍。途中から冬華には二人のマークマンが付いたが、その勢いは少しも止まらず、隣で日菜美を応援していた千昭は思わず笑ってしまっていた。

　そうして冬華率いるクラスが劣勢から逆転勝利を収め、球技大会は幕を閉じたのだった。

（日菜美には少し悪いことをしたな）

　面倒臭いことにならなくて良かったと思う反面、日菜美はあくまで朝陽を思って頑張ってくれていたのだから申し訳ない。

　約束通り家に招く時はできる限りリクエストに応えてやろうと心に決めつつ、朝陽はようやくオムライスを一口食べた冬華に視線を向けた。

「美味しい……。本当に、とても美味しいです」

　その一言を聞いて、自然と朝陽の頬が緩む。

「口に合って何より。奮発した甲斐があったわ」

　食事中は表情が少しばかり綻ぶようで、冬華は幸せそうに食事を進めた。その様子は普段のクールな美しさとは一線を画し、今朝の微笑みのような年相応の可愛さと愛らしさが姿を現している。

（少しは気を許してくれてるのかもな……）

　氷の令嬢が笑ったとか、微笑んだとか、そういった類の噂は聞いたことがない。誰かと普通に話している、といった話ですらも珍しい部類だ。

　そんな些細なことで噂になるほどまでに、冬華は他人を拒絶し、心を閉ざしている。そして、その一身に注目と話題を集めているのだ。

　小さな口でパクパクとオムライスを食べる姿は、改めて不思議に思えて仕方がない。

「いい食べっぷりだな。おかわりいるか？」

「……私がそんなに大食いに見えますか？」

「いやいや、そうは言ってない」

　ハードな試合を終えてお腹が減っているだろうと気を使っての提案だったが、どうやら冬華は別の意味に捉えたらしく、ぷいっと顔を背けられてしまった。

　こんなふうにちょっとした掛け合いをしたり、普段は絶対に見られない表情を見られたりするのが自分だけだと思うと、こそばゆい思いがする。こうやって夕飯時に食卓を囲んでいることも、冬華と出会った頃からは到底考えられなかった。

　それに今日は手を怪我して安静が必要だとか、心配によるお節介がすぎたとか、互いの距離を無視したやむを得ない理由が存在しない。

　球技大会で優勝したご褒美に手料理を振る舞う。

　そんな冗談めかした提案の上で、今この空間は成り立っている。

「さっきから何を呆けているのですか。あなたこそ早く食べないと冷めてしまいますよ」

「あ、ああ……ちょっと考え事してた」

「食事を忘れるほどの考え事とはよっぽどですね……」

　距離が縮まったと考えてもいいのだろうか、などと本人に聞けるはずがなく、朝陽は適当に会話を切り上げてまだ手付かずのオムライスへと手を伸ばした。

　一個二百円の卵、いつもよりワングレード上の鶏肉、牛乳やバターといった下味をつける材料にもこだわった。高級、といえど朝陽基準によるものだが、自信作であるのは間違いない。

　スプーンいっぱいのオムライスを口に運べば、すぐにまろやかな甘みが広がった。具材たっぷりのケチャップライスは高い食材を使っただけあって格別に美味しく、周りを包む卵のふわふわ感と噛んだ後のとろとろ感は自作ながら満点をあげたくなる出来だ。

「めちゃくちゃうまい」

「そうでしょう？　温かいうちに食べないともったいないです」

　まるで自分が作ったかのような言いようの冬華はすでにオムライスの半分近くを口にしていた。

　いつもより食べるペースが早い――そこまで考えて、朝陽はほんの僅かに口角を上げる。

　何も、冬華の食事のペースに笑ってしまったわけではない。いつもよりと自然に考えるほど、冬華と食卓を囲んでいることに自然と笑みが込み上げたのだ。

　しかし、一週間続いたこの光景も今度こそ終わりを迎える。その事実が口いっぱいに頬張ったオムライスの甘みを控えめにさせた。
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　オムライスをペロリと平らげ、さて洗い物をしようといったところで冬華が名乗りを上げたのはおおよそ予想がついていたことだった。

　一度言い出したらなかなか引き下がらないことは知っているものの、一応は俺がやると声をかければ、冬華は無言で見覚えのあるお弁当箱を差し出してきた。

　同じく無言で受け取れば、「ありがとうございました」とお礼の言葉が耳に届く。さらには「美味しかったです」との誉め言葉も頂戴したが、自動販売機の前でも同じやり取りをしたので、朝陽は頷くだけにとどめておいた。

「これ、氷室が洗ったのか？」

「もちろんです。ピカピカにして返す、そう約束しましたから」

　お弁当箱の蓋を開けて中を見れば、部屋の照明に照らされて新品同様の光沢を放つ。ピカピカという言葉がピッタリ当てはまる仕上がりに朝陽はしばしの間、目を疑った。

「念のため聞くけど、漂白剤とか使ったか？」

「いえ、普通に洗っただけですけど……」

「普通に、か」

　漂白剤というチート技の使用を疑ってみたが、どうやら見当違いだったらしい。

　ちょっとやそっとではここまで綺麗に洗うことはできない。ましてや前に見た冬華の洗い方では到底不可能に思える。普通に洗ったという言葉通りなら、冬華の洗い物スキルが急激に上達したと考えるのが妥当だ。

　無言で洗い終わったお弁当箱を差し出してきたのもそういうことだろう。私はここまで綺麗に洗うことができる、だから任せろ。冬華の目を見れば、言いたいことは大体伝わった。

「わかった、洗い物は氷室に頼むわ」

「頼むも何も、夕食をご馳走になった身として当たり前のことです」

　その毅然とした態度に苦笑いしつつ、朝陽はキッチンに向かう冬華の背中を追った。目的はもちろん、急激に上達したらしい洗い物スキルを確かめるためだ。

　冬華は最初、ジロリと不機嫌そうな視線を送ってきたが、前例を思い浮かべて観念したのだろう。今度は表裏正しくゴム手袋を装着して、早速シンクに向き合い洗い物を始めた。




　結論から言えば、冬華の洗い物スキルはお世辞にも上達しているとは言い難いものだった。

　ここ一週間続けてきたお料理教室ついでの洗い物教室の甲斐あってか、洗い方の基本は身に付いていたものの、まだまだ無駄とむらがある。それでも、水切りかごに並ぶ食器はお弁当箱と同じく眩い光沢を放っていた。

　一見矛盾に思える不思議な光景だが、答えは単純だったので朝陽は思わず笑ってしまった。そのせいで冬華にキッチンから追い出されてしまったのだが、目的は達成できたので気にしない。

　冬華がどうやってお弁当箱を新品同様綺麗にできたのか。

　要するに、ピカピカになるまでひたすら洗う。ただそれだけのことだった。

　お陰で水音が止まるまでかなりの時間を要していたが、冬華の機嫌を損ねそうなので朝陽は何も言わずに見守った。

「洗い物、終わりました」

「お疲れさん。悪いな、全部やってもらっちゃって」

「ですから、それは――」

「当たり前って？　いいんだよ、俺は助かったんだから素直にお礼くらい言わせてくれ」

　二度あることは三度あるということで、朝陽は後に続く言葉を先読みした。

　すると冬華は若干口を尖らせたが、それ以上は何も言い返さずに、黙って下を向く――というより、視線を別の方向へと向けたといったほうが正しいだろう。その大きな瞳に映るのは、朝陽がダイニングテーブルに広げたテキストとノートの数々だ。

「お勉強ですか？」

「球技大会が終わればすぐ期末テストだからな。早めに対策しておこうと思って」

「それは殊勝な心がけですね……でも、問三と問七は間違っています」

「……本当だ、解答と全然違う」

「ここは途中式のミスによるものですが、こっちはそもそも解法が違いますね。使うのはこの公式ではなく……」

　いつもは洗い物が終わると、用事は済んだとばかりに冬華はすぐ自分の部屋へと帰ってしまう。しかし、今日は一直線に玄関へと向かうのではなく、どういうわけか席に座り直した。

　どうやら成り行きで勉強に付き合ってくれるらしく、厚意に甘えて冬華の言葉に耳を傾ければ、透き通るような声がスッ、と入ってくる。文字や図解を使わず、言葉だけでの説明なのに、頭の中にはハッキリと解答への道筋が浮かんだ。

「やっぱ学年一位は凄いな、先生よりもわかりやすい」

「またそれですか……。教職を専門としている先生方より一生徒の私が優れていることなどあり得ませんよ」

「でも実際、俺的には氷室の解説が一番わかりやすいぜ？　いっそこのまま家庭教師として雇いたい……くらい、だな……」

　凛とした表情で謙遜を続ける冬華に、お世辞でも大袈裟でもなく心の底から凄いと思っている旨を伝えたかったのだが、勢い余って口が滑ってしまう。

「家庭教師？」

「いや、それは比ひ喩ゆというか何というか……」

　慌てて誤魔化しを図れば、冬華が訝るような視線を向けてきた。下手に言い訳をしたことが裏目に出たのか、どうやら追及は逃れられないようだ。

　朝陽としてはやましいことを抱えているわけではないので、ここは正直に話すのが得策だろうとすぐに体裁を整える。

「ほら、中間試験前も勉強を教えてもらっただろ？　そのお陰で成績が大幅に上がったんだ」

「それは火神さんの努力の賜たま物ものでは？　私の助力など微々たるものだと思いますが……」

「何て言えば伝わるかな。一人だと限度があるっていうか……とにかく、氷室の教え方は俺に合ってるんだよ。だから、家庭教師にピッタリだと……って何言ってんだ俺」

　忘れてくれ、と言葉を付け加えて朝陽は真正面に座る冬華から顔を背けた。

　前にも一度、同じようなことを思い浮かべたことがあったが、あの時は絶対に断られるだろうと踏んでいたから声には出さなかった。しかし、今回は言葉にして実際に本人に伝えてしまっている。

　もちろん、冬華が家庭教師の依頼を受けてくれるなどとは思っていない。

　球技大会の後、夜ご飯を共にしたこと自体が本来は存在しなかった時間なのだ。食事が終わった後、こうして勉強を教えてもらうことだって全くの予想外。

　本当は、冬華がお弁当箱を返しに来て、この関係は終わりを迎えるはずだった。それなのに、不思議と今でも冬華と一緒にいる。

　思えば、高熱で倒れた冬華を介抱してから今日まで、一か月以上にも及んだ冬華との関係はいつでも終わりを迎える可能性があった。実際に何度も終わりが来て、それでも今日まで続いている。

　だからきっと、言わなくていいことを口走ってしまったのだ。

　あと数分もすれば途切れてしまう、か細い糸に縋るように。無意識に、もう少しだけこの関係を続けたいと朝陽は思っていた。

（反応がねえ……）

　ぎこちなく首を動かして再び正面に向き直れば、冬華は口元に手を当てて、長い睫毛を伏せている。

　この仕草は、冬華が何かを長考している時に見せる一種の癖のようなものだ。本人に自覚があるかどうかは知らないが、少なくとも朝陽はそう認識していた。

　考える余地がある、そういうことだろうか。

　もしかしたら――そんな淡い期待が朝陽の胸に浮かび上がる。

「……私で良ければ、あなたの家庭教師……というのは荷が重いですが、勉強をサポートするくらいなら構いません」

「……マジで？」

「ええ、大マジです」

　そんな返しもするのかと驚く暇もなく、朝陽は大きく目を見開いた。

　もしかしたら、が今まさに現実として冬華の口から紡がれた。

　その言葉の一つ一つが信じられず、何度も頭の中で繰り返す。

　あの冬華が……他人を拒絶し、心を閉ざした氷の令嬢が勉強を教えてくれる。

　つまりは、朝陽との関係が続くことを受け入れてくれたのだ。

　朝陽としては家庭教師を引き受けてくれたことよりも、その事実に対する衝撃が強かった。

「ただし、交換条件があります」

「条件？　時給とかなら全然払うけど……」

「そういう話ではありません」

　だったらどういう話なんだ、と首を捻る朝陽の心情を見越したのか、冬華は視線を彷徨さまよわせた後、やがて深呼吸をしてから口を開いた。

「私はあなたに勉強を教えます。その代わり、あなたは私に料理を教えてください」
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　――料理ができないわけではない。

　そう何度も念押しされてから聞くと、冬華は料理が上手くなりたいらしい。

「これ以上、あなたに世話を焼かれるのは気が引けるので」

　どうやら、朝陽が色々と心配していることに気がついているようで、きっぱりとした口調で冬華は言い切った。

「確かに、氷室が自炊するようになったら俺の心配がなくなるな」

「元より心配される必要はないですけどね」

「それは……返す言葉がない」

「冗談ですよ。何度も言いますが、そこに関しては感謝しています」

　一度冷たく突き放されて、思わず心と身体が委縮したが、すぐに冬華は柔らかい表情を浮かべた。

　笑顔とまでは言えないが、普段と比べて全体的にとても穏やかに思える。

　学校では絶対に見ることができないその姿に、朝陽はふとした疑問を浮かべた。

「今更だけど、俺の家に来ることに抵抗はないのか？」

「抵抗……？」

「その、なんだ……例えば身の危険とか」

「あなたは私にそういった気があると？」

「それはない。絶対にないと断言できる」

　もし仮にこの場で冬華を襲ったりでもしたら、これから先の長い人生がお先真っ暗になることくらいは想像に容易い。

　朝陽としてはそんなリスクを冒す気は毛頭なく、下心を抱くことすら微塵もない。

「ほら、氷室を看病した時も手は一切出してない」

「……私が倒れそうになった時」

「あ、あれは不可抗力だろ……」

「冗談ですよ。あなたにそういった心配が要らないことくらいわかってます。そもそも抵抗があったら今ここにはいません」

　本当に今更です、と小さくため息をつく冬華の呆れ様はもっともな反応だろう。

　今日に至るまで、不本意な形が多いにしても、冬華は何度も朝陽の家にあがっている。

　男としては複雑な気持ちが渦巻く信頼の形だが、お陰で学年一位から勉強を教わることができるので儲け物だ。

「基本的に今日みたいな流れでいいんだよな。夕飯作って食べて、その後、勉強」

「私はそれで構いません」

「……毎日、という認識でいいのか？」

「火神さんさえ良ければ。料理にしても勉強にしても、上達は早いほうがいいですから」

「まあ、そうだな……」

　言っていることは正しいが、どうもすんなりと飲み込めない。

　相変わらずクールな表情をたたえる冬華とは対照的に、朝陽は胸中で様々な感情が入り混じっていた。
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　冬華が朝陽に勉強を教える、その代わりに朝陽は冬華に料理を教える。

　互いの得意分野で互いを助け合う。そんな相互扶助の関係を結ぶにあたって、朝陽と冬華は細かい取り決めを交わした。

　・材料費は折半。

　・買い出しは朝陽、洗い物は冬華が担当。

　・食事を共にしない場合は事前に連絡。

　・勉強会は洗い物が終わった後の一時間。

　材料費に関しては今回も冬華が全額払うと言い出したが、球技大会までの一週間とは違い、朝陽は料理、冬華は勉強とそれぞれに役割がある。前回のような妥協はせずに冬華を説得し続け、最終的には折半することで落ち着いた。

　他には特に揉めることなくスムーズに話が進み、後は互いに齟そ齬ごがないか確認をするだけとなる。

「とりあえず、期末試験が終わるまで世話になっていいんだよな？」

「世話になるのは私もですけどね。お互いの目標として良い期限だと思いますよ」

「……そうだな」

「なんですか、その含みのある肯定は」

「いや、俺としてはちょうどいい期間なんだけどさ。氷室に関してはちょっと……」

「ちょっと？」

「時間が足りないんじゃないかと……思ったり思わなかったり」

　聞き返された辺りから鋭くなった冬華の眼光に、思わず語尾をはぐらかしてしまったが「思う」と断定したかったのが正直なところだ。

　実際に冬華が料理をしている姿を見たことはないものの、猫の手に感心していたレベルでは大分先が思いやられる。

「つまり、私の料理センスが絶望的だと？」

「そこまでは言ってないだろ。ただ、勉強と比べて指標が難しいって話だ」

　料理が上手くなりたいという目標のさじ加減にもよるが、期末試験までの残り一か月弱ではできることが限られてくる。

　幸い、冬華は高望みをすることなく、「基本を学べればいいです」と小さく口にしたので朝陽は胸を撫でおろした。

「それじゃ、今日はここら辺にしとくか。明日の集合時間は後で連絡する」

「あっ……ま、待ってください」

「ん？　まだ何かあったか？」

　大抵のことは話し終えたので、いつも通り冬華を玄関まで見送ろうと立ち上がると、向かいの席から小さな声で呼び止められた。

　当然無視するわけにはいかずに視線を向ければ、冬華が手のひらサイズの立方体をテーブルの上に置く。その真っ白な箱からは中身が推測できないが、何の変哲もないシンプルなデザインにはなぜだか既視感があった。

「これは？」

「今までのお礼の気持ちです。金銭は受け取ってもらえないので、これならと思いまして」

「お礼って言われてもな……俺が好きでやったことだし、気にしなくていいのに」

「そういうわけにはいきません。いつか、髪飾りの件のお礼をしたいと思っていたんです。それに、ここ一週間はあなたのお世話に甘えすぎました」

「まあ、そう言うなら……」

　どこまで律義なんだとは思ったものの、もうすでに十分知ったことなので驚きはない。そして、こうなった以上は簡単には引き下がってくれないことも知っている。

　お礼の気持ちと言われて中身も見ずに突き返すのは気が引けるので、朝陽はとりあえず冬華から差し出された贈り物へと手を伸ばした。

　受け取るか受け取らないかはさて置き、まずは内容を把握することが大切だ。

　まさかとは思うが、令嬢という噂に違わず宝石などが出てきた場合は迷わず返品する。朝陽はそう決めて、大きさに似合わずどっしりとした重みのある箱を丁寧に開けた。

「……ん？」

　朝陽の目に飛び込んできたのは三本の赤い薔薇があしらわれたブローチ。その外見はどこかで見た、というよりは聞いたことがある。

「これって今日のＭＶＰに贈られる賞品か？」

「はい、そうです」

「……ああ、そう」

　案外、宝石というのは的外れではなかったようで、咲き誇る三本の美しい花はルビーにも似た輝きを放っている。詳しくはわからないが、少なくとも安物ではないことは素人目にも明らかだ。

　手に取って指紋をつけることすらも躊躇われ、朝陽はそっと箱を閉じて冬華へと押し戻した。

「これでも受け取ってくれないのですか……」

「だって、これはお前が勝ち取ったものだろ。俺に受け取る資格はない。それに……」

「それに？」

「……いや、なんでもない」

　この様子だと、冬華は三本薔薇のブローチにまつわる伝説を知らないようだ。女子生徒を中心に学校中で盛り上がりを見せていた噂話だが、人を寄せ付けない氷の令嬢の耳には届かなかったのだろう。そうなると、伝説についての話はややこしいことになりかねない。

「想いは伝わらないものですね……」

　ポツリ、と呟いた冬華の言葉に朝陽は思わず反応を示す。

「それって伝説の……」

　しまった、と慌てて口を塞いだ時にはもう遅い。

「……伝説とは？」

　流石になんでもないと誤魔化し切ることはできず、朝陽は全てを正直に話した。
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「わ、私はあなたの世話なしでは球技大会に出場できなかったので、そのお礼と感謝の気持ちが伝わればなと思っただけで、伝説なんてこれっぽっちも知りませんでしたし、そもそもそんな眉唾物の噂話に根拠は全くないわけで、とにかく他意は決してないですから！」

「わかった、わかったからいったん落ち着こう」

　朝陽から話を聞いた冬華は、視線を逸らしながら一気に言葉を捲し立てた。その顔は真っ赤に染まっていて、肩はぷるぷると震えている。何というか、色々と申し訳なくなってくる有様だった。

　じたばたと暴れているわけではないのだが、わかりやすく饒舌で早口になっている。羞恥に悶えている姿は普段のクールな様子とはかけ離れ、年相応の可愛らしさが垣間見えた。
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「とにかくこれは受け取れない」

「ダメです、絶対に受け取ってください」

「なっ……いつになく頑固だな。本当に、お礼なんて気にしなくていいんだって」

「私が気にするんです！　ここで引き下がったら、まるで私が色恋沙汰を意識してるみたいになるでしょう！」

　お礼の気持ちとやらはどこいったとツッコミたかったが、今はそれどころじゃないのだろう。

　なかなか引き下がる素振りを見せないことに加えて、普段は淡々としている言葉に珍しく熱がこもっている。それだけ冬華が伝説の存在を気にしていることが窺えた。

　もしかしたら、伝説を意識してブローチを持ち帰るのではと期待したが、それすらも裏目に出るのだから笑えない。

　最終的には冬華が突然立ち上がったことでブローチの行方が強制的に決まってしまった。

「今日はもう帰ります」

「ちょっ、おい、ブローチは……」

「それでは、また明日の夜に」

　バタバタ、バタンと騒がしい足音と勢いよく閉まる扉の音が部屋に響き渡り、朝陽は残されたブローチを手に取って大きめのため息をつく。

「確か、意中の人に渡さないと効果はないんだよな……」

　幸か不幸か、冬華に好意を抱かれているとは考えられないので、伝説を気にする必要はないことになる。

　そもそも朝陽は伝説などこれっぽっちも信じていないはずだった。しかし、キラキラと光り輝く三本の赤い薔薇を見ればどうしても意識せずにはいられず、朝陽はブローチの置き場にしばらく頭を悩ませた。










[image: ]




「ここに飾ることにしたのですか。色が映えていいと思います」

　球技大会の翌日の土曜日、約束の時間通りにインターホンを鳴らした冬華を迎え入れると、白々しく賛辞の言葉をかけられた。

　嫌みの意味を込めて、押し付けられたブローチを目に入りやすいシューズボックスの上に飾っておいたのだが、やはり持ち帰る気はさらさらないらしい。

「本当にこんな貴重な物を貰っていいのか？　俺が持っていても宝の持ち腐れだぞ」

「それは私も同じことです。感謝の気持ちとして、あなたに贈ることが一番の使い道だと思います」

「まあ、そういうことならありがたく貰っておく」

「……もちろん、恋愛成就の伝説などは全く関係ありませんからね」

「そこまで自意識過剰じゃないから安心しろ」

　朝陽は少し優しくされただけで好かれていると勘違いしてしまうような脳内お花畑の男ではない。

　冬華も冬華で一晩明けて頭が冷えたのか、頬を染めることも語気を強めることもせず、淡々と会話を終えてからリビングへと進んだ。

「なんだか今日はテーブルの上が散らかってますね……」

「すまん、片づけが間に合わなかった」

「気にしませんよ。勉強中のようですし好感が持てます」

「そりゃどうも。氷室先生との勉強会のために予習しておいた甲斐があったわ」

「せ、先生はやめてください。そんな大層なものではないですから」

「そうか？　俺的にはしっくりくるんだけど」

「……やめないなら、私も火神先生って呼びますよ」

「うわっ、それは嫌だ……いや、でもシェフよりはマシか……？」

　結局、先生呼びはなしになり、ひとまず教材を片付けることになる。

「この本だけ勉強とは関係ありませんね。料理関係の本でしょうか」

「ああ、それは氷室用な。後で使うから置いといた」

　冬華が目に付けたのは、ノートや参考書とは明らかにジャンルが違うレシピ本だった。表紙はカラフルに彩られ、ページをめくれば食欲をそそる料理の数々が掲載されている。

　言わばレシピ本とは料理における教科書であり、その用途は一つしかないのだが、冬華はあまりピンとこない様子で首を傾げていた。

「この本を使って料理を学ぶということですか？」

「まあ、そんなとこかな。とりあえず八ページ目を開いて」

「八ページ……カレーの写真が載っていますね」

「それを今日は氷室に作ってもらう」

「……え？」

「今日は氷室にカレーを作ってもらう」

　どうやら聞き逃してしまったようなので、もう一度はっきりと同じことを伝えれば、冬華の手からレシピ本が滑り落ちた。

　小さな声で「私がカレーを……」と二、三度反はん芻すうし、ようやく理解が及んだらしい。口をパクパクとさせた後、目を大きく見開いた冬華は昨夜を思い起こさせるような動転ぶりで朝陽に詰め寄った。

「き、聞いてませんよそんなこと！」

「そりゃ言ってないからな」

「あなたが料理を教えてくれるという話のはずでは!?」

「もちろん教えるけど、その前に氷室の腕前を見ておく必要があるだろ？」

「それは、そうですけど……」

「ということで早速始めてくれ。材料はキッチンに置いてあるから」

　若干強引な気がするが、言っていることとやっていることは正しいと自覚しているので堂々とした態度で構える。

　初心者に高度な技術を教えても意味がないし、その逆もまた然りだ。

　冬華が何を苦手としているのか。また、何を教えるべきなのかをまずは見極めなければならない。

「本当に私が作るんですか？」

「本当に氷室が作るんだよ。料理ができないわけじゃないんだろ？」

「……あなたって結構イジワルなところがありますよね」

「それは心外だな。俺はかなり優しいぞ」

「真偽はともかく、自分で言うことではないですね」

　至極真っ当な意見が冷ややかな視線と共に飛んでくるが、この件に関しては本当に優しさを見せているつもりだった。

　抜き打ちテストのような形になったのは確かにイジワルだったかもしれないが、その分指定する料理は初心者向けのカレーを選択した。

　以前、スーパーで冬華と会った時、カレーの材料を買い込んでいたのを朝陽は見ている。それなら作った経験が必ず一度はあるはずと考えてのことだった。

（まあ、それでもかなり心配だけどな……）

　渋々な様子でキッチンへと向かい、材料を前にした冬華がようやく覚悟を決めて包丁を手にする。その単純な動作がかなり危なっかしく、そもそもまずは野菜を洗うべきだ。

　早くも口を出したくなるのを朝陽は必死で抑え込む。今日は冬華の料理の腕を見極めるため、絶対に口出しをしない。

　そう決めて、調理の邪魔にならないようにカウンターから見学を始めて一時間。ようやく完成したカレーライスが食卓に二つ並んだが、ここまでの間、両手の指では数えきれないほどに朝陽は口を開きかけた。

　包丁の扱い方、調理の工程、煮込みの拙さなどなどツッコミどころを挙げればキリがない。

　その手際の悪さと危なっかしさは朝陽の想像以上で、我関せずを貫き通すにはかなり胃が痛かった。

　唯一の救いといえば、しつこく教えた甲斐があって、冬華が猫の手を使ってくれていたことだろう。

　ぎこちないながらもしっかりと丸められた左手が功を奏し、鋭利な刃物が食材以外に牙を向くことはなかった。

　裏を返せば、それくらいしか良い点を見出せなかったことになる。

「……美味しくありませんね」

　いただきます、と行儀よく手を合わせて食事を始めてから初めに口を開いたのは冬華だった。

「うん、普通に美味しくないな」

　しばらく無言でカレーを口にした後、朝陽もまた冬華と同じ言葉を口にした。

　一口食べてわかる味の薄さが目立つ水っぽさ。

　二口食べてわかる火が通っていない不揃いで大きな野菜たち。

　三口食べてわかる全体的なとろみの不足。

　総じて、不味くはないがお世辞にも美味しいとは言えない出来上がりだ。

「異論はありませんが、随分とはっきり言いますね……」

「オブラートに包んだほうが良かったか？　それともお世辞をご所望で？」

「いえ、そのままで結構です。上辺だけの言葉など意味がありませんから」

「そうだな、こういう時は正直な感想を言うべきだと俺も思う」

　朝陽は基本的に作り手への最低限の感謝として「美味しい」の一言を欠かさないようにしているが、今回は話が違う。

　冬華の料理の腕を上げるという目的があるので、下手に気を使って褒め言葉を口にするべきではないはずだ。

　ただ美味しくないと厳しい評価を与えるだけなら誰にだってできてしまう。朝陽に求められているのはその後。失敗を糧に改善策を提示し、成功へと導くこと。どうすれば美味しく作れるのかを冬華に一から教えることだ。

　そのために、何がダメだったのかを一つ一つ確かめていく必要がある。

　それは目に見えて課題が山積みな調理中の話だけではなく、完成した料理の味の中にも突き詰めていかなければならない。

　細かな改善点を見つけようと、不出来なカレーを時間をかけて味わいながら胃に流し込む。

　そうして半分以上を平らげたところでふと顔を上げると、何やら物憂げな様子の冬華と目が合った。

「……無理して食べなくてもいいですよ」

「ん？　いつ俺が無理してるって言った？」

「美味しくない、そう言ったじゃないですか」

　おそらく、料理が上手くいかなかったことを気に病んでいるのだろう。普段は淡々としている声音は震えていて、表情は僅かながらに曇っている。

　ほんの些細な変化だが、最近はこの微妙な違いも大体わかるようになってきた。

「私に遠慮せず残してください。今からでも出前を取るなり、あなたが作るなりしたほうが良いと思います。お金はもちろん出しますから」

「確かにこのカレーは美味しくないな」

「だったら――」

「それでも氷室は一生懸命作ってただろ。その料理を粗末にできるかよ」

　料理を粗末にしてはいけない。そんな当たり前のことを、朝陽は改めて口にした。

　口に合わないから、お腹がいっぱいだから。そういった理由で料理を残す人を否定するわけではない。

　ただ、どんな料理にも作り手が存在する。

　その人のことを思えば、ましてや目の前にすれば、朝陽の中で料理を残すという選択肢は存在しなかった。

「俺から氷室への最初のアドバイス」

　ゴホン、とわざとらしく咳ばらいをしてから朝陽は言葉を続ける。

「料理において一番大切なのは味じゃなくて愛なんだよ」

「……つまり、恋慕の情ということですか？」

「それは料理を美味しくする絶大な隠し味ってとこだな。今言ったのは、料理を振る舞う人への気持ちのこと。誰でも修得できる、でも意外と難しい基本の基だ」

　小さい頃、全く同じことを母親から言われ、子供ながらに妙な納得を覚えたことを朝陽は話すと同時に思い出した。

　そして、最近では偶然にも千昭が同じ言葉を口にしていた。あれは彼女の前でカッコつけるためであって、深い意味を込めてはいなかったように思えるが、実際に愛を込めて作ってきた日菜美のお弁当は絶品だった。

　やはり、恋愛的な好きの気持ちは何よりも料理を美味しくするらしい……ただ、冬華には相当難易度が高いものだろう。

　伝えるべきは、何事も基本からだ。

「最初は誰でもこんなものだろ。俺も初めから料理ができたわけじゃないし。だから、そんなに気にすんな。俺が美味しく作れるようになるまで教えるからさ」

　なるべく優しい口調で、少しでも励ましになるように朝陽は声をかけた。

　上から偉そうに話すだけでは、教えられる側としては面白くない。いつか、ふとした瞬間に心が折れてしまう時もある。大切なのは、適度なタイミングで頑張りたいと思える言葉を送ること。それは、両親の教育から朝陽自身が学んだことだった。

「念のため確認するけど、氷室は料理が上手くなりたいんだよな？」

「……だからこうしてあなたの前で苦手分野を晒しました」

「自分で苦手って言っちゃってるけどいいのか」

「この際、隠しても仕方がありませんから。私は見ての通り、料理が不得意です……でも、あなたが教えてくれるのでしょう？」

　冬華のまっすぐな言葉と視線が朝陽に届く。

「ああ、任せとけ。明日から本格的に教えていくから覚悟しろよ」

「望むところです。でも、私は今日から厳しく教えるつもりですよ」

「うっ……そこはお手柔らかに頼むわ」

　しばらくは忙しい日々が続きそうだと朝陽は頬を引き攣らせた。

　ただ、嫌な気持ちは全くしない。

　口に含んだカレーもいつの間にか、ほんの少しだけ旨味を感じられるように思えた。

「ごちそうさま」

　美味しかった、といつもは続ける言葉を朝陽は口直しの水と共に飲み込んだ。

　その一言は、いつか然るべき時に取っておく。それでも、作り手への感謝は忘れない。朝陽は米の一粒も残さず完食し、冬華に向かって両手を合わせた。

「いつか、あなたに美味しいと言ってもらえるように頑張りますね」

　そう言って、冬華は桜色の薄い唇をたゆませた。

　見間違いでなければ、乳白色の肌が淡く紅潮しているように思える。

　一つ確かなのは、冬華が微笑んだということだ。

　他でもない朝陽に向かって、今度は確実に、意識的に笑いかけていた。

（いつも笑ってればいいのに……）

　食器をシンクに運び入れ、洗い物を始めた冬華はすでに凛とした顔つきになっている。

　最近はそのクールな表情も、この家の中では穏やかで柔らかいものになっているような感覚を覚え、朝陽もまた小さく笑みをこぼした。
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　クールで素っ気ないお隣さんとお互いの得意分野を教え合う関係が始まった数日後。

　夕飯の買い出しからマンションに戻った朝陽は、冬華が住む部屋から見知らぬ女性が出てくるのを見た。

　背丈が高く、朝陽と同じかそれ以上はあるかもしれない。スレンダーなスタイルと相まって、ビジネススーツがよく似合っていた。

「はあ……」

　女性は氷室と書かれた表札に目を向けて、セミロングの黒髪を控えめにかきあげた。小さなため息はイラついた気持ちを吐き出しているように思えたが、何かを心配しているように見える。

（氷室の母親か？）

　真っ先に家族の存在を思い浮かべたが、それにしては顔が似ていない。母親ではないとすると、親戚だろうか。女性の正体はわからないが、家から出てきた以上は冬華と近しい関係にあるはずだ。

「こんばんは」

　女性は朝陽に気づくと軽く会釈をした。

「……こんばんは」

　朝陽も挨拶を返し、さっさと自分の部屋に戻ろうとする。

「もしかして、あなたが火神朝陽様でしょうか？」

「……どうして俺の名前を？」

「冬華お嬢様に聞きました」

　女性は朝陽の顔と火神家の表札を交互に見て、「なるほど」とひとりでに納得した。

　しかし、朝陽は全く状況を飲み込めていない。様付けされたことや女性の正体が気になるのはもちろん、冬華お嬢様という呼称が引っかかって仕方がなかった。

「申し遅れました。わたくし、氷室家の家政婦を務めさせていただいている、立たち花ばな香か織おりと申します」

　困惑気味の朝陽に気づいたのか、香織と名乗った女性は丁寧に自己紹介をした。オフモードから切り替えたのか、口調はテキパキとしたものになっている。

　どうやら冬華が令嬢だという噂は事実らしい。突然現れた家政婦の存在は、冬華の育ちの良さを裏付けしていた。

「火神様、どうか冬華お嬢様をよろしくお願いします。その態度から冷徹で、冷酷だと思われてしまうかもしれませんが、本当は繊細で傷つきやすいお方ですから……」

　香織はそれだけ言って、深々と頭を下げた後に、朝陽の横を通り過ぎた。

（よろしくと言われてもな……）

　頼られたところで何をすればいいのかわからない。思い当たることといえば、料理を教えることくらいだった。

「繊細で傷つきやすい、か……」

　香織の言葉を思い出しながら、朝陽はドアの鍵を回す。それと同時にガチャリ、とお隣の鍵が開く音がした。

「ちょうど買い出しから帰って来たとこ」

「お、お疲れ様です……」

　時計を見れば集合時間の五分前を指している。集まるにはいい頃合いだろう。

「入れよ、寒いだろ」

「あの……」

　どこかぎこちない様子の冬華に呼び止められ、朝陽は玄関で立ち止まる。

「先程、スーツ姿の女性を見ませんでしたか？」

「見た。氷室の家政婦らしいな」

「どうしてそれを……」

「さっき自己紹介された」

　朝陽が端的に説明すると、冬華は小さく項垂うなだれてしまった。そして、やがては意を決したように顔を上げる。

「火神さん、後で少しお話があります」
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「で、話っていうのは？」

　夕食を食べ終わり、洗い物を済ました後。食休みの時間に朝陽はお預けになっていた話を切り出した。

「話とはあの人……立花さんのことです」

　冬華曰く、香織は氷室家の家政婦で間違いないようだ。それもただの家政婦ではなく、氷室家お抱えの家政婦らしく、専属で働いている優秀な人材らしい。

「やっぱり凄いお嬢様だったんだな」

「凄いのは私ではなく父ですけどね……この家に一人で住むことになってから、家政婦を派遣してくれました」

「だから一人暮らしでも何とかなったのか」

「……馬鹿にされていませんか？」

「気のせい気のせい」

　朝陽が取り繕うと、冬華は小さなため息を吐く。

「立花さんにはお弁当や夕食など食事の管理を始め、家事の全般を担当してもらっています。あなたの言う通り、ここでの生活は随分と助けられていますね」

「へえ、そりゃいいな……ん？　ちょっと待て」

　冬華の話に引っかかりを覚え、朝陽はこれまでのことを整理してから口を開く。

「その家政婦がいるなら、どうして今まで頼らなかったんだ？」

　朝陽が言う今までとは、冬華が熱で倒れてから今日までのことだ。発熱の際は勤務日ではなかったかもしれないし、髪飾りの件も一人で探そうとやけになっていたのかもしれない。

　それでも球技大会の時、手を怪我してしまった間などは、朝陽に頼らずとも家政婦の存在があったはずだ。

　今だって、朝陽ではなく家政婦に料理を教わるという選択肢があってもおかしくない。

「それは……ご家庭の都合で、立花さんはしばらく休養を取っていたんです」

「なるほどね。じゃあ、さっきのは復帰の挨拶か」

「いえ、むしろその逆です。復帰が長引きそうだと。そして、別の人を雇ってはどうかと言われました」

　淡々と説明する冬華からは少し寂しげな表情が窺える。香織が冬華の身を案じていたように、冬華もまた香織に対して何か思うところがあるのかもしれない。

「それで、氷室はどうすんだ」

「私は……立花さんが戻るのを待ちます」

「……家事、大丈夫か？」

「やっぱり馬鹿にしていますね……」

　ジロリ、と睨まれ朝陽は思わずたじろぐ。しかし実際、冬華に家事ができるかどうかは怪しい。触れてこなかったが、密かに心配していたことだった。

「立花さんは毎日いるわけじゃありませんから。掃除も洗濯も私がやることだってあります」

「確かに、それはそうだな」

　そういうことなら朝陽の心配は杞憂に終わる。ただ一つを除いては。

「食事は？」

「……作り置きしてもらっていました」

「やっぱりダメじゃねーか」

　わかっていたことだが、冬華は料理を苦手としている。これまで家政婦に頼り切りだったわけで、食事に関してはかなり心配だった。

　スーパーでレトルトやお惣菜を買う姿を目撃したり、体調を崩して熱を出したり、最近は昼食を学食で食べているという話も、全て家政婦の不在の影響だと推測できる。

「……あなたがいるでしょう」

「ん？」

「だから……」

　覇気のない小さな声に思わず聞き返すと、今度は珍しく冬華が語気を強めた。

「昨日の約束、もう忘れたんですか」

「ああ、そういうことね」

　つまり、料理に関しては任せると言いたいらしい。

「もしかして、このこと家政婦さんに言ったのか？」

「……言いました」

「なるほど、だからよろしくってわけね」

　冬華の料理の腕を知っていれば、家政婦さんが心配になる気持ちも十分にわかる。

「家政婦さんのためにも頑張らなきゃな」

「……はい」

　どういうわけか、顔を赤く染めた冬華はクッションで顔を隠してしまう。朝陽が話しかけても、うんともすんとも言わない。勉強会を始めるまで、冬華はずっとそのままでいた。
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　球技大会から一週間が経って、キッチンに立つ冬華には目に見える成長が現れていた。

　今日は五品作ったこともあり、多くの洗い物を要したのだが、水切りかごに並べられた食器の数々はどれも等しくピカピカに輝いている。

「どうでしょうか？」

「甘めに採点して八十点かな」

「そこは厳しくお願いします」

「なら七十点。まだ時間がかかっているし、水と洗剤を使いすぎてる……っても、よく上達してると思うぞ。これなら安心して任せられる」

　流石は完璧超人と噂されているだけあって、朝陽が一を教えると、冬華は十を習得した。まだ無駄とムラが見られるものの、期末テストまでには百点を付けられるようになっていてもおかしくはない。

　ただ、それは残念ながら洗い物に限った話だった。

「料理の方は先が長いな……」

「なっ……上げて落とすなんて、本当にあなたはイジワルですね……」

「しょうがないだろ、事実なんだからさ」

　冬華は料理のセンスがない――それが、今日までに朝陽が導き出した結論だ。

　ここ一週間、朝陽は夕食を作っていく中で、初心者にも問題なく行えるであろう工程は冬華に任せることにした。習うより慣れよという言葉があるように、ただ説明を聞いているだけでは仕方がない。そう思い立った故の試みだったのだが、冬華はことごとく失敗を重ね続けてしまう。

　米を炊けば水気が多くベタベタとした食感になり、野菜を切れば不揃いで分厚い塊が探勝する。レシピ通りに作ろうと努力はしているのだが、基本スキルがない故に、完成品は残念な仕上がりになってしまうのだった。

　お陰で朝陽は調理の軌道修正と冬華のご機嫌取りに追われ、いただきますと手を合わせる頃には疲労困こん憊ぱいという毎日を送っていた。

（イジワルっていうなら、俺じゃなくて神様に言ってほしいね……）

　天は二物を与えずとはよく言ったもので、どうやら冬華は多くの才能を与えられた一方、料理の神様には見放されたらしい。

　料理に関しては一を教えても十分の一しか習得してくれないあたり、これはもうセンスの有無を問うしかないだろう。

「まあ、気長にやってこうぜ。こういうのは慣れが大事って言うしな」

「私もそう思います。そのうち、あなたより腕を上げてみせますから」

「おい、調子に乗るな。今日も火加減間違えて焦がしただろ。昨日だって――」

「あー、あー、何も聞こえませんね。塩を入れすぎたことなんて私は知りません」

「しっかり聞こえてるし、ちゃんと覚えてるじゃねーか……」

　両手で耳を塞いで朝陽の言葉を遮ろうとする冬華の様子は、親に怒られている最中に拗ねてしまった反抗期の子供そのものだ。

　相変わらずその表情と声音はクールな様相を保っているが、口にする言葉や仕草反応は段々と年相応な幼さが垣間見えるようになっている。

　ここ数日は何度か微笑を浮かべるようになり、最初の頃との変わりように朝陽も自然と口角を上げることが増えた。

「何を笑っているんですか。最近、そのニヤついた顔がよく目に付きます」

「別に何もないよ。ただ笑ってるだけ」

「また、そうやってはぐらかす……。何もないのに笑う人ってなかなかですよ」

「と言いますと？」

「おかしいというか、気持ち悪いですね」

「うわっ、地味に傷つくな……」

　要所要所で氷と形容するにふさわしい冷たい視線と言葉は健在なのだが、その冷たさにも以前とは違った感覚を覚える。

　以前は容赦なく相手を突き放し、途中に分厚い壁を築いて遮断する、氷柱つららのような鋭さが冬華の一挙一動には含まれていた。

　しかし、今はコミュニケーションの一環として素直に受け取ることができる。それこそ、冗談めかした行動が多い千昭や日菜美に対して朝陽が素っ気ない反応をするのと同じような感覚だ。

「あっ、また笑った。あなたには芸人さんの幽霊でも見えているのですか？」

「ご明察。ほら、氷室の真後ろにパンツ一丁の男が――」

「ひっ……ほ、本当ですか!?　どっ、どこにそんな変態が……」

　振ってきたので乗ってみただけなのだが、どうやら冬華は真に受けてしまったらしく、定位置と化したソファーの端っこから飛び降りて後ずさりをした。

　冬華と一緒にいると、こういう新たな一面を見られるので飽きることがない。

　元々がミステリアスなのと相まって、その様子は妙に可愛らしく、朝陽は三度小さな笑みを浮かべた。
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　しばらくからかった後に本当のことを言えば、冬華は唇をムッとさせてそっぽを向いてしまった。

「そもそも幽霊など科学的な根拠は一つもないわけで、そのほとんどは人間の思い込みと錯覚によるものと言われていますし、絶対に存在しないことはわかりきっているのですが、やはり目に見えない以上もしかしたらと考えてしまうのは仕方がないことで……」

　どうやら冬華は焦ると早口で饒舌になる癖があるらしい。

　不機嫌というよりは拗ねているようで、勉強会中はいつもより二割増しで厳しいように思えたが、こればっかりは八つ当たりではないかと抗議の思いが募る。

　とは言え、わかりやすく丁寧な授業は健在で、今日の課題が終わった頃には掌返しで冬華に賞賛の言葉を送ることになった。

「本当、氷室は教えるのが上手いよな。英語力は海外に住んだ経験があるとしか思えないレベルだし頭が上がらないわ」

「……わかりやすいお世辞は必要ありません」

「いや、本当に思ってるんだって……」

　ほとぼりが冷めたと思いきや、冬華はまだご機嫌斜めモードらしい。

　最近は少し会話をしてから帰るのに、今日はさっさと荷物を纏めて玄関に向かおうとするあたり、相当からかわれたことを根に持っているのだろう。

「幽霊が怖いってのは、可愛げがあって良いと思うけどな……」

「何か言いました？」

「何も言ってません」

　気にすることでもないのにと小さく口にしただけで、ギロリと鋭い視線が飛んでくるのでこれ以上は掘り下げないほうが良さそうだ。

　氷の令嬢は幽霊が苦手。そんな可愛らしい意外な一面を心にそっとメモするにとどめ、朝陽は今すぐ帰ろうとする冬華の後ろ姿を急いで追った。

「明日、俺に予定があるってのは覚えてるよな」

「……ご友人が遊びに来るのですよね？」

「そうそう……っておい、ちゃんと自炊するんだぞ！　レシピ本は渡したからな！　あと、包丁使いと火加減には気をつけろ――」

　最後のほうはただの心配になったが、全てを言い切る前にバタンと音を立てて玄関の扉が閉まった。

　数日前から伝えておいた予定はしっかりと伝わっているようなので、大きな問題はないはずだ。

　冬華が自炊をしてくれるかはやはり気になるが、料理の基本は一通り教え終えた。本人もやる気を見せていたので、きっと一人でも大丈夫だろうと言い聞かせる。

「って、あいつのことばかりだな」

　自嘲気味に呟きながら、朝陽は玄関のブローチを手に取った。ルビーにも似た鮮やかな赤色の輝きは見る者を惹きつけ、色恋沙汰へと結び付ける。

　千昭と日菜美に見つかれば、あれこれと追及されるのは目に見えていた。

「さて、どこに隠そうか……」

　いよいよ明日に控えたバカップルを家に招くというイベントに向け、朝陽は部屋の清掃兼証拠隠滅を始めた。
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　昼ご飯に昨日の残り物を食べ、気休めに掃除機をかける。仕上げに消臭スプレーを使い、ちょうど部屋全体が綺麗になったところで最近は毎日聞くようになった電子音が鳴り響いた。

　ピンポン、と一回鳴らせばそれで済むはずが、来客はいたずらに何度も連打しているようで、早くも大きなため息が漏れる。

　これから約半日の間、あと何回ため息をつくことになるか。もしかすると、両手の指では数えきれないかもしれない。

　もちろん、なんだかんだ言いつつも、楽しみだというポジティブな気持ちは大きかった。

　しかし、玄関の扉の向こうに控える二人組をよく知っている身としては、これから何も起きないわけがないと嫌な予感がよぎってしまう。

「おっじゃまっしまーっす！」

「お邪魔されまーす」

「おい、お前もお邪魔する側だろうが」

　インターホンが軽く十回以上鳴ったところでドアを開ければ、挨拶代わりの軽い掛け合いもそこそこに、日菜美が一直線にリビングへと突っ込んでいった。

「ちーくんから聞いてたけど、本当に凄く広いし凄く綺麗だね……。わっ、このライト凄いオシャレ！　あー、このソファは凄くフカフカって有名な奴じゃん！」

　背中越しに聞こえる日菜美特有の元気で明るい声。その姿は普段の活発さを上回っていて、朝陽は説明を求むと専門家に目で訴えた。

「ヒナはずっと朝陽の家に行きたいって言ってたからな。いつもより数倍テンション上がってんだよ」

「それであのはしゃぎようか……。騒音で近所迷惑になるのは御免だぞ」

「任せとけ、そうなる前に俺が止めるからさ」

「是非ともそうしてくれ。俺じゃ日菜美は制御できん」

　万が一、隣の部屋まで声が響くとなると、ただでさえ昨日の一件で拗ねている冬華の機嫌をさらに損ねてしまう恐れがある。

「本当、いざとなったら頼むぞ千昭」

「それはわかってるけど……やけに釘を刺すんだな」

「……なんだその目は」

「いーや、ねえ？　お隣さんに気になる人でもいるのかと」

「どういう思考回路をしてたらその発想に至るんだ？」

「うわっ、顔が怖い怖い……ほんの冗談だって！　朝陽はご近所付き合いとか気にしないだろ？　だからちょっと気になっただけ！」

「誰でも騒音は気にするだろ」

「ごもっともで……どうかお許しを……」

　情けない声で謝っているが、千昭の考察はかなり的を射ていた。その鋭い指摘に思わず頬が引き攣りそうになる。

　こういった思考力を恋愛脳に全振りするのではなく、できることなら勉強面に使ってほしいと朝陽は切に思った。

「妙な詮索をするな。お前が想像するような相手はどこにもいねーよ」

　低い声で牽制すれば、両手を挙げて降参のポーズを取り、素直に謝罪の言葉を口にした。相手が嫌がる素振りを見せれば、大人しく引き下がるのは千昭のできたところだろう。

　隣に冬華が住んでいるなどと教えるわけにはいかない。毎晩夕食を共にしていることや、勉強を教えてもらっていることなどなおさらだ。万が一バレることがあるようなら、引き際をわきまえているといえど根掘り葉掘り聞いてくるだろう。

　朝陽としても、こればっかりは不機嫌モードで乗り切れる気がしないので、千昭の目聡い指摘は冷や汗ものだった。

　そして、背後から近づいてきた騒がしい足音に再び変な汗が流れ出る。

「何々、朝陽に好きな人ができたの!?」

　リビングを堪能し終わった日菜美が目を輝かせて玄関へと戻ってくるのを見て、朝陽は三度目のため息と共に思わず天を仰いだ。
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「朝陽ー、ゲーム飽きたー！」

「飽きたって言われてもな。俺の家には何もないって散々言ったろ」

「ぶー、確かにそうだけど……本当に何もないんだね」

「そうなんだよ、朝陽の家には何もないんだよ」

「家主が言う分にはいいけど、お前らが言うと結構失礼だからな？」

　だってー、と懲りずに文句を並べる日菜美はコントローラーを床に置き、ふらふらと立ち上がったと思いきや隣の千昭の膝上に収まった。

「おい、イチャイチャは禁止って言ったろ」

「……これは最近話題の人型ソファーだからセーフ」

「その最新型ソファーは可動式なんだな」

「そうなんだよ、座った人を包み込んで温めるっていう」

　どうやらお喋り機能付きらしい千昭改め最新型ソファーは、日菜美の小さな身体を全身で抱きしめている。

　これをイチャイチャと呼ばずに何と言うのか、記念すべき十回目のため息をついた朝陽は部屋の時計に視線を移した。

「そろそろ夕飯の買い出しに行くか」

「賛成賛成大賛成！　ナイスアイディアだよ朝陽！」

「よっしゃ、本日のメインイベントがいよいよ始まるぜ！」

　さっきまでぐだーっとしていた二人のテンションが急に高くなったことを少し嬉しく思いつつ、朝陽は早速玄関へと向かう。

「リクエストはハンバーグでいいんだよな？」

「うん！　それもチーズが乗ってるやつね！　楽しみに待ってるから！」

「夜道は危ないから気を付けろよー！」

「なんで留守番しようとしてるんだ、お前らも行くんだよ」

「ちょっ、わかってるって！　これも冗談だから怖い顔をしないで！」

　本当に冗談だったのか怪しいが、間違っても二人を家に残すなんてことは絶対にできない。

　冬華が持ち込んだお皿やコップの類は食器棚の奥のほうに隠したし、借りている名前入りの参考書などは持って帰ってもらっている。

　特に玄関のブローチは見つかれば面倒臭いことになるのが目に見えているので、昨夜のうちから洋室のタンスの中へと移動させた。

　万全に万全は期したが、監視の目がないことには不安はどうしても拭えない。

「ほら、早く行くぞ」

「はーい、今行くー！」

　準備を軽く済ませた二人が後ろに続くのを確認して、朝陽は玄関の扉を開けた。

「あっ……」

「えっ……」

　透き通るような綺麗な声と、間抜けな低い声が同時に外に響く。

　朝陽の目に映ったのは、スーパーの袋を片手に廊下を横切る黒髪の少女の姿だった。

　咄嗟の判断で朝陽は後ろを振り返り、玄関の扉を閉めようと試みる。しかし、時すでに遅く、千昭と日菜美が目を見開いて口をあんぐりと開けている。それから声にならない声が息ぴったりに響き渡った。

「……氷室さん、だよな？」

「……氷室さん、だと思う」

　千昭と日菜美は互いに目を合わせ、視線の先に映る光景をまだ信じられないといった反応をした。数秒後、何度か瞬きをした後にようやく現実だと認識したらしい。

「朝陽くーん？　どうして氷室さんがここにいるのかなー？」

「朝陽さーん？　氷室さんとはどういうご関係で？」

　日菜美は今日一で明るい満面の笑みを、千昭はウザったらしいニヤニヤをそれぞれ浮かべて口を開く。

　詰め寄ってくる二人に無言の圧力を送るも、効果はほとんどないに等しい。

　次から次へと飛び交う質問は見当違いも甚だしいが、中には核心をつく内容も交じっていて無表情を保つのが難しかった。

　この際、冬華が隣に住んでいることがバレてしまうのは仕方がないとして、問題は一から百を妄想する恋愛脳二人の詮索をどう避けるかだ。過去にあったことや現在の関係を知られた場合、確実に恋だの愛だのに結び付けられるに決まっている。

（こうなるから知られたくなかったんだよ……）

　チラリ、と冬華に視線を向けると、薄っすらと見えるビニール袋の中身はレトルトやお惣菜の類ではなく、野菜を中心にカラフルな色合いが見て取れた。

　昨夜の忠告を素直に聞き入れ、自炊をしようとする努力を確認できたのは嬉しいが、今は残念ながら手放しで喜べる状況にない。良かれと思って促したお節介が、まさかこのような形で自分の首を絞めることになるとは思っていなかった。

「……はあ」

　朝陽の口から再び大きめのため息が漏れる。

　理想的なのは、冬華がこちらを意に介せずそのまま部屋に帰ってくれることだろう。

　他人を拒絶し、心を閉ざしている氷の令嬢――いつもと変わらないその姿を千昭と日菜美に見せれば、二人が想像するような甘い関係は一切ないと手っ取り早く証明できる。

　しかし、冬華は一向にその場から動く気配を見せない。学年一の頭脳を持つ冬華なら、この状況でどう動くべきか容易に想像が付くはずだが、突然のことに動揺しているのか、ビニール袋片手にじっと立ち尽くしているままだ。

　そして、学年一の恋愛脳を持つ少女はこの絶好の機会を逃さなかった。

「ねえねえ、氷室さんと朝陽はどういう関係なの？」

「……えっ？」

　冷たい風が吹き込む暗い廊下に、場違いな明るく弾んだ声が響く。

　対称的に、冬華は少し目を泳がせた後、答えを返すことなく俯いてしまった。

「日菜美、そこら辺にしとけ。困ってるだろ」

「えーっ、じゃあ朝陽が答えてよ！」

　そう言われても、日菜美の質問は簡単なようで難しい。

　火神朝陽と氷室冬華はどういう関係か。

　数秒の思考の後、朝陽は理由のわからないモヤモヤを抱えながら口を開いた。

「……偶々隣に住んでたってだけだ」

「何それ運命的じゃん！　それじゃあ友達はもちろん、その先も――」

「ただの隣人だよ。それ以上でもそれ以下でもない」

　日菜美の暴走を止めるため、朝陽は当たり障りのない返事した。その答えが正しいかどうかわからない。今この場ではっきりわかるのは、日菜美にとっては面白くない回答だったこと。

　そして、もう一つ。

「氷室さんはどうなの……って、あれ？」

　バタン、と大きな音がして、隣の部屋のドアが勢いよく閉まる。

　ようやく冷静に状況を判断できたのか、その態度と後ろ姿は氷の令嬢そのものだった。

　冬の厳しい寒さに増して、朝陽は久々に冬華から冷たさを感じた。

「むぅー、もっと氷室さんとお話ししたかったのに……。朝陽が邪魔したせいで帰っちゃったじゃん！」

「そもそもあっちは喋ってないだろ」

「そ、それはそうだけど、もう少しで話してくれそうだったもん！　こうなったら、朝陽に色々聞きまくるんだから！」

「なんでそうなるんだよ……」

　最悪だ、そんな率直な感想が朝陽の頭に浮かんだ。

　興味津々といった様子で目を輝かせる日菜美も大概だが、さっきから一歩引いた位置でニヤニヤと憎たらしい笑みを浮かべる千昭も油断ならない。

　これから買い出しに行って、調理をして、食事をして、それからまた遊ぶと予定はたっぷりと詰まっている。

　その間、バカップル二人の詮索を逃れ続けることができるのか、朝陽は不安でいっぱいだった。
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「氷室さん、最近何か変わったと思わない？」

「俺もそう思う。少しだけ雰囲気が和らいだというか」

「わかるー！　相変わらず孤高の人って感じだけど、前ほどではない気がするんだよね」

　一人暮らし用の小さなダイニングテーブルに所狭しと並ぶチーズハンバーグを口に運びながら、千昭と日菜美が口にした言葉に朝陽はもう何度目かわからないため息をついた。

　買い出し中と調理中に、耳にたこができるほど「氷室さん」という言葉を聞かされた。

　腕によりをかけたチーズハンバーグを前に手を合わせてからは、話題は朝陽への賞賛へと変わったものの、数分もすれば思い出したようにまた「氷室さん」なので頭が痛い。

「球技大会でブザービートを決められた時、思わず凄いねって声かけたの。そしたらあなたもねって返ってきてさ。しかもちょっと笑ってた気がするの！」

「そりゃ驚きだな。氷室さんが笑ったなんて聞いたことないぞ」

「周りも氷の令嬢がちょっと溶けてるなんて噂してたし、これはもしかしてと思うんだよね！」

「日菜美隊長、もしかしてといいますと？」

「ふっふっふ、よくぞ聞いてくれた千昭隊員。ズバリそれは……朝陽くん、君と氷室さんの恋愛関係だよ！」

　どこかの探偵のように人差し指をビシッと立てる日菜美は、新しいおもちゃを買ってもらった子供さながらに純粋無垢な瞳を輝かせている。

　ただ、その目に映るおもちゃは他でもない自分自身なので、朝陽は可愛らしいなど毛ほども思えなかった。

「根も葉もない話をするな。俺はともかく相手が迷惑だ」

「うっ……顔が怖いよ……」

「ったく、睨まれたくなかったら大人しく食事をしろ。せっかく作ったのに冷めたらもったいない」

「そうだね、こんな絶品料理はアツアツの状態で食べなきゃ」

「わかればよし。ほら、俺のも少し分けてやる」

「わっ、朝陽やっさしー！　流石、隠れ男前！」

　隠れ男前というワードに疑問が浮かぶものの、とりあえず日菜美の暴走を止めることには成功した。しかし、そこで追撃とばかりに口を開いた千昭の言葉に朝陽の心臓がドキリと跳ねる。

「根も葉もちょっとならあるぞ」

「えっ、本当!?」

「……なんだよ」

　ニヤリ、と笑う千昭は得意げに説明を始めた。

「つめた～い氷室さんと、あったか～い火神くん。この二人がお隣さんで何も起きないわけないでしょ」

「これはもしかして……？」

「もしかすると、だな」

「もしかしねえよ。結局、お前らの勝手な妄想じゃねーか」

　氷の令嬢がちょっとだけ溶けているという噂は朝陽も何度か耳にした。会話がいくつか続いたとか、表情が変わったとかその程度のこと。

　それでも、今までの冬華からは想像がつかない変化だったらしい。球技大会への参加とＭＶＰの受賞も含めて、再び学校で氷の令嬢の人気は白熱していた。

　その変化が自分の影響だと考えるほど、朝陽は自惚れてはいなかった。

「あと一つ、これは俺の主観だけどな」

　朝陽がきっぱりと否定した後、千昭はなおも不敵な笑みを浮かべて言葉を続けた。

「朝陽がただの隣人って言ったとき。氷室さん、多分寂しそうな顔してたぞ」

「そういえば確かに……。氷室さんが帰っちゃったのもその時だったし」

「だから、恋愛云々は冗談として何かあるんじゃないかなーと思ってね。まあ、無理には聞かんよ。詮索しすぎるのは良くないからな」

　千昭が引き際を弁えて節度を守ったのを見習い、日菜美も溢れる好奇心を抑えて頷く。

　その後は、本当に「氷室さん」の話を一切せずにごちそうさまと両手を合わせた。




　せめてもの感謝の気持ちとして、洗い物は千昭と日菜美がやってくれるそうなので、朝陽はソファーで休むことにした。

　色々あったせいで心身ともに疲弊が激しく、気を抜くと睡魔に負けてしまいそうになる。そんなあやふやな意識の中で、朝陽は千昭の言葉を反芻した。

　――氷室さん、多分寂しそうな顔してたぞ。

　ただの隣人、あの場ではそう答えるしかなかった。

　それを冬華もわかっているはずだし、気にするような性格でもないはずだ。

　ならば、どうして冬華は寂しいと一目でわかるような表情を浮かべたのか。

　その答えを朝陽は持ち合わせていない。

（そもそも、俺と氷室の関係ってなんだ……？）

　冬華とは一つ屋根の下で食事を共にし、勉強を一緒にしている。

　それはもちろん、ただの隣人という関係には収まらない付き合いだ。

　一方で、どういう関係かと言われたら答えに詰まる。

（あいつはどう思ってるんだ……）

　冬華の姿を思い浮かべながら、朝陽はゆっくりと目を閉じた。




「お前らなあ……」

「安心しろ、水性マジックだからすぐに落ちる」

「私達が帰る時まで気づかないんだもん、笑いをこらえるのに必死だったよ」

　結局、一人では解答を導き出せない難問に残った全ての気力を持っていかれた朝陽は居眠りをしてしまったらしい。

　何やらニヤついている二人に起こされ、再びテレビゲームに興じた後、いよいよ解散といったところで頬に描かれた三本ヒゲの存在を明かされればもう笑うしかない。

「じゃあね、朝陽！　今日はありがとう！」

「ハンバーグ、めちゃくちゃ美味しかった」

　この二人には振り回されっぱなしだが、嫌な気持ちはしない。

　そう再認識をすると、朝陽は千昭と日菜美の頭を軽く叩いて外に送り出した。
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　千昭と日菜美を自宅に招いた翌日。

　ニヤニヤと笑うバカップルをかわしながら普段通りの学校生活を過ごした後、夕飯時にインターホンが鳴った。

　お邪魔します、と玄関に入る冬華の様子はいつもと何ら変わらない。

　ただの隣人と言われて冬華が寂しそうにするなど、やはり杞憂だったらしい。

　自分だけ昨日の一件を意識しているのが馬鹿らしくなってくる。

　そんな考えを、朝陽は食休みの時間に改め直していた。

「……すいません。ご迷惑をおかけしました」

「気にするな。いつものことだろ」

「……はい」

　冬華が謝罪の言葉を口にしたのを、朝陽は冗談交じりに励ます。その内心は言葉とは裏腹に気が気でならない。

　同じようなやり取りを今日はすでに五回も繰り返しているのだ。

　何も、冬華が料理に失敗して落ち込む姿を見るのはこれが初めてではない。一日一ミスは当たり前だし、その度に冬華は悔しそうな表情を浮かべた。

　しかし、それにしても今日の冬華はミスが多かった。

　塩と砂糖を間違えたり、猫の手を忘れていたり。油を床にぶちまけたと思ったら、手を滑らせてお皿をシンクに落とす。

　幸い怪我をすることはなかったものの、一歩間違えれば血を流していた可能性もあった。

　心ここにあらず、そんな言葉が今日の冬華にはぴったりと当てはまる。

「昨日のこと、気にしてるのか？」

　千昭の言葉をふと思い出して声をかければ、冬華ははっとした表情を浮かべた。

　それからすぐに気まずい沈黙が訪れる。

　短くて長いこの静かな時間はきっと肯定を表している。

　そう考えた上で、朝陽は冬華の言葉をじっと待った。

　話したくないことを無理に聞き出したりはしない。

　朝陽が無遠慮な性格をしていたら、とうの昔に氷の内側へと踏み込んでいただろう。そしてきっと拒絶され、心を閉ざされていたはずだ。

　氷の令嬢としてではなく、氷室冬華と今まで接してきたからこそ、朝陽は今こうして同じ空間を共有している。

「……昨晩に問われた質問の答えがわからないんです」

　やがて、俯いて黙っていた冬華が消え入りそうな声で言葉を発した。

　昨晩に問われた質問とは日菜美が聞いたことだろう。

　――氷室さんと朝陽はどういう関係なの？

　あの時から今まで、冬華は答えるべき言葉を探していたらしい。

「あなたにただの隣人だと言われた時、なぜか心に靄もやがかかりました。そうあることを望んでいたはずなのに、求めていたはずなのに、火神さんと私はどういう関係なんだろうって考えてしまって。でも、答えを見つけることはできなくて……」

　小さな声でゆっくりと連なる言葉の数々を、朝陽は一つ一つ丁寧に受け取った。

　どうやら、千昭の指摘は的を射ていたらしい。

　冬華はただの隣人という言葉をずっと気にしていた。

　その理由は不透明で正確に把握することは叶わない。

　それでも同じような気持ちは朝陽にも理解することができた。

　きっと、関わりすぎてしまったのだ。

　ただの隣人という言葉で関係を表すことに、猛烈な違和感と嫌悪感を抱いてしまうほどに。

　朝陽は冬華と、冬華は朝陽と関わりすぎてしまった。

「ただの隣人ってのはあの場を収めるために仕方なく言っただけだ」

「……本当ですか？」

「ああ、本当だ」

　顔を上げた冬華に、朝陽は力強く肯定の言葉を投げかける。

　昨夜、眠りにつくまで考え続けた。

　火神朝陽と氷室冬華の関係について。

「……俺は、氷室を友達だと思っているよ」

　ともだち――そのたった四文字を言葉にするのがどうも気恥ずかしかった。

　頬が熱を帯び、胸の鼓動が速まるのが嫌でもわかる。

「ともだち……」

　僅かに目を見開く冬華と目が合って、それからすぐにまた俯いてしまう。

　長い髪に隠れて表情を窺うことはできないが、友達という言葉に反応を示したのは確かだ。

　何をもって友達と言えるのか、それは朝陽にもわからない。その関係を証明する便利なアイテムはどこにも存在しないのだ。

　それでも友達だと思うことは誰にでもできる。

　氷室冬華は友達。

　それが一晩考えた末に導き出した結論だ。

「……長い間、私は友達という関係を避けていました。誰とも関わらず、一人でひっそりと生きたい。そう、確かに思っていたんです」

　冬華が静かに声を震わせる。その身に纏う冷たい氷の内側から、熱の込められた本音が語られた。

　頭に浮かぶ、どうして、いつから、といった疑問を心の底に押し留め、朝陽は話の続きを待った。

「だけど私は……火神さんのことを……」

　一言ずつ、冬華は時間をかけて言葉を紡いだ。

　再び訪れた沈黙はどこか温かい。

「……友達と……思いたいです」

「……思いたいってなんだよ」

「だって、友達という関係を証明するものは存在しないじゃないですか……」

　似たような考えを持つものだ、と朝陽は驚くと共に心が和んだ。

　友達の証明――それは形にすることはできない、目に見えない繋がりだ。

　それでも一つだけ、友達だと思っていることを相手に伝える手段を朝陽は知っている。

「冬華」

　なるべく平常心で口を開いたはずが、少しだけ声がぶれてしまった。

　いつになっても恥ずかしいものだと朝陽は乱雑に頭を掻く。

　日菜美に名前呼びを強要された時も抵抗があったことを覚えている。それを自発的にやるとなると、とてもじゃないが相手の反応を見ることができず、朝陽は思わず冬華から目を逸らした。

「親しみを込めて下の名前で呼ぶってのはよくあるだろ……嫌ならやめる」

　友達の証明になると思う。そんな無言のメッセージを含めて言葉を送る。

　冬華がどんな表情を浮かべているのか、どんな気持ちを抱いているのかはわからない。

　ゆったりとした静寂の中で、やがて朝陽の耳に声が届いた。それは小さくて弱々しい、それでいて透き通った美しい声だった。

「……朝陽……くん」

　自分の名前を呼ばれ、反射的に朝陽は声の主へと振り向いた。

　そして、ぴったりと目が合う。

　冬華はまっすぐと揺らがぬ視線を朝陽に向けていた。

「私と……友達になってくれますか？」

　絹のように美しい黒髪に隠れた頬は、今までにないほど真っ赤に染まっていた。その瞳は透明な薄い膜を張って、キラキラと綺麗な輝きを見せている。
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　可愛い、そんなシンプルな感想が朝陽の脳内を支配した。

　心臓がとてつもないスピードで脈を打つ。

　身体の内側からじんわりと熱が込み上げる。

　鏡を見ずとも、今の自分の顔が冬華と同じ色をしていることは明白だった。

「……もちろん」

　いったいどれほどの時間、冬華に見とれていたのわからない。ようやく我に返った後、朝陽はぶっきらぼうに短く言葉を返した。

　お互いの名前を呼ぶだけで特別な気持ちになるのはなぜだろうか。

　心の中で渦巻くふわふわとした感情の正体は何なのだろうか。

　最近は一人では解くことができない難問に遭遇することが多い。

　それでも一つだけ、自信を持って答えを示せる問題があった。

　Ｑ．火神朝陽と氷室冬華の関係は？

　Ａ．火神朝陽と氷室冬華は友達。

　この解答には大きな花丸がつくだろう。

　こうやって、一つ一つ答えを見つけていけばいい。

「明日は集中して調理してくれよ？　油の掃除とかもうこりごりだからな」

「なっ、なぜ今その話を掘り返すのですか！」

「さっきまで暗い顔してたからな。なかなか言い出せなかったんだよ」

　今の冬華の表情はとても穏やかで、いつになく優しいものに思える。

　一時間前の大惨事を指摘したことで少し拗ねてしまったがこれでいい。

　暗い顔をしていたから、というのはそれっぽい建前だ。本音は、このむず痒い気持ちと気恥ずかしい雰囲気を変えたかったから。今まで通り会話をすることで、朝陽は全身に回る熱と脈打つ胸の鼓動を落ち着けようとした。

　しかし、残念ながら朝陽の思惑通りにはなってくれない。

「……朝陽くんは色々とイジワルです」

　上目遣いで放たれた言葉に、朝陽は衝動的に口を開きかけた。

　今度こそ、かわいいの四文字が喉元まで迫り、ギリギリのところで留まる。

（反則だろそれは……）

　僅かに尖らせた桜色の唇や、こちらを見つめる眼差しが朝陽の心を惑わせる。

　冬華は時々、年相応の幼さを見せるので心臓に悪い。

　何より自分で始めたことながら、下の名前で呼ばれることにまだ到底慣れそうになかった。

　そして、慣れないという点は冬華も同じらしい。

　ほんのりと頬を染めた冬華は、照れ隠しに淡い微笑みを浮かべた。

　その表情がまた可愛らしく、とても愛らしい。

　いよいよ直視できなくなった朝陽は再び目を逸らし、黙々と勉強会の準備を始めた。
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　苗字呼びに戻ったり、言葉が詰まったり、声が震えたり。どこかぎこちない日々を送りながら、二人はゆっくりと名前呼びに慣れていった。

　朝陽が料理を教え、冬華が勉強を教える。そんな生活に大きな変化はなかったが、氷と形容される冬華の態度はまた少しだけ和らいだように感じられた。

「ここは二次方程式の解の応用を使います。まず、アルファを代入して……って聞いてますか？」

「あ、ああ……ごめん、ぼーっとしてた」

「しっかりしてください。もう期末テストは目前ですよ」

「仰る通りで……」

　定期試験を前にして、勉強会はテスト対策に変わる。冬華は小テストやまとめノートを用意してくれており、朝陽の勉強はかなり捗っていた。

　ここまで時間と労力を割いてもらっている以上、生徒である朝陽が気合を入れる必要があるのはもちろんわかっている。

　ただ、どうしても最近は勉強会に集中できない理由があった。

「この問題はテストに出題されると思います。あと、次のページの問三も……」

　丁寧にテスト問題の予想を教えてくれる冬華の声がすぐ隣から聞こえてくる。以前は対面に座っていただけに、隣となると余計に距離が近く感じた。

　今までが遠かったとはいえ、これは近すぎる気がしないでもない。

　教科書のページをめくろうとすれば肩が触れ合い、身体を動かせば甘い香りが鼻孔をくすぐる。それくらいのことで動揺するほど朝陽は初心でなかったはずだが、無心でいようと思っても意識が削がれてしまう。

「……今日はこの辺でおしまいにしましょう」

「もう終わるのか？　いつもより大分早い気がするけど」

「朝陽くん、さっきから上の空じゃないですか。きっとこれ以上は集中が持たないでしょう？」

　不満気に口を尖らせた冬華に図星を突かれてしまえば反論の余地がない。

「せっかく冬華が教えてくれてるのに申し訳ない……」

「いいんですよ、私の試験対策にもなっていますから」

　両手で謝罪のポーズを取れば、冬華が僅かに口角を上げる。

　その穏やかで柔らかい微笑みは、もはや珍しいものではなくなっていた。

　名前を呼び合うようになってから、冬華はよく話すようになったし、よく笑うようになった。

　丁寧な言葉遣いや持ち前のクールさは変わらないが、明らかに距離は縮まっている。

「それでは、今日は帰ります」

「ん、また明日も頼む」

「ええ、もちろん。集中力、高めておいてくださいね」

　いつも通り玄関まで見送ると、冬華が最後に意地の悪い笑みを浮かべた。

　こういう表情は今までなら絶対に見られなかったものだ。

　最近は、以前の氷対応が嘘だったかのような感覚すら覚える。噂話の表現を借りれば、最近はちょっとずつ氷が溶けているような気がした。

　その氷を溶かしているのは間違いなく、友達という目に見えない関係だろう。

　一人になったリビングへと戻ると、カウンターに置いておいた携帯電話が短く振動した。どうやらメールが届いたらしい。

「千昭か日菜美あたりか？」

　朝陽は友人を思い浮かべながら送り主の名前を確認し、それから複雑な表情を浮かべた。

　火か神がみ透とう子こ――それは、朝陽の母親の名前だった。
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　期末テスト前日、朝陽と冬華は夕食を共にした後、食休みもそこそこに勉強会を始めた。

　普段から真面目に、そして計画的に勉強をしている二人にとって試験前日は試験範囲の総復習にあてられる。

　今から新しい知識を詰め込み、一夜漬けで挑むなど以ての外。

　互いに問題を出し合い、抜けている知識を補い、時には教科書と参考書を振り返る。

　そうして順調に進んでいるように思えた試験勉強だったが、バキッと小さくも鈍い音がして、二人の集中力は途切れてしまった。

「マジか、ツイてねえ……」

　小さくため息をつき、朝陽は握っていたシャープペンシルをカチカチとノックする。しかし、いつもの押し込まれる感覚はなく、新しい芯が顔を出す気配もない。念のため、一度分解して再構築しても結果は同じだった。

「そのシャーペン、いつも使っている物ですよね」

「まさか前日に壊れるとはな。まあ、予備もあるしまた買えばいいけど」

　そう言って、朝陽は筆箱から百均の安い代替品を見繕う。

「さっきのとは違いますね」

「あれは高いからな。一本持ってればいいと思ってた」

「なるほど……」

　朝陽お気に入りのシャーペンは機能性が高く、デザインもこだわっているゆえに単価が高くなっている。その分耐久性も高いため、朝陽は中学生の時から愛用していた。

　無理な使い方はしていないので、寿命が近づいていたということだろう。そう割り切って、朝陽は勉強を再開する。

　しかし、冬華は何か引っかかることがあったらしい。

「朝陽くん、もしかして疲れているのでは？」

「どうしてそう思ったんだ？」

「それは……いつもより、ため息が多いなって」

　疲れているか、と聞かれても朝陽自身はこれといった疲労を感じていない。体調は万全のはずだし、心身ともに良好なコンディションなはずだ。

　いつもより、ということは普段からため息をつきがちなのだろうか。自覚はないが、今日はその回数が特に多かったようで、冬華が心配そうな視線を向けてくる。

「そろそろ休憩にしましょうか」

「いや、疲れてるわけじゃないから大丈夫だぞ。ため息は多分、癖みたいなものだ」

「それでも休憩はどのみち必要です。根を詰めすぎてもいけませんし」

　どうやら問答無用で授業は休憩に入るようで、冬華はさっさと立ち上がってキッチンに向かってしまった。その手には空のカップが二つ収まっている。

「何を飲みますか？」

「じゃあ、コーヒーで。悪いな、俺の分まで」

「お気になさらず。朝陽くんはそこで休んでいてください」

「休めって言われても、本当に疲れてないんだけどな……」

　慣れた様子でコーヒーを淹れる冬華の姿を眺めながら、朝陽はお言葉に甘えて一息つかせてもらった。

　ソファーに全体重を預け、無気力にぼーっとしていると、今度は意識的にため息が漏れる。

　これは決して、疲れているわけじゃない。ただ少々、面倒くさいことに巻き込まれている最中なのだ。ため息が多い、という指摘はその影響で間違いないだろう。

「お待たせしました」

「ん、サンキュ」

　しばらくすると、冬華が白い湯気が立ち昇るコップを持ってきた。

　少し冷ましてから一口啜ると、コーヒー特有の苦みの中に仄かな甘みがじんわりと広がる。

　朝陽がよく好んで飲む、いつもの味と全く同じだ。

「……うまい」

「それは良かったです。砂糖一つとミルク一つでしたよね？」

「そうだけど、よく知ってたな」

「朝陽くんがいつも飲んでいるので覚えました」

「本当、そういう記憶力はずば抜けてるのに……」

　料理はなんで、と言いかけて朝陽は口を固く閉ざした。

　もし、言葉を続けていたら冬華が頬を膨らませてしまうのは目に見えている。

「コーヒーを淹れるのは上手いんだな」

　慌てて会話を軌道修正したが、冬華の目と耳は誤魔化せなかったらしい。

「さっき、何か言いかけませんでした……？」

「いや、そんなことは――」

「絶対、またイジワルなことを言おうとしていましたよね。怒らないので隠さず言ってください」

「その言い方は結局怒るやつだろ……」

　ついでに高確率で不機嫌にもなるだろうから、可愛らしく目を細めて詰め寄られたところで黙秘を貫くしかない。

　この場をどう収めようかと冬華の追及を逃れながら考えていると、タイミング良く携帯電話の着信音が鳴った。

「……朝陽くんの携帯からですね」

「電話がきたっぽいな。ちょっと出ていいか？」

「ええ、それはもちろん……」

　逃がすのは惜しいが、追うことができない。そんな獲物を見つめる肉食動物のような鋭い目をした冬華からそそくさと離れて、朝陽は携帯片手に洋室へと向かった。

　ドアに寄りかかり、そこで初めて電話をかけてきた相手の名前を確認して――朝陽は再び、そして特大のため息をついた。
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「早かったですね……お母さんからの電話だったのでは？」

「聞こえてたか。そう、うちの母親から」

「それならもう少し話しても良かったんじゃ……」

「いいんだよ、大した用件じゃなかったし」

　一分足らずで洋室から戻ってきた朝陽は、どこか暗い表情をした冬華に迎えられた。どうやら母親への対応に思うところがあるらしい。

　思えば冬華は家族の話になると、いつも哀愁を帯びた表情を浮かべる。一人暮らしの件や今までの話から、どことなく家庭環境に関する問題が見え隠れするのだが、それは推測の域を出ない。

　冬華の過去が気にならないと言ったら嘘になるが、話したくないことを無理に聞き出したりはしない。それが、朝陽なりの冬華への接し方だった。

（いつか、話してくれる日が来たりしてな……）

　朝陽は縮まった身体的な距離の先に、まだ遠く思える精神的な距離を感じていた。

　しかし、目の前で沈んだ表情を浮かべる少女を放っておくわけにもいかない。

「本当に大したことじゃないんだぞ？　メールの返信の催促電話だから」

「メール、ですか？」

「昨日送られてきたんだけどな……ほら、これ」

　見られてマズいものでもないので、朝陽は問題のメールを表示して冬華に見せることにした。

　そこにはたった一文だけが簡潔に書かれている。

『クリスマスイブにうちの店の予約取っておいたから、意中の子でも誘って来なさい』

　昨日から無意識に漏れるため息の原因は十中八九、母親から送られてきたこのメールだ。

　朝陽から携帯を受け取った冬華は、その短い一文をまじまじと興味深そうに見つめる。

「うちの店というのは、以前言っていたご両親のお店ですか？」

「そうそう。soleil levantソレイユ　ルヴァンってとこ」

「そ、ソレイユルヴァンですか!?」

　目を見開いて驚く冬華に朝陽は驚く。

「知ってるのか？」

「知っているも何も、最近三ツ星レストランに認定されたお店じゃないですか」

「まあ、そうだな」

「朝陽くんのご両親、とても凄い方ですよ……」

　同じことを千昭と日菜美にも言われたが、身内故にあまりピンとこないのが正直なところだ。

　今さっき電話をかけてきた相手が超一流のパティシエだとしても、朝陽にとっては母親以外の何者でもない。それも、何かと息子の頭を悩ませる気難しい母親だ。

「そういえば、朝陽くんが一人暮らしを始めた理由って……」

「お察しの通り、親の店が三ツ星に認定されて大忙しになったから」

「タイミングが良いのか悪いのかわかりませんね」

「父さんは泣きながら笑ってたな」

　三ツ星認定に全力で喜び、息子との別居に全力で落ち込む父親の姿は今も鮮明に覚えている。笑うのか泣くのかどっちかにしてほしいのだが、感情のコントロールが難しいらしい。

「いいお父さんですね」

　当時の様子を説明すると、冬華はやんわりと笑みを浮かべた。

　それから視線を逸らし、朝陽の携帯へと目を向ける。

「先ほどのメール、早速返信しましょうよ。答えは決まっているじゃないですか」

「そうだな……。また電話がかかってきそうだけど、ここははっきり断りのメールを――」

「断るのですか!?」

「なんだよ、さっきからやけにテンション高いな」

「だ、だって、三ツ星レストランですよ？　それを断るなんて……」

「そう言われてもな。親の店だから行きづらいし、そもそも誘う相手がいない」

　生憎、朝陽はクリスマスイブを共に過ごす相手がいない。千昭や日菜美などは思う存分イチャイチャするだろうが、去年も一昨年もそれより前も、朝陽にとっては家族と過ごす日となっている。

　そんな息子を母親としては放っておけないらしい。

　毎年このシーズンになると母親から同じ文面のメールが届くので、恋愛沙汰に縁のない朝陽としては悩みの種になっていた。

（冬華を誘う……ってのは流石にな……）

　クリスマスイブに三ツ星レストランで男女二人きりのお出かけだ。メールの内容を見せてしまった以上は意中の相手という言葉を意識せざるを得ない。この状況で一緒にどうかと誘うには如何せんハードルが高かった。何より、せっかく近づいた友達という関係を壊してしまう恐れがある。

　だから朝陽はいつも通り、母親のありがた迷惑な厚意を断ろうと考えていた。

　しかし、ここにきて考えもしなかった新たな選択肢が浮かび上がる。

「私がご一緒するのはダメでしょうか」

　突然の提案に驚いて視線を向ければ、冬華が俯いてぷるぷると震えていた。

「……俺とってことか？」

「朝陽くん以外誰がいるのですか……」

　そうは言われても、まだ上手く思考がまとまらない。

「やっぱりダメですかね……。条件に当てはまってないですし……」

「いや、意中の人ってのは気にしないでいいけど……」

　予想外の選択肢に朝陽は戸惑いを隠すことなく呆然とする。

　それでも上目遣いの冬華と目が合えば、答えは自ずと決まった。

「冬華が行きたいなら、一緒に行くか？」

「よ、よければ是非！」

　パッと明るくなった表情にキラキラと輝く純粋無垢な瞳。その柄にもなくテンションが高い冬華の姿に、朝陽は思わず胸が熱くなるのを感じた。意中の相手、そんな言葉と相まって気恥ずかしさが込み上げてくる。

　冬華も同じ気持ちなのだろうか、はっと我に返ったように落ち着きを取り戻すと、再び俯いて静まってしまった。

　この雰囲気は大分気まずい。そう思った朝陽は咄嗟の思考で会話を続けた。

「そもそも二十四日は空いてるのか？　男子から誘われまくってるって聞いたぞ」

「それは……お断りさせていただきました」

「あー、まあ、そんな気がしてた」

　ご愁傷さまですと、あえなく散っていた男子に心の中で手を合わせる。

　おそらく、長期休暇前に冬華とお近づきになろうという算段だったのだろう。期末テストが終われば、テスト返却日及び終業式を迎えてすぐに冬休みだ。この時期は、クリスマスを利用して異性をデートに誘う生徒が多い。

　その人気の筆頭が他ならぬ冬華だということは千昭から、ニヤニヤとした憎たらしい笑みと共に何度も聞かされていた。

　氷の令嬢が溶け始めたと噂されるようになり、球技大会での大活躍を経て、その人気はまた白熱しているらしい。以前は近寄ることすらできなかった男子たちが勇気を出して冬華に言い寄ったという形だろう。

　しかし、少し穏やかになったとはいえ、冬華はまだ他人を拒絶し心を閉ざしている。今の反応を見る限り、これから先も涙を呑む男子生徒が増える一方だと容易に予想できた。

　その冬華とクリスマスイブを一緒に過ごすことになるのだから、朝陽は不思議な気がしてならない。

「クリスマスイブ、楽しみにしてますね」

　頬を淡く桜色に染めて、ニコリと微笑む冬華の姿は実に可愛らしく、愛らしい。

　あくまで友達として、ということはわかっている。わかってはいるが、予想もしなかった約束を前に、胸の鼓動は密かにスピードを上げていた。

「その前に期末テストを乗り越えなきゃな」

　そんな真面目な話をしなければ、このむず痒い気持ちが収まりそうにない。

　心を落ち着けようと、朝陽はコーヒーを一気に啜る。

　そういえば冬華が淹れてくれたんだったと思い出すと、口の中に普段よりも濃厚な甘さが広がった。
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「なあ朝陽、成績を上げる方法を教えてちょ」

「ひたすら勉強」

「……他には？」

「成績上げるのに勉強以外の方法なんてない」

「そ、そんなあ……」

　人影がまばらになった教室の隅で、千昭が情けない声を発する。終業式を終えた放課後、実質的に冬休みが始まったというのに、その表情は芳かんばしくない。

　千昭が珍しく暗い顔をしている原因は片手に握られた成績表で、そこには目を背けたくなる凄惨な数字が刻まれていた。どれも平均点を大幅に下回る酷い成績だが、この程度でへこたれる男ではない。問題なのは、その中でも一際目立つ赤色の文字。すなわち、補習対象となる赤点を示すものだ。

「まさか、赤点を取る日が来るとは……」

「むしろ、今まで取らなかったのが不思議なくらいだけどな。これに懲りたら、日菜美との時間を少しは勉強に使ったらどうだ」

「朝陽は俺に死ねと言っているのか？」

「意訳がすぎるだろ……」

　思わず引き気味にツッコむと、千昭はぐだーっと机に突っ伏してしまう。

　赤点が刻まれた今回の成績には流石に落ち込み、反省しているのだろう。しかし、全ては自業自得なので慰めの言葉をかける筋合いはない。

「成績上げたかったらとにかく勉強あるのみ。勝手に学力が上がるなんてうまい話はない」

「やっぱそうだよなー……学年十位台が言うと説得力が違うわ」

「……茶化すなら帰るぞ」

「いやいやいや、違いますやん！　今のはただ褒めただけですやん！」

　なぜかエセ関西弁になっている千昭を軽く叩いて、朝陽は手元の成績表に目を落とした。そこには千昭とは対照的に、平均点を大きく上回る点数が並んでいる。中でも特に目立つのは苦手科目としていた数学と英語の高得点。過去最高順位を叩き出した前回のテストから、さらに成績を上げた要因は間違いなくこの二科目だ。

　元を辿れば苦手科目が得意科目になるまで教えてくれた先生のお陰ということになる。ここでいう先生とは学校の教師ではなく、お隣に住む美少女のことだが。

「やっぱ誰かに教えてもらうのって成績上がるの？」

「なんだその質問」

「前に朝陽が言ってたじゃん。高得点の秘訣を聞いた時」

　やけにタイムリーな話題を振られて少し反応が遅れると、千昭の表情がわかりやすく変わった。さっきまでの落ち込みようが嘘だったかのように、ニヤリと楽しそうな笑みが浮かぶ。

「その笑顔はなんだ」

「別にー？　朝陽の成績が伸び始めたのってなんでかなーって」

「……帰る」

「ちょっ、もう少し待っ――」

「ちーくんお待たせー！　あれ、朝陽も残ってたの？」

　千昭の静止を振り切り、席を立ったところで教室に元気で明るい声が響いた。

　教室に残っていた男子の集団がその場違いな騒がしさの元凶へと目を向ける。その視線には妬み、嫉み、羨望が入り混じっていた。

「朝陽もこの後予定があるの？　あっ、もしかしてデートだったり!?」

「違う、朝陽はヒナが来るまで俺の話し相手になってもらってたの」

「でも、噂を聞くと――」

「それ以上はやめとけヒナ！　今の朝陽を弄っちゃダメ！」

　千昭に口を無理やり押さえられ、日菜美がモゴモゴと未知の言語で喋り始める。

　その微笑ましい光景に、クラスメイトの視線がより一層強くなる。もうすっかり見慣れてしまったので朝陽は同じ気持ちにはなれないが、辛うじて同情することはできた。

　今日は終業式で、答案返却日で、冬休みの始まり。そして、聖なる夜――クリスマスイブなのだ。

「また来年かな。じゃあな、朝陽」

「ああ、また来年」

「初詣は一緒に行こうね！」

「ん、予定空けとくわ」

　口約束をしてから、朝陽はバカップルと別れる。

　まだお昼前だが、二人は制服を着たまま夜まで遊ぶらしい。私服はクリスマスに取っておく、そう楽しそうに言っていた。

　デート、そんな言葉が浮かんで消える。

　日菜美が言いかけていたことは半分あっていて、半分間違っていた。確かにこの後は予定があるが、それは断じてデートではない。

　親に押し付けられた、有難迷惑な招待状を消化するだけ。

　朝陽はまだ明るい空を眺めながら、友達との待ち合わせに万が一でも遅れないよう、少し早めの帰路に就いた。
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　学校から帰宅して、朝陽はひとまずシャワーを浴びた。それからクローゼットを開き、外行きの服装を選んでいく。

　白い襟立ちのシャツにネイビーのテーラードジャケットを合わせ、ボトムスはコットン素材のチノパン。厚手のコートを上から重ね、新品の革靴を室内で履いてみると、姿見に映る朝陽の外見はなかなか様になっていた。

「変じゃないよな……」

　ワックスで髪を整え、細かな調整を加えていると、来客を伝える電子音が静かに鳴った。その音色はいつもと同じはずなのに、不思議と心がざわめいてしまう。

　胸に手を当てるとドクンドクンと心臓の鼓動が伝わり、これからの予定に柄にもなく緊張しているのが嫌でもわかった。

　今日はとにかく、心身ともに何かと落ち着かない。

　朝陽は何度か深呼吸をくり返し、どうにか平静を取り戻す。そうして玄関の扉を開けた先に、いつもと違う装いの冬華が立っていた。

「お待たせしました」

　肌を撫でる心地よい風に吹かれ、透き通った声が耳に届いた。

　しかし、朝陽は返事をする余裕なく、目の前の美少女に釘付けになってしまう。

　首元にグレーのファーティペットを巻いて、ピンクのノーカラーコートを羽織る冬華はドレスコードに身を包んでいた。上品な光沢を放つサテンワンピースは夜空に溶け込み、未踏の新雪のように白い肌の美しさが一層際立つ。膝下まで伸びるスカートの裾はふわりと風に揺れ、細く長い足が時折姿を見せた。

「綺麗だな」

　朝陽の口から素直な感想が自然とこぼれる。

　氷の令嬢という呼び名に違たがわない大人びた美しさ。

　その裏側に隠れた年相応のあどけない可愛らしさ。

　半ば無意識に、気づけば口を開いていたのだ。

　それほどまでに、今日の冬華は綺麗だった。

「あ、ありがとうございます……」

　伏し目がちに言葉を発した冬華の頬がほんのりと赤く染まる。両手を前にして小さなポーチを揺らす姿は妙にいじらしい。

　今度は可愛いという言葉がパッと浮かんだ。

　その四文字が声として形になる前に、冬華がポツリと小さく呟く。

「朝陽くんも……カッコいいと、思います」

「……どうも」

　頬をさらに赤く染めながら、ゆっくりと俯いた冬華に対して朝陽は短く言葉を返す。

　突然の誉め言葉に動転し、それしか言えなかったというのが正直なところだ。今になって、ようやく自分が口走った言葉に羞恥心を覚えたということもある。

　これは断じて恋人同士のデートではない。

　親に押し付けられた、有難迷惑な招待状を消化するだけ。

　そう頭ではわかっている。わかっているのに思考は上手くまとまらず、身体は思うように動かない。

「……行こうか」

「……はい」

　朝陽が促して冬華が応じるまで、現実の時間にして数秒だった。

　その数秒が朝陽にとってはとても長く感じられた。
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　朝陽の両親が経営するレストラン―― soleil levantまでは一時間以上かかる。

　電車を二度乗り換え、ガタンゴトンと揺られ続け、ようやく最寄り駅に着いた時にはすっかり日が落ちていて、夜空を見上げれば少しだけ星の瞬きを見ることができた。

「次の角を右、ですよね？」

「ん、あってる」

　道行くカップルの眩しい笑顔と街灯の明かりに照らされながら大通りを歩く。その間、二人の口数は少なく、会話はあまり弾まない。

　ここに来るまでの間、期末テストの結果や昨日の夕食の話などをしたがそれっきり。道順の確認で言葉を交わす以外はほとんど無言の時間が続いた。

　冬華は基本無口であり、朝陽もあまり喋るほうではない。それにしても、ここまで互いに口を閉ざしているのは、最近ではとても珍しかった。

「道順、調べてきたのか？」

「いえ、そういうわけでは……」

　もうあと数分ほど歩けば目的地に着く。このままずっと黙ったままではいけないと、朝陽が何気なく話を振った。

　冬華も会話の糸口を探していたらしく、歩くスピードを少し緩めながら口を開いた。

「私、小さな頃に一度だけ、ソレイユルヴァンに行ったことがあるんです」

　冬華の言葉に驚きはあったが、それ以上に朝陽は納得がいった。

　冬華がやけにsoleil levantに詳しいことに加えて、一緒に行きたいなどと言い出すものだから、何か並々ならぬ思いがあるのではと考えていた。聖なる夜に異性と食事に行くというハードルを越えてでも、冬華にはお店に行きたい理由があるのだろう。

「今でも鮮明に覚えているんです。この道も、内装も、料理の味も全て」

「それは凄いな。記憶力がいいってどころじゃない」

「私にとって……家族との、大切な思い出なんです。だからきっと、記憶に強く残っているんだと思います」

　遠い過去の記憶に思いを馳せる冬華の瞳には郷愁の色が浮かぶ。それと同時に、表情はどこか暗いようにも思えた。

　夜の闇がそうさせるのか、それとも心の闇がそうさせるのか。

　おそらく、後者だろうなとは予想が付く。

　彼女の表情が明確に暗くなったのは、やはり家族の話になってからだ。前にも何度か同じようなことがあったのを覚えている。

　朝陽は少しだけ、その大切な思い出を聞いてみようかとも考えた。今まで冬華の過去に触れることを避けていたが、どうやら両親が経営するお店に関係があるらしい。そこにプラスの感情が含まれるのなら聞いてもいいのではないかと思い至る。

「もうすぐだな」

　結局、朝陽は別のことを口にした。

「ええ……」

　何か言葉を続けようとしていた冬華もそれに応じる。

「スープ、変わってないといいな……」

　クリスマスイブの喧騒に紛れて、隣からそんな声が聞こえた。独り言だったのだろう。いつもの敬語口調ではなく、丁寧な言葉遣いでもなかった。

「多分、変わってないと思うぞ」

「き、聞こえてたのですか……」

「そりゃ、隣にいるからな」

　頬を淡く染め、わかりやすく恥じらう冬華に自然と微笑みがこぼれる。

　大通りは若い男女で溢れていて、夜道を歩く二人の距離は自然と近づく。少し揺れると手が触れ合うこの距離間は、周りの状況がそうさせるのだとしてもむず痒い。

「うちはコース料理の中でスープだけ固定されてるんだよ。父さんと母さんが二人で初めて作り上げた料理だから思い入れがあるらしい」

「あのスープにそんな事情が……」

「良かったな、大好きな卵料理がまた食べられて」

　鼓動を速める心臓を落ち着かせようと、朝陽は冬華をからかってみた。

　soleil levantのスープは卵がメインだと決まっている。雑炊、卵焼き、オムライスに続いて、そんなに卵料理が好きなのかと。

　きっと、冬華は子ども扱いされていると頬を膨らませるはずだと朝陽は思っていた。

「はい、とても嬉しいです」

　予想に反して、冬華は素直に肯定の言葉と穏やかな笑みを浮かべた。

　その小さな微笑みは見慣れてきたはずなのに、朝陽の心を幾度となく惑わせる。

「あっ、見えてきましたよ」

　少し先に見える看板を指差して、冬華がまた唇をたゆませる。

　目的地を前に足を速める冬華の後ろ姿を見つめながら、朝陽は防寒着に包まれた身体がさらに熱くなるのを感じた。
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　田舎町に佇たたずむ喫茶店を思わせる質素で素朴な外観を前に足を止め、年季が入った木製の扉を開けると途端に別世界へと誘われる。

　煌きらびやかなイルミネーションが輝く繁華街とは対照的に、目に映るのは緑を基調とした自然の色ばかり。その中心に飾り付けられた特大のシャンデリアは唯一無二の存在感を放ち、薄暗い店内を余すことなく照らす。それはまるで、深い森の中に差し込む一筋の光だ。

　三ツ星レストラン、soleil levant。

　実家に続いて、第二の家とも呼べるフレンチ料理店に客としては数年ぶりに訪れた朝陽は、変わらない店装に懐古の念を覚えつつ、その記憶の中に満面の笑みを浮かべる父の姿と全く表情が読めない母の姿を見つけて思わず頬が引き攣つった。

「何も起こりませんように……」

　フロントで名前を伝え、予約リストをチェックしてもらう間、朝陽は誰にも聞こえない声で小さく呟く。

『友達と行く』

　母親からのメールに対し、簡潔に、端的に、ありのままの事実を返信した。だから、誤解はされないはずだ。

　そもそも、年一番の繁忙期の最中にそれぞれ持ち場を離れられるはずがない。

　そんなことを自分に言い聞かせながら隣を見ると、冬華が目と首を忙しく動かしていた。

　無邪気な瞳で店内を眺めている冬華の姿は実に子供らしく、思わず見構えた身体が弛し緩かんする。

「昔と何も変わってないだろ？」

「そうですね。とても、懐かしい気持ちがします」

　薄っすらと笑みを浮かべる冬華の表情に憂慮の色は見えない。

　懐かしい、と振り返った過去が良い思い出であるならば、今日ここに連れてきて良かったと思えた。

「火神朝陽様ですね。どうぞこちらへ」

　名前を呼ばれ、手荷物と外套を預かってもらう。朝陽はジャケット姿になり、その胸元がシャンデリアに反射してキラリと赤く光った。

「それはもしかして……」

「せっかく貰ったから使わせてもらった」

　冬華がまじまじと見つめてくるのを、朝陽は逃げるように目を逸らす。

　コートの裏に隠れていたそれは、冬華から貰った、というよりは押し付けられたブローチだった。玄関に飾っておくだけではもったいないので、正しい用途で使ったのだが、思ったよりも気恥ずかしい。

「とてもよく似合っていますよ」

「……ありがとう」

　どこか嬉しそうな冬華から誉め言葉を頂戴し、朝陽は薄っすらと耳を赤くした。

　それから二人は窓際のテーブルに案内され、いい雰囲気で食事が始まるはずだったのだが。

「どうして席が隣同士なのでしょうか……」

　冬華が小さな声で疑問を呈し、朝陽は大きくため息をつく。

　普通は対面に座るはずだが、どういうわけか丸テーブルに横並びで二つの椅子が並んでいた。フレンチではショープレート、ナプキン、カトラリー、グラスが事前に用意されるのだが、それらも隣に並べられている以上、間違いではなく意図的に配置されたものらしい。

「申し訳ございません。シェフからこうセットするように言付けされまして……」

　フロントの青年は淡々と謝罪の言葉を述べ、それ以上は何も言わずに去ってしまう。

　残された冬華は困惑の表情を浮かべ、全てを察した朝陽はがっくりと項垂れた。

「シェフって、朝陽くんのお父さんですよね？」

「今、お義父さんって呼んだ？」

「わっ……びっ、びっくりした……」

　突然背後に現れた巨漢の男に、冬華は驚いて後退りする。

「やっぱり父さんの仕業かよ」

「えっ……？　ということは……」

「どうも、火か神がみ和かず明あきです。本業は朝陽の父、副業でシェフをやっています」

　手短な自己紹介と共に、ニカッと白い歯を覗かせる長身の男は、同じく真っ白なシェフコートを着ている。

　ギャルソンの制服は黒を基調としているためかなり浮いているし、そもそもここは彼のお店なので目立たないはずがない。名が知れた一流シェフの登場に、優雅にワイングラスを傾けていた紳士淑女は騒然となっていた。

「すいませんね皆さん、いきなり登場しちゃって。我が息子がようやくガールフレンドを連れてきたもんで、居ても立ってもいられずに厨房を飛び出した次第です」

「おい、なに勝手な――」

「すこーしばかり、お話ししたらすぐに戻りますんで！　あっ、サインですか？　そちらはコースに含まれてないんですよ、申し訳ないっ！」

　落ち着いた大人の空間だったはずの店内が、太陽のように明るくて熱い男の登場で雰囲気がガラリと変わる。周りを見れば皆等しく笑顔に溢れ、誰一人文句を言う人はいない。

　この不思議な光景が、火神和明が持つ多大な人望の証明なのだろう。

「さあ、二人とも座って座って。おじさんと話をしようじゃないか」

　紳士らしく冬華側の椅子を引いた和明は、ニコニコとした笑顔で着席を促した。




「お嬢さん、お名前は？」

「ひ、氷室冬華です」

「そうか、氷室さんというのか！　日頃、うちの息子が世話になってるね」

「いえ、お世話になっているのはむしろ私のほうで……」

「いやー、良くできたお嬢様だ！　朝陽、素晴らしい女性を連れてきたな。これで火神家は安泰安泰！」

　ワハハハ、と豪快に笑う和明の勢いに気圧されて、冬華が無言のＳＯＳを送ってくる。

　しかし、朝陽は同じく無言で首を横に振るしかなかった。過去に一度とて、火が付いた父親を止められた例がない。この勢いを止められるのは、朝陽が知っている限り一人だけだった。

「父さん、いったん落ち着こう。冬華が困ってるだろ」

「本当だ、これは申し訳ない。朝陽があまりに綺麗な彼女を連れてきたもんだから、父さんついつい興奮しちゃって」

「さっきから勝手に話を進めるな。俺たちはそういう関係じゃない」

「何を照れているんだ朝陽。氷室さんも顔を真っ赤にしちゃって。二人とも初々しいなー、おじさん昔を思い出しちゃうよ」

　再びワハハハと愉快な笑い声を響かせる和明に一応は立ち向かってみたものの、やはり止められる気がしない。冬華ならば和明に一矢報えるのではと思ったが、当の本人は冷たい視線を浴びせるどころか俯いてプルプルと震えてしまっている。

「もう少しすれば厨房に帰ると思うから、それまでは我慢してくれ」

「わ、わかりました……」

　今は人の話を聞かない厄介なおっさんだが、三ツ星レストランを経営する一流シェフであることは間違いない。この忙しいシーズンの最中に私情で使える時間は限られているはずだ。

　しかし、その数分がとても長い。

「氷室さんは朝陽のどういうところに惹かれたのさ」

「えっ、そ、それは……」

「二人の馴れ初めも聞かせてほしいな。今まで朝陽に恋人のコの字すらなかったから気になってしょうがない」

「あっ、あのですね……その……」

　ありもしないことを次々と聞いてくる和明に、冬華は完全に翻ほん弄ろうされてしまっている。何とか否定しようと試みているが、和明の勢いに押されてしまっていた。

「いやー、こう見ると母さんにそっくりだな。やっぱり男は母親似の女性に引かれるのかねえ」

　もはや和明は一人で納得し、一人で盛り上がり始める。

　頼むから、早く帰ってくれ。

　そんな思いが、目が合った冬華と通じた気がした時だった。

「和明、うるさい」

　心地良いクラシック音楽が流れる店内で、抑揚のない女性の声がした。

　その凛とした声の主を見て、朝陽は複雑な表情を浮かべ、冬華はまたもや困惑の色を覗かせる。そして、これでもかと燃え盛っていた和明は一気にヒートダウンした。

「あっ、はい。すいません」

「厨房戻って。みんな困ってる」

「えっ、でもあと三分くらいは……」

「なに？」

「今すぐ戻ります！」

　上下関係がはっきりとした会話を最後に、和明は一目散に料理人の聖域へと戻っていく。その後ろ姿は何とも情けないというか、頼りないというか。厨房に戻ればまたさっきの暑苦しい炎が復活するのだから面白おかしい。

　しかし残念ながら、実際に笑っていられる状況ではなかった。

　山火事を一瞬で鎮火した女性は、ニコリともせず口元だけを動かす。

「初めまして、火神透子です」

　本業は朝陽の母、副業でパティシエやっていますという声が、どこからともなく聞こえた気がした。

　名前だけの端的な自己紹介を済ませた母親を、朝陽はチラリと横目で覗き見る。

　表情筋が死んでいるのかと心配になる真顔に、感情のない淡々とした声音。

　少し前の冬華に負けずとも劣らないクールな母親の登場に、朝陽は再び大きなため息をついた。
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　透子曰く、椅子を始めとしたもろもろの配置はやはり和明の独断だった。隣り合う二人を見たいから、という理由だけで好き勝手できるのだから、職権乱用ではないかと非難したくなる。

　一方で常識人である透子は、テーブルセットを正しい位置に戻し、朝陽と冬華を対面に座るようにしてくれた。

　そこまでは良かったのだが、さっきまで和明が座っていた椅子を透子は片付けなかった。どうやらこのまましばらく居座るらしい。

「仕事はいいのかよ」

「少し暇をもらったわ。ちゃんと時間になったら戻るわよ」

　それで、と透子は朝陽から視線を動かす。

「なんと呼べばいいかしら？」

「お、お好きな呼び方で大丈夫です……」

「そう。なら冬華ちゃんって呼ばせてもらおうかしら」

　軽い自己紹介を交わした後、表情を一切変えずに透子は冬華との距離を詰めた。何を考えているかわからないが、透子のコミュニケーション能力はとても高い。

　一方で冬華は少し目を泳がしてから控えめにコクリと頷く。その表情は若干強張っているし、一挙一動もぎこちない。

　きっと緊張しているのだろう。あの父親の後にこの母親だ。身構えてしまうのも十分に理解できる。

　そんなふうに、冬華の些細な感情の変化を朝陽は何となく感じ取れるようになっていた。それはもしかすると前例があるからかもしれないと、目の前の母親を見てふと思う。

「そんなに緊張しなくても大丈夫。母さんは一応常識人だから」

「一応？」

「だ、だってそうだろ。時々、常識から程遠いことするし……」

　ギロリ、と鋭い切れ目で透子に睨まれ、朝陽の声が段々と小さくなる。冬華の緊張をほぐそうとしたのだが、逆に自分の身が縮む羽目になるのだから恐ろしい。

　朝陽が小さい頃から、透子はずっと変わっていない。基本的に無表情で無感情。笑った顔なんて、記憶を辿っても片手の指で足りるかどうかだ。

　そんなクールを通り越した母親に、朝陽はもちろん、夫であり父である和明もたじたじになってしまう。

　ただ、怖いという感情はとうの昔に消え去っていた。

　当然、怒った時はこの世の何よりも怖いのだが。

「大体、今日だってメールの返信、父さんにちゃんと伝えてないだろ」

「ええ、そっちのほうが面白いと思って」

「面白いって、こっちは大変だったんだからな。大声でガールフレンドとか言うから、他のお客さんにも勘違いされてるし」

「いいじゃない。こんなに素敵な女の子相手なんだから、嫌な気持ちはしないでしょう？」

「あのなあ……」

　そういうことじゃないんだよ、と朝陽はさらなる抵抗を試みて止めた。

　透子は相変わらず無表情で声音は淡々としているが、からかわれていることはわかる。こういう時、やけになって言い返せば相手の思う壺だ。

　毎年クリスマス前に送られてくるメールもそうだが、透子の意思や感情は行動から伝わることが多い。

　印象的な出来事としては、朝陽が一人で新居に移る時。荷物を纏めて玄関を出る別れ際、透子は静かに朝陽を強く優しく抱き締めた。

　他にも誕生日や受験合格の時などは、毎回豪華な手作りケーキを用意し、プレゼントも欠かさず用意してくれる。テストで満点を取った時や運動会の徒競走で一位になった時など、どんな些細なことでも透子は誉め言葉を口にした。

　わかりにくいけど、わかりやすいのだ。

　傍から見れば、怖い、厳しい、冷たい……そんな形容詞が当てはまるかもしれない。しかし、その無機質な表情と声音には確かな感情が込められている。

　家族として長い時を過ごせば。あるいは、友達や仕事仲間として近くにいれば、次第に気がつけるようになることだ。

「冬華ちゃんは朝陽と恋仲に思われて嫌だった？」

「えっ……わ、私ですか？　あ、朝陽くんと……それは……」

「おい、冬華にちょっかいを出すなよ」

「だって、冬華ちゃんが迷惑なら謝らないといけないでしょ？」

　透子は正論のように詰め寄るが、元を辿れば透子自身が発端だ。最初から和明に正確な情報を伝えていれば、こんな状況にはならなかっただろう。

　すなわちそれは、火神朝陽と氷室冬華は友達だということ。

「どうなの、冬華ちゃん？」

「無理に答える必要はないからな」

　答えを促す透子とフォローに入る朝陽。

　それから少し間が空いて、ようやく冬華は口を開いた。俯いて表情を隠したまま、小さな声で言葉を紡ぐ。

「……嫌、ではありません」

「あら、良かったじゃない朝陽」

「なんで俺に振るんだよ……」

　結局、透子は夏休みぶりに会った息子をからかいたいだけなのだ。ここで冬華の言葉を変に意識するのはいけない。そもそも、この場で嫌とはっきり言う人はいないだろう。

「メールでも言ったけど、俺たちは友達だから。なあ、冬華」

「そ、そうですね……」

　念には念をと同調を促した朝陽に対し、冬華の言葉には妙な間があった。

「……朝陽くんは……大切な、友達です……」

　途切れ途切れに呟きながら、ゆっくりと顔を上げた冬華と目が合う。それからすぐに、互いに目を逸らすこととなった。

「本当に友達なの？」

「そう言ってるだろ」

「名前呼びなのね」

「友達だからな」

「顔、赤いわよ」

「……気のせいだ」

　目を逸らした先にいた母親の猛攻をどうにか避けて、朝陽は窓際に視線を向ける。眩しいイルミネーションの中にぼんやりと映る自分の顔は、ガラス越しにでも十分に伝わるほど赤くなっていた。

　チラリと視線を横に向ければ、冬華もまた窓ガラスと見つめ合っている。長い黒髪の隙間から垣間見える真っ白な肌は、朝陽と同じ色に染め上げられていた。

　その横顔はやはりとても綺麗で、とても可愛くて。

　半透明な境界線の先で輝く夜景と相まって絵画のように美しかった。
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「お邪魔虫はそろそろ厨房に戻ろうかしら」

　透子がそう言ったのは、朝陽と冬華がようやく窓から目を離してからだった。

　久々に顔を合わせた分、随分とからかわれてしまったが、これでどうにか落ち着ける。

　そんな朝陽の安堵を見抜いているかのように、透子は席を立つ前に口を開いた。

「そういえばそれ、懐かしいわね」

　透子の長く細い指が、朝陽の胸元に向けられる。先には赤い光沢を放つ、三本薔薇のブローチがあった。

「懐かしい？」

「どういうことでしょう……」

　二人が首を傾げていると、透子は淡々と衝撃的な言葉を口にした。

「球技大会の優秀選手に贈られる賞品でしょう？　今でも恋愛成就のおまじないは続いているのかしら」

「なっ、なんで母さんがそれを……」

「だってその話、私と和明が発祥だもの。当時、氷がどうとか言われていた私に和明がブローチを持ち出して告白してきたのよ。それで私たちが付き合い始めたら、周りが勝手に騒ぎだしたわ」

　透子は思い出にふけっているが、冬華はもちろん、朝陽も全く知らなかった。

　両親の出身校は聞いていたが、二人の馴れ初めなど聞く機会がないし、知ろうともしない。

「ねえ、朝陽。そのブローチ、誰から貰ったの？」

「それは……」

　興味津々の透子に見据えられ、朝陽は目を泳がせた。そうして答えに迷っていると、冬華とばっちり視線がぶつかる。

　その一瞬で、透子は何かを納得したようだった。

「三本薔薇の伝説は本当よ。私と和明、そして朝陽がその証明ね」

　ポン、と朝陽の肩を叩いた透子がようやく席を立つ。

「冬華ちゃん、朝陽をよろしくね。それと、また機会があればお話ししましょう。私たち、きっと気が合うと思うの」

　最後にそれだけ言い残すと、あたふたと言葉を探す冬華を待たずに、透子は厨房へと帰っていく。

　どうやら透子は冬華を気に入ったようで、いつになく饒舌になっていた。表情こそ終始真顔だったものの、その声音は少しだけ浮ついていたように思える。

「騒がしい両親でごめんな。迷惑だっただろ」

「いえ、そんなことは……むしろ楽しかったですよ」

「それならいいけど、俺はもううんざりだ。食事前にかなり疲れた」

　降参の意味を込めて両手を上げると、冬華は片手を口に当て上品に笑う。それから不意に、微笑みを浮かべたまま天井を見つめた。

「朝陽くんはご両親に、とても愛されているのですね」

「あれはからかわれてるんだぞ。父さんに至っては暴走してただけだし」

「それこそきっと、朝陽くんを愛している証拠ですよ」

　だって、と冬華が短く言葉を繋ぐ。

「ソレイユルヴァンって、フランス語で日の出という意味でしょう？」

　冬華が紡ぐ優しい声音に釣られて、朝陽も天井へと視線を移す。その視線の先に映るのは、薄暗い店内を照らす大きなシャンデリアだ。

　和明から何度も聞かされた。

　この店は、朝陽をイメージしているのだと。

「……そうだな」

　一度否定した言葉を、今度は肯定して返す。

　両親から注がれる溢れんばかりの愛に気づかない息子ではない。その愛を受け止めているからこそ、父親がいくら暴走しても、母親にいくらからかわれても、嫌な気持ちは一切しないのだ。

　そんな一風変わった火神家の愛を、両親とは初対面のはずの冬華に見抜かれたことに不思議と驚きはなかった。

「こちらアミューズになっております」

「どうも……って、おい」

「本当だ、会話に夢中で見落としてた！　まさか朝陽があのブローチを……ということはやっぱり結――」

「和明、抜け出していいとは言ってない」

「あっ、はい。すいません」

　熱血シェフを冷徹パティシエが厨房へと引きずり戻す。

　その光景に店内は大きく湧き、朝陽と冬華もまた、顔を見合わせて笑った。
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　アミューズ、オードブル、スープ、ポワソン、ソルベ、アントレ、デセール、カフェ・ブティフール――全八品からなるコース料理は、まさに絶品の一言だった。

「美味しかった……」

「正直、それ以外の言葉が見つからん」

　店を後にした朝陽と冬華は今日の夕食についてずっと話し合っていた。食事中はもちろん、七色に輝く繁華街を歩いている時も、ガタンゴトンと電車に揺られている間もずっと。

　最寄り駅に着き、マンションへと向かう最後の帰り道でも、それは変わらなかった。

「あの料理、朝陽くんにも作れますか？」

「無理」

「即答ですね……」

「俺は素人に毛が生えた程度の腕しかないからな。プロと同じレベルで作ろうなんておこがましい」

　普段の様子からは想像がつきにくいが、和明と透子はそれぞれ超一流の料理人だ。

　頑張れば見た目や味が近い料理を作ることはできるが、せいぜい模倣品止まり。完成度では足元に及ばないだろう。

「料理上手の朝陽くんが無理なら、私には絶対に作れませんね」

「何か作りたい料理でもあったのか？」

「そ、そういうわけでは……」

「卵スープだろ」

「……どうしてわかったのですか」

「顔に書いてあった」

　どうやら朝陽の指摘は図星だったらしい。冬華は目を丸くして、それからすぐに小さな顔を両手で覆った。

　顔に書いてある、という言葉を真に受け取ったのだろうか。朝陽の視線を物理的に遮ろうとする姿は子供らしく可愛らしい。

「何を笑っているのですか……」

　つい笑みがこぼれたのを指の隙間越しに睨まれてしまい、朝陽はゴホンと咳払いをして話を誤魔化す。

「本当に、卵料理が好きなんだな」

「それはもう、大好きです」

「何か理由でもあるのか？」

「理由、ですか？」

「そう、理由……って、好物に具体的な理由求められても困るか」

　好きな食べ物は、という問いは答えやすい。誰しも一つは思い浮かぶ物があるはずだ。一方で、好きな食べ物を好きな理由というのは、案外答えにくかったりする。

　それは、味覚の好き嫌いが先天的なものだったり、好みの定着が幼少期に偏ることが多いため、いつの間にか好きになっているケースが多いからだ。

　つまり、多くの場合は――

「……お母さんの得意料理だったからだと思います。小さい頃によく作ってくれて、私はその味が大好きなんです」

　少し時間を置いて呟かれた冬華の言葉に、朝陽はなるほどと小さく相槌を返す。

　朝陽もいくつか思い浮かぶ好物のうち、そのほとんどは両親に由来する物だ。今日も絶品料理の数々に舌鼓を打ちながら、少しの懐かしさを覚えていた。

「ソレイユルヴァンのスープはお母さんの料理を思い出すんです。だから、私も作りたいなって……残念ながら難しそうですけどね」

　冬華もまた、母の味に思いを馳せているのだろうか。自然と緩んだ頬が作り出す淡い微笑みは、とても優しく穏やかで――どこか、憂いと悲しみを帯びているように思えた。

（小さい頃、か……）

　朝陽の中で、今まで無意識に避けていた仮説が浮かび上がる。

　その瞬間、ビュンと音を立てて北風が吹き荒れた。

　冬華は時々、微笑みの中に暗い影を見せる。それは決まって家族の話をする時で、その話は決まって遠い昔を指していた。

「朝陽くん……？」

「……ん、ああ、悪い」

　思わず立ち止まってしまった朝陽に、冬華が心配そうな顔を向けてくる。これでは立場が逆だと、朝陽は早歩きで冬華の隣へと急いだ。

「さっきは無理って言ったけど、スープなら作れないこともない」

　一瞬だけ凍てついた身心の動揺を隠し、朝陽は話を戻して気丈に振る舞う。

　soleil levantのスープは、和明と透子が初めて二人で作り上げた料理で、朝陽が初めて教わった料理だった。完璧な再現は望めなくとも、限りなく近いものなら朝陽にも作ることができる。

「今度、作り方教えようか？」

「ほ、本当ですか!?」

「もちろん。あのスープの作り方は一通り教えられているからな」

　顔を隠したと思えば、鋭く睨まれ、暗い顔を見せたと思いきや、今度はパッと表情が明るくなる。

　今はもう、目の前で嬉しそうに微笑む少女に氷のような冷たさは感じられない。コロコロと変わる表情は喜怒哀楽に富んでいて、弾む会話は冷気ではなく熱気を伴っていた。

　だからこそ、冬華が時々浮かべる暗い表情に朝陽は引っかかりを覚えるようになった。

　そして今この瞬間も、隣を歩く冬華に小さな違和感を感じ取る。

「どうかしたのか？」

「えっ……？」

「何か、考えてるみたいだったから」

　根拠はないが、そう思った。ほとんど勘を頼りに朝陽が問うと、冬華は小さく目を見開いた。

　どうやら勘は当たっていたらしい。

　冬華は歩くスピードを緩めながら、探り探りで話し始めた。

「えっと……。朝陽くんに料理を教えてもらえるの、期末試験までだったなと思いまして……」

　言われてみれば、今日まで当然のように夕食を共にしていたが、それは互いの利益に応じた相互扶助関係だ。

　朝陽は期末テストの成績を上げたい。

　冬華は料理の基本を学びたい。

　前者は目標以上の成果を達成できたし、後者もギリギリ及第点と言ったところか。

　明日になれば、いよいよ冬休みに入る。

　つまり、互いに毎日顔を合わせる必要はどこにもないのだ。

　そこまで冷静に考えて、朝陽は胸の底から靄がかかるのを感じた。

　自然に襟元のブローチに手が伸びる。

　思えばこの関係が正式に始まったのも、ブローチを受け取ったのも同じ日だ。

「なあ――」

「あの――」

　すぐ先に見えるマンションの明かりがそうさせたのか、二人が口を開いたのはぴったり同じタイミングだった。

　足音が止まり、風の音だけが耳に触れる。

「……良ければ、もう少しだけ私に料理を教えてくれませんか？　その……無理にとは言わないのですが……」

　閑静な住宅街に冬華の声だけが響いた。

　目を伏せて、俯きがちに呟かれた言葉への答えは朝陽の中ですでに決まっている。

「俺はまだ美味しいって言ってないからな。それに、スープのことだってあるだろ」

「そ、それでは……」

「冬華が満足するまで、料理ならいくらでも教えるよ」

　冬華に先を越されてしまったが、朝陽もまた、同じことを提案しようとしていたのだ。

　――いつか、あなたに美味しいと言ってもらえるように頑張りますね。

　あの時、冬華が浮かべた笑みを朝陽は鮮明に覚えている。

「朝陽くん、ありがとうございます」

　顔を上げた冬華は、淡く微笑みながら感謝の言葉を口にした。

　その表情はもう見慣れたはずなのに、朝陽の胸がドキリと跳ねる。

　いつの間にか綺麗さっぱり靄は晴れ、代わりにじんわりと温かい熱が身体中を支配した。

「早速、明日からお邪魔してもいいですか？」

「俺は構わないけど……クリスマスだし、少し豪華にするか」

「いいですね、今からとても楽しみです」

「あまり期待するなよ？　今日と比べたらクオリティは低いからな」

「それでも楽しみですよ」

　だって、と冬華は言葉を続ける。

「私、朝陽くんの料理が好きですから」

「……そうか」

「ええ、大好きです」

　朝陽が短く言葉を返すと、冬華はニコリと桜色の唇をたゆませる。

　その笑顔がとても可愛らしく、朝陽は目を背けるついでに止めていた足を進めようとした。

　しかし、それよりも先に冬華が一歩前へと歩み出る。

「明日からまた、よろしくお願いしますね」

　それだけ言い残すと、冬華はエントランスへと小走りで駆けて行った。

　見間違いでなければ、その頬と耳がほんのりと赤く染まっていたような。

（俺も顔、赤くなってないよな……）

　突然の解散には驚いたが、朝陽は内心で安堵していた。

　これ以上冬華と一緒にいると、心が乱されて敵わない。

　夜道に一人取り残された朝陽は今日の自分がいつになくぶっきらぼうで、無口だった理由を察した。

　きっと、どうしようもなく意識してしまっていたのだ。

　いつも以上に整っている冬華の外見に。

　かつてとは違い、様々な姿を見せる冬華の内面に。

　聖なる夜という特別な一日であることも相まって、どうしようもく冬華を意識していた。

　この鳴りやまない胸の鼓動の正体はいったい何なのか。一つだけ思い当たるものがあったが、首を横に振って否定する。そんなはずはないと、自分自身に言い聞かせるように。

　冷たい夜風が無防備な頬に刺さる。

　不思議と寒いとは感じなかった。
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　十二月二十五日、クリスマス。

　朝陽と冬華は約束通り、夜ご飯を共にしていた。

　スーパーで買ったローストチキンをメインに、ローストビーフやクリームシチュー、生ハムのサラダなど豪華な料理が並ぶ。手間暇をかけた甲斐があり、そのどれもが絶品だった。

「ちょっとだけ待っていてください」

　冬華がそう言って自分の部屋に帰ったのは、二人で協力して洗い物を終えた後だった。

　待ってください、ということはまた戻ってくるのだろう。しかし、今日は食事後に勉強などの予定は控えていない。待つも何も、ここで解散しないことが驚きだ。

　冬華の行動に朝陽がハテナを浮かべていると、再び玄関の扉が開く音がする。段々と近づく足音は、少し弾んでいるように聞こえた。

「朝陽くん、ベランダに行きましょう！」

「へっ……？」

「いいから早く！　凄い景色が見れますよ！」

　早足で部屋に戻ってきた冬華はそのままの勢いでリビングのカーテンを開ける。

　外はもう真っ暗で、悠々と輝く月を始め、家庭の光や街灯、そしてイルミネーションが闇夜を明るく照らしていた。

　そうして黒いキャンパスは様々な色で塗り潰されていく。その中心に今日は白色があった。

「確かに、これは凄いわ」

　朝陽が思わず感嘆の声をもらし、冬華は満足そうに口角を上げる。

　二人はベランダに出て、夜空を見上げた。

　目に映るのは真っ白な雪。

　どうやら、今年のクリスマスは神様までもが恋人たちの味方らしい。天からしんしんと降り注ぐ神様の贈り物は、地上を白一色に彩っていた。

「綺麗ですね」

「ああ、綺麗だ」

　朝陽と冬華は肩を並べて、同じ感想を呟く。

「そういや、天気予報でホワイトクリスマスがどうとか言ってたな」

「なんでも十数年ぶりの出来事とか」

「へー、そりゃ珍しい」

「あまり興味なさそうですね」

「まあ、雪自体は去年も降ったし」

「でも、今日という日に降る雪は特別じゃないですか」

「そういうものなのか？」

「そういうものなんです」

　今一つピンとこない朝陽に対して、冬華はカラメル色の瞳をキラキラと輝かせながら非日常へと目を向ける。

　女の子はこういうロマンティックな展開を好むのだろうか。

　冬華が恋愛小説を好んで読む影響もあるかもしれない。

　ただでさえ冬の夜は寒いのに加えて雪が降っている状況で、冬華はしばらく幻想的な銀世界に浸っていた。




＊




「……くちゅん」

　可愛らしいくしゃみが部屋に響き、冬華が恥ずかしそうに鼻をすする。長い間、部屋着姿でベランダにいたため身体が冷えてしまったのだろう。

　朝陽も先程、豪快なくしゃみを一発披露したばかりだ。上着の一つでも着ておけばよかったと今更ながらに思うが、後悔先に立たずとはまさにこのこと。

　しかし、実際はそんな冷静な思考に至る暇など与えられず、冬華にベランダへと連れ出されてしまっていた。

「ほら、これで身体を温めろ」

「ありがとうございます」

　手早く作ったホットミルクの片方を差し出して、朝陽はソファーに座っていた冬華の隣に腰かける。

「それで、どうして一度帰ったんだ？」

「あっ、それはですね……」

「話したくないことなら無理に言わなくていいけど」

「いえ、そういうことではないんです。……また少し待っていてください」

　冬華はそう言い残し、立ち上がって玄関へと向かった。

　朝陽はそのままソファーに座り、湯気が立つマグカップを両手で包んで暖を取る。

　冬華が戻ってきた理由が雪ではないことは明白だった。それは一度外に出た時に、偶然気づいたのだろう。理由はおそらく

　他にある。

　そう睨んで冬華を待っていると、すぐにパタパタと足音が近づいた。

「少しの間、目を瞑つぶってくれませんか？」

「……こうか？」

「そのまま、私がいいって言うまで開けないでください」

　以前、同じようなことを日菜美に言われ、わけもわからずデコピンをされた思い出が蘇る。しかし、まさか冬華がそんなくだらない悪戯をするはずがない。

　朝陽は言われるがまま目を閉じて、暗闇の中に意識を投じた。神経が研ぎ澄まされ、近くで冬華が何やら動いているのを感じる。

　今すぐ見たい衝動を抑えてひたすら待っていると、膝に僅かな重みが加わった。

「目を開けてください」

「……これは？」

　朝陽の膝上に乗せられた細長い長方形の箱。それは赤と緑、二色のストライプ柄をした包装紙で綺麗に包まれていた。その配色で今日が何の日か改めて思い出す。

　わざわざ冬華に聞いた一方で、答えは薄々わかっていた。

「私からのクリスマスプレゼントです」

「だよな……悪い、俺は何も用意してねえ……」

「気にしないでください。私が勝手に用意したものですから」

　朝陽が正直に言うと、冬華は少し目を伏せながらニコリと笑う。

「今開けてもいいか？」

「もちろんです。気に入ってもらえるかわかりませんが……」

　今度は不安げな表情を浮かべた冬華に許可をもらい、テープ貼りの包装紙を丁寧に開ける。

　そうして箱の中から顔を出したのは、見覚えのあるシャープペンシルだった。機能性、デザイン共に朝陽の好みで愛用している製品に間違いない。しかし、通常のカラーとは違い、手元のそれは黒とシルバーのメタリック仕様となっていた。

「これ、数量限定のやつだろ。今買うとめちゃくちゃ高いはず」

　黒色は発売十周年を記念した限定モデルで、朝陽が密かに欲しがっていた物だ。そして、数量限定生産の上に人気が凄まじく、購入を断念した過去がある。

　後からネットで売っているのを見かけたが、どれもプレミア価格が付いていて、なるべく節約スタイルの朝陽には到底手が出せなかった。

　そんな背景のある限定品が、目の前で新品特有の輝きを見せている。

「期末テスト前、お気に入りのシャーペンが壊れたと凹んでいたので、限定モデルを贈れば喜んでくれるかなと思って……」

「そりゃ嬉しいけど……本当に貰っていいのか？」

「ええ、もちろんです」

　だって、と小さなサンタクロースは言葉を繋げる。

「私は朝陽くんに貰ってばかりですから。少しでもそのお返しをさせてください」

「……俺、何か冬華にあげたか？」

「ええ、それはもう沢山」

　記憶を辿っても冬華にプレゼントを贈った覚えはない。それどころか、ブローチを貰ってしまっている。辛うじて思い当たるのは昨日の夕食くらいだが、あれは親の厚意であって朝陽は何もしていないのと同義だ。

　しかし、冬華には色々と思うところがあるようで、照れ臭そうに頬を染めながら頷いた。

　なぜか食い違う記憶を不思議に思うが、せっかく用意してくれたプレゼントを無下にする理由はない。

「ありがとな、大切に使うよ」

　素直にお礼を伝えると、冬華に穏やかな笑みが浮かぶ。

（冬ってこんなに熱かったっけ……）

　どうしてか胸が高鳴り、身体の内側からじんわりと熱くなる。

　ここ最近、冬華と一緒にいると、朝陽の心は静かにざわめいた。

　今も目が合っただけで胸が高鳴り、視線をすぐに逸らしてしまう。その先に、隣り合うマグカップが目に入った。

　立ち昇る白い湯気は二人の間で一つに混じり合い、仲睦まじく揺らめいていた。
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　クリスマスの翌日。

　目覚まし時計に急かされ起床した朝陽は、カーテンを開けた先の光景に思わず息を呑んだ。

「また凄い景色だなこりゃ……」

　目の前に広がるのは一面の銀世界。どうやら昨日の雪が解けずに積もったらしい。太陽の光に照らされて、窓の外はキラキラと淡い光を放っていた。

「……外行くか」

　肌を刺す冬の寒さに外出は躊躇われるが、それ以上に雪への好奇心が勝る。

　朝食を軽く済ませ、コートを羽織り、朝陽は勢いよく玄関の扉を開けた。

「「寒っ……」」

　短い声が重なり、声の主に目を向けると黒髪の少女が映る。

「あっ」

「おっ」

　顔を見合わせて、二人はパチパチと目を瞬かせた。そして、相手がよく知る友達とわかると、互いの口角がやんわりと上がる。

「おはようございます」

「ん、おはよう」

　挨拶を交わすと、冬華がとてとてと小さな歩幅で近づいてきた。その長い黒髪はマフラーに挟まれていて、耳元でふんわりとウェーブを描いている。

　マフラーの他にも耳あてや手袋を装備し、ファー付きのダッフルコートを着た冬華は全体的にモフモフとしていて、小動物のような可愛らしさが見て取れた。

「もしかして、朝陽くんも雪を見に？」

「ご名答。積もるのは久々でテンション上がってな」

「私もです。なんだかワクワクしますよね」

　そう言って、冬華は何かを考えるような素振りを見せた後、再び口を開いた。

「せっかくですし、一緒に雪遊びしませんか？」

　冬華からの意外な誘いに、朝陽は二つ返事で頷く。

「いいね、近くの公園で雪だるまでも作ろうぜ」

「賛成です！　大きいのを作りましょう！」

　そうしてマンションを出た二人は冬空の下、白く彩られた道を歩く。サクサク、ジャリジャリと気持ちの良い音を奏でながら、そこに無邪気に弾む会話が加わった。

「わっ、足跡が綺麗に残っています」

「倒れ込めば全身の型が取れそうだな」

「……やってみましょうか」

「待て待て待て。びしょびしょになって絶対後悔するぞ」

　冬華は時々子供のような反応を示し、あどけない笑みを浮かべた。

　朝陽も朝陽で久しぶりの積雪に少年心をくすぐられ、気持ちが昂っていく。

　近所の公園に着いた頃には、二人して雪遊びへのやる気に溢れていた。

「さて、どのくらいの大きさで作ろうか」

「……私の身長くらいはどうでしょう」

「マジで言ってる？」

「冗談ですよ」

　悪戯っぽく笑った冬華に、朝陽はなんだと安堵の息をつく。

「今日の冬華は冗談に聞こえないんだよな……」

「半分は本気でしたね」

「そんなとこだと思ったわ」

　今度は朝陽が意地の悪い笑みを浮かべ、冬華は少し恥ずかしそうに顔を背けた。

　話し合いの結果、できるだけ大きくという曖昧な目標を定め、二人は雪の多い場所に移動する。

「私は上の部分を作るので、朝陽くんは下のほうを頼んでいいですか？」

「りょーかい」

　役割分担をしてから、朝陽は早速しゃがみこんだ。

　足元の雪を両手でかき集め、小さな塊を作る。その工程を何度か繰り返し、複数の塊をひとまとめに。そうして出来上がった中くらいの雪玉を今度はゆっくりと転がしていく。

「結構簡単に大きくなるな」

「この辺りの雪は湿り気を含んでいて固まりやすいそうですよ」

「へー、よく知ってるな」

「家を出る前に調べました」

「どれだけ楽しみにしてたんだよ」

　冬華の雪だるま豆知識に感心しているうちに、転がし続けた雪玉は膝下程度の大きさになった。しかし、そこから先がなかなか大きくならない。雪玉の表面積が増えたことで、より多くの雪が必要になってくる。

「前言撤回、これは時間かかりそうだわ。あと中腰でめちゃくちゃ疲れる」

「なんだかおじいさんみたいなこと言いますね」

「おじいさんって……そっちは元気そうだな」

「私は高校生ですから」

「俺も高校生なんだけど……」

　年寄り扱いされた朝陽は一休みと称してぐっ、と背伸びをする。ついでに元気いっぱいな冬華を見れば、雪だるまの上部分として申し分ない大きさの雪玉が転がっていた。

「そのくらいでいいんじゃないか？」

「そうですね。形を整えて完成にしたいと思います」

　雪を足しては削って、仕上げの作業に移った冬華に対し、朝陽はひたすら雪玉を転がし続ける。

　冬の早朝、慣れない体制での単純作業に飽きと疲れが押し寄せるが、すぐ近くから聞こえる声が朝陽を元気づけた。

「手伝いますよ」

「サンキュー、助かる」

　朝陽が少し横に移動し、空いたスペースに冬華が入る。

「ラストスパート、頑張りましょう」

　薄く微笑んだ冬華が雪玉を押す。朝陽も習って力を加える。

　手と手が触れ合う距離に、時々ぴたりと目が合った。

「楽しいですね」

「そうだな」

　冬華の眩しい笑顔につられ、朝陽も自然と口角が上がる。

　いつの間にか、雲間に隠れていた太陽が顔を出し、温かな日差しが地上に差し込んでいた。




＊




「雪だるまさんの完成です！」

　冬華の嬉々とした声が静かな公園に響く。

　キラキラと輝く瞳には、さん付けされた雪だるまの姿が映っていた。

「いい出来なんじゃないか？」

「はい、大満足です」

　目と鼻は冬華が自宅から持ってきたボタンを使い、口と手は公園で拾った枝を使った。

　冬華が形にこだわった甲斐もあり、完璧な仕上がりになったと言えるだろう。

「この後どうする？」

「どうしましょう。できれば持ち帰りたいですね」

「それは流石に無理だろ……」

　冬華が冷蔵庫に入るミニサイズなら、と真剣に検討していると、ドタバタと騒がしい足音が耳に届く。それらは段々と近づいて、やがて朝陽たちの目の前に現れた。

「あーっ、雪だるまだ！」

「すっげー、完成度たけー！」

「俺たちもこれ作ろうぜ！」

　近所の子供が公園に遊びにきたようで、元気いっぱいの男の子三人が雪だるまを囲む。

「ねえねえ、お兄さんたちがこれ作ったの？」

「そうだぞ。さっき完成したばかりの作り立てだ」

「触ってもいい？　パンチしたい！」

「ぱ、パンチはちょっと……優しくしてあげてください」

　人見知りという言葉を知らないのか、初対面で子供たちは随分と懐いてきた。どうやら大きい雪だるまを作ったことで、凄い人認定されているらしい。

　話を聞くと、後から友達の女の子も来るようで、しばらくすればまた足音が聞こえてきた。

「ん？　あの子は……」

　面識のある少女を見つけ、朝陽は控えめに手を振ってみる。すると、向こうも朝陽に気づき、両隣の友達に何やら話した後、小走りで近づいてきた。

「髪飾りのお兄さん、だよね？」

　少女の問いかけに朝陽は苦笑いしながらも頷く。

　そのやり取りに冬華は首を傾げたが、髪飾りという言葉から察したらしい。

　そして少女もまた、冬華の長い黒髪を飾る青いリボンを見て、はっとした表情を浮かべた。

「あなたが私の髪飾りを拾ってくれたの？」

　冬華はしゃがんで少女に目線を合わせながら優しく話しかける。その接し方に、表情が固くなっていた少女も緊張がほどけたらしい。

「うん……勝手に私のにしてごめんなさい」

「いいえ、謝る必要はないですよ。むしろ見つけてくれてありがとうございます」

「……怒らないの？」

「ええ、もちろん。落とした私が悪いですから。それに……」

　冬華は立ち上がり、チラリと隣の朝陽を見る。

「髪飾りのお兄さんが助けてくれましたから」

　眩しい笑顔と温かい言葉に、朝陽は胸がじんわりと熱くなった。

　その特別な距離感に何かを感じたのか、少女の友達が興味津々に口を開く。

「二人は付き合ってるんですかー？」

「「……えっ？」」

　思わぬ質問に朝陽と冬華はどちらからともなく目を合わせた。それからすぐにお互いの顔が赤くなり、物凄いスピードで子供たちへと向き直る。

「いやいやいや、付き合ってないから。普通に友達だから」

「そ、そっ、そうです。わ、私たちはそのような関係では……」

　あたふたと否定する二人に、子供たちは「なんだ」と素直な反応を示した。

　それ以上は何も言われることなく、二人は雪だるまを残して公園を後にする。

「……私たちって恋仲に見えるんですね」

「……そうらしいな」

　胸の鼓動が速くなるにつれ、歩くスピードも速くなる。

　千昭に勘繰られたり、日菜美に邪推されたり、和明に無理やり話を進められたり、透子にからかわれたり、子供たちに勘違いされたり。

　二人の関係にはつい最近名前がついたばかりで、その先はとても遠いように思えた。

　しかし、隣を歩く美少女を見れば意識せざるを得ない。

「恋人、か……」

　ふと朝陽が立ち止まり、それに気づいた冬華が振り向く。

　日差しが強くなり、ゆっくりと氷が溶けていく中、白い息が重なった。

「いつか、そういう日が来るかもしれませんね」

　ふふっ、と悪戯っぽく冬華が笑う。

　その姿は冬に咲く一凛の華のように美しかった。
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　初めまして、高峰翔と申します。この度、第八回ネット小説大賞を受賞し、本作でデビューすることになりました。

　高みを目指して駆け抜け、飛翔したい。そんな想いからこのペンネームで活動を始めましたが、どうにかその第一歩を踏み出せて嬉しく思います。

　さて、デビュー作のあとがきと言えば何かと語りがちですが、僕から読者様に伝えたいことはただ一つ。

『氷の令嬢の溶かし方』、そして高峰翔を応援よろしくお願いします。

　この作品は朝陽と冬華、二人の関係性の変化に重きを置いて執筆しています。一巻は他人から友達に。二巻は冬華の過去が語られ、友達から一歩先へ。三巻、四巻と物語が進むたび、二人はゆっくりと距離を縮めるでしょう。

　本編を読み終わり、こうしてあとがきを読んでいる読者様がもし、「この作品の続きを読みたい」と思ってくださったのなら、どんな方法でも構いません。ＳＮＳで感想を呟く、通販サイトでレビューを書く、友達にオススメするなどなど。応援の気持ちを文字にして、言葉にして発信してもらえると、作者と作品の大きな力になります。具体的には続刊、重版に繋がりますので、どうぞよろしくお願いします。

　また、ＳＮＳで本作の感想を呟く場合は＃氷の令嬢　を添えていただけると嬉しいです。ついでに、作者のTwitter（@kakeru_takamine）のフォローも是非。

　最後に謝辞を。

　担当の高田様。デビュー作で右も左もわからなかった僕をここまで導いてくださりました。打ち合わせは毎回数時間に及びましたが、その半分以上は雑談でしたね。お陰様でとても楽しく書籍化作業を続けられました。ありがとうございます。

　イラストを手がけてくださった加川壱互様。僕が筆を執る前からファンでした。そんな方に自分の小説のイラストを書いてもらえることになり、今でも夢のような気持ちです。ありがとうございます。

　まとめてになりますが、この本の制作に携わってくださった全ての方々、並びに数ある作品の中から本作を手に取ってくださった読者様、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。

　それでは、お別れの時間が迫ってきましたのでここらで筆を置くことにします。

　願わくは、次の物語でまたあなたに会えますように。
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